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　Side B




「すみません、少しよろしいですか？」

　粉こな雪ゆきがちらつく冬の昼下がり。少女の声に反射的に振り返ったエロールは、口をあんぐりと開けて間ま抜ぬけ面づらを晒さらすのを、すんでのところで踏ふみとどまった。

（なんつーか、凄すごい美少女だな）

　守備範囲はゆりかごから墓はか場ばまで……というつもりはさすがにないが、それでもエロールはどんなご婦人に対してもにっこり笑って世せ辞じの一つ二つを言う自信は持っていた。にもかかわらず、一瞬取り繕つくろうことさえ忘れて圧あつ倒とうされる。──そのくらい、年下と思おぼしき少女は類を見ない美少女だったのだ。

「あの？」

「あ、悪い。どうしたんだよお嬢じようさん。この辺りじゃ見ない顔だし……誰かを尋たずねてきたってとこか？」

「そうなんです。すぐに分かると油断して、大通りで馬車を降りてしまって」

　少女は恥はずかしそうに白はく皙せきの頰ほおを染め、はにかんだ。
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「でも良かった。アート夫人、という方のお宅をご存ぞん知じありませんか？　この近辺にお住まいの、ピアノ教師をなさっている方なんですが」

「アート夫人？　メロディ・アート？」

「はい、ご存知なんですか？」

「……ふわっふわの銀ぎん髪ぱつで、十代なんじゃないかと思うくらい年齢詐さ欺ぎで、ちょっと天然入ったご婦人なら、うちの奥様だぜ？」

「え？」

　少女が常つねに浮かべていた、天使のような微び笑しようが初めて少し崩くずれる。けれど虚きよを衝つかれた顔もとても美しい。美少女はどんな表情でもやっぱり美少女なんだな、とエロールは感心した。

（ってことは、この子があのセネット商会のお嬢様か）

　早くに夫を亡なくしたメロディは、軍人だった夫の恩おん給きゆうに加え良家の娘たちにピアノを教えることで生計を立てている。──その中の一人、今をときめくセネット商会のご令れい嬢じようシャーロット・セネットが今日訪ねてくることは聞かされていた。今だって、そのための買い物を急に命じられ、走って帰ってきたところだ。

（いやー、いいもん見たな）

「凄く可か愛わいいのよ」とメロディが手放しに褒ほめていた意味がようやく分かった。美しい顔、穏おだやかな微笑、たおやかな仕し草ぐさ。──剝はく製せいにして「お嬢様」と題して飾かざっておきたいくらい、彼女はエロールがイメージするお嬢様像そのものだった。

「俺はエロール・ロレンス。アート夫人宅でお世話になってる。よろしく──いや、見知りおき、ください？」

　普段の調子で言い始めてから、目の前の美少女が雇こ用よう主ぬしの雇用主に当たることを思い出す。慌てて言い繕った結果の変な挨あい拶さつに、シャーロットは一瞬戸と惑まどったように視線を彷徨さまよわせたが、すぐににっこりと柔やわらかな笑えみを浮かべてくれた。

「シャーロット・セネットと申します。どうぞ、よろしくお願いいたします」

　癖くせのない漆しつ黒こくの髪が揺れ、印象的な紫し電でんの瞳が細められる。

　天使がいるよ、とエロールが柄がらにもなく息を漏もらした。










　Side A




『ごめんなさい、先生。私、実は今まで猫ねこをかぶっていたんです』

『猫、を……？　──そう。あなたも大変な立場だものね。でもシャーロットはシャーロットよ。あなたの本当の姿が見られて、先生、嬉しいわ』

『せんせえええぇぇぇぇ!!』




（──って、麗うるわしい師し弟てい愛が繰くり広げられるはずだったのに。とんだ誤ご算さんだわ）

　人から「天使の微ほほ笑えみ」と称しようされる笑みを浮かべながらも、シャーロットの内心は荒れ狂っていた。

　十歳でイギリスに引っ越してきたのをきっかけに、一いつ身しん上じようの都合で飼いはじめた、餌えさのいらない猫。人には見えないけれどこの五年間常にそばにあって、自身に凄く馴な染じんでしまった愛いとしい猫。けれども信頼するメロディの前だけでは引っぺがしてみようと決意した──はずだったのに。

（そりゃあ、雑役メイドオールワークスとその子供と三人で住んでるとは言ってたけど……）

　夫を亡くし、幼おさな子ごを抱えて難なん儀ぎしていた女性。

　それを、十七で結婚し十八で夫を亡くした身としては他人事とは思えず、子供ごと家に入れたのだと聞いている。

　でも、だからって。

　たまたま猫をかぶったまま話しかけたお兄さんが、その「メイドの子」じゃなくてもいいではないか。──否いな、これが普通の青年だったならば、まだ「まあいいか」ですんだのだ。

（なんでこんな、無む駄だにカッコいいのよ……）

　サラサラの金きん髪ぱつに、エメラルドのような緑の瞳。その色合いだけでも眩まぶしいというのに、どこの役者だ、と言いたくなるほど整ととのった顔立ちをしているのだからたまらない。

　メロディいわく二つ年上らしいがもう少し大人に見える彼の顔は、身に宿す色のせいか貴族にも通じる端たん整せいさがある一方で、男らしい精せい悍かんさも見受けられた。

（容姿に惹ひかれてつい道を尋ねる相手に選んじゃったけど、どうしようかしら。すっごく期待に満ちた目されちゃってるわ……）

　エロールと名な乗のった彼が向ける視線をシャーロットは知っている。「これがお嬢様か！」という、感かん嘆たんの眼まな差ざしだ。

　うわあ、と賛さん美びされて気分が悪いはずがない。そのための猫かぶりだ。──まして、こんなカッコいいお兄さんに「凄い」と思ってもらえる機会など滅めつ多たにない。

　逡しゆん巡じゆんの後、シャーロットは腹を決めた。

「シャーロット・セネットと申します。どうぞ、よろしくお願いいたします」

　鏡で何度も練習したとっておきの笑みを浮かべて、シャーロットは期待通りにスカートをつまんでみせる。

（容姿にたぶらかされて取り繕いたくなったわけじゃないわ。夢──そう、折せつ角かく抱いてる夢を壊しちゃ悪いと思ったのよ。憧あこがれを抱かせるのも一種の社会貢献ノブリス・オブリージユよね！）

　猫かぶり嬢の猫かぶりは、こうしてあっさりと続けられることが決定されたのだった。
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　黒板に文字を書きつける音だけが、しんと静まりかえった教室に響いている。ほどよい緊きん張ちよう感に包まれながら最後の一行を書ききったシャーロットは、小さく息をついてチョークを置いた。

「さすがですね、シャーロット。完かん璧ぺきですよ」

　満足そうなフランス語教師の声を合あい図ずに、級友たちの尊そん敬けいの視線が一気に集まる。

「凄すごいわ。リザもお手上げだったのに、あんなに簡かん単たんに……」

「なによ。フランスに住んでいたんですもの。フランス語ができるのは当然でしょ」

「まあ、リザ。それはそうだけど……。でも、住んでいたのって子供の時までなんでしょう？　それなのにあんなに難しい文法もきっちりできるのは、やっぱり凄いと思うわ」

「本当になんでもできるのね。しかも美人でご実家は資産家。──院長先生が特別扱いをされるのも仕方がないって思っちゃう」

「クリフォード女学院の誇ほこりよ。私もあんなふうになりたい。憧あこがれるわぁ」

　惜おしみない賞しよう賛さんの声。時には嫉しつ妬とすら混じったそれを一身に受けるこの瞬間が、シャーロットはとても好きだった。

（ふっふっふ。当たり前でしょ。私はあなたたちとは違うんだから。──さあ、もっと崇あがめ奉たてまつるがいいわ）

　そんな内心はおくびにも出さず、曖あい昧まいな表情でやり過ごす。

　自分の力を誇こ示じするわけでもなく、かといって過か度どに謙けん遜そんするわけでもなく。──二年ほど鏡とにらめっこして作り上げたこの表情は、なかなかにウケがよい。

（夕食後の時間を無む駄だにおしゃべりに費ついやすあなたたちと私じゃ、まず勉強時間が違うのよ。フランス語だって忘れないために、私がどれだけ努力しているか……！）

　昨日だって、日付が変わったあとまで勉強していたのだ。

　シャーロットは欠伸あくびを嚙かみ殺しながら席につくと、黒板に書き綴つづられた惚ほれ惚ぼれとする美しい文章を見て目を細めた。

　──どうしたらシャーロットのようになれるの？

　時とき折おり訊きかれるこの問いに対し、シャーロットは迷わず「努力」と答えている。「えー？」と疑わしげな視線を向けられることが非常に多いし、作り上げてきたシャーロットのキャラクターからしてみれば少し逸それる答えかもしれないが、これだけは譲ゆずれなかった。

（このポジション、確立するのすっごく大変だったんだから！）

　大貿易商の一人娘。人形のような美少女。頭ず脳のう明めい晰せき。──十カ月ほど前に転入して以来、シャーロットは女学院の誇りとして多くの女生徒たちから慕したわれている。

　が、その陰には並々ならぬ努力があった。

（だいたい、みんな羨うらやましがるけどお金持ちってのと超絶美少女ってのは諸もろ刃はの剣つるぎだし）

　人じん心しんは確かに集めやすいが、同時に嫉妬も買いやすい。しかも所しよ詮せんは一代で成り上がった貿易商。家柄としては他の子に劣おとる。だからこそ、シャーロットは表情も言動も、常つねに気を配りながら立ち回ってきた。

（……でも、大変だったけどいい経験になった。社交界にデビューする前に全寮制の女学院で腕試しって考えは間違ってなかったわね。さすが私だわ）

　誰もが羨む、伝統あるクリフォード女学院きっての優等生。

　その最終目標が、「社交界で脚きやつ光こうを浴びてちやほやされる」という実にくだらないものであることを知る者は、幸いにしてまだいない。
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「さあ、愛いとしのシャーロット。ここがパパとおまえの新しい愛の巣だよ」

「……すっごい。なにこれっ！　お城みたい!!　パパ、大好きよ──この家！」

「はははははは。そうかそうか、大好きか。照てれるなあ」

　シャーロットが古ぼけたアパートの二階から大邸宅に引っ越したのは十歳の夏の日のことだ。

（ほんとに来ちゃった。生ナマの貴族がいるイギリスに！）

　キラキラゴテゴテした門をくぐり、大きなドアを開ければ、「お嬢じよう様」という呼び声と共にメイドが何人も頭を下げていてさらに興こう奮ふんを煽あおる。

（ママ、見てる？　私、お嬢様になったの。貴族の奥様も目の前よ！）

「シャーロットの部屋」という可か愛わいらしいネームプレートがかけられた馬ば鹿かでかい部屋に通されながら、シャーロットは胸の中で天国にいる母親へと呼びかけた。




『出た！　シャーロットのお姫様好き！』

　七つくらいのころだっただろうか。詳くわしいことはもう覚えていない。けれど、近所の子供たちと遊んでいた際に交わしたたわいない会話が、間違いなくシャーロットの転機となった。

『それ、ほんとなの？』

『ほんとよ！　私、世が世なら貴族のお姫様だったの！』

　疑わしげな問いに対し、シャーロットは自じ慢まんげに胸を反そらす。昨日聞いたことの興奮が忘れられず、とにかく言いふらしたい気分だったのだ。

　──ママはね。世が世なら貴族のお姫様だったのよ。

　シャーロットが眠りにつく前。

　不意に、まるでそれまで読んでいた物語の続きを語るように母のジゼルは言った。

　聞けば「ド・フールドラン」という旧きゆう姓せいを持つ母は、革かく命めいさえ起こらなければ王族の覚えもめでたいひとかどの貴族……の分家の分家の分家くらいの家柄だったらしい。

　──じゃあ、私も世が世なら貴族のお姫様だったの？

　──そうよ、シャーロット。

　──うわぁ……。

　シャーロットの脳のう裏りに、物語に出てくる白いお城が浮かぶ。

　綺き麗れいなドレスを着て、おいしいものを食べて、天てん蓋がいつきのベッドで眠って。

　そして朝になったらメイドが起こしにくるのだ。──「お姫様、朝ですよ」と。

　──お姫様、いいなぁ……。

　世が世だったらよかったのに。

　そう思ったところで、シャーロットの意識は闇やみの中に落ちていった。

『──だから私、いつか絶対にお姫様みたいになるの！』

『えー？』

　嬉き々きとして語るシャーロットに、子供たちの目は冷ややかだ。信じられない、とその目がありありと語っている。

『お姫様みたいって、物語みたいな？』

『無理無理。だって、シャーロットのうち貧びん乏ぼうじゃん』

『それにうちのママが、シャーロットのパパはロクデナシだって言ってたよ。お姫様ならそんな人と結婚するわけないよ！』

『ママは、パパを信じてるから……！』

　口々に馬鹿にされ、シャーロットは洗いざらしたスカートの裾すそを握にぎった。

　ロマンを追いかけ海に乗り出していく貿易商の父アーサーは、経済観かん念ねんが非常に残ざん念ねんだった。この間も、どこぞの部族の悪あく趣しゆ味みな厄やく除よけのお面を全財産はたいて嬉き々きとして買いつけてきたのだ。子供の目から見ても、父がバリバリと稼かせいでいるようには見えなかったし、実際生活はお世せ辞じにも豊かとはいえなかった。

（でもママはそれでいい──ううん、それがいいって思ってるもの）

　細こま々ごまとした仕事を引き受け生活費を捻ねん出しゆつしているのはジゼルだが、それに対し彼女は文もん句くを言ったことがない。

　──だって、自由で、夢があって、素す敵てきでしょう？

　そんなことを言って、いつも嬉しそうに、そして眩まぶしそうに、あちこち飛び回っては思い出したように帰ってくるアーサーを見ているだけなのだ。

『──でも、そもそも貴族って悪いやつで、ずっと昔にいなくなったってママが、』

『いいの！　私、絶対に貴族になる！』

　言いかけた先をシャーロットは制し、強い瞳で友人たちを見回す。そして、高らかに宣せん言げんした。

『フランスは貴族がなくなっちゃったけど、パパの国にはいるって言ってたわ。そっちで見み初そめられて、貴族の奥様になってみせる！　そのとき謝ったってもう遅いんだからね！』




（でもまさか、こんな形でイギリスに来ることになるとはさすがの私も思わなかったわ）

　どこにでも奇き特とくな趣味の持ち主はいるというか、金持ちほど奇き妙みような趣味に走るというか。

　アーサーの買いつけてきた奇き怪かいな品が有力貴族の目に留とまり、お金持ちの間でちょっとしたブームになったらしい。そんな珍ちん妙みような品を仕入れているのはセネット商会だけだったので、まさに独どく占せん市し場じよう。弱小商会だったセネット商会は貴族をはじめとした資産家たちの覚えもめでたくなり、瞬またたく間に大商会へとのし上がったのだ。

　ジゼルが流は行やり病やまいで亡なくなった今、フランスに居を構え続ける意味もないと判断したアーサーは拠きよ点てんをイギリスに変えることを決意。──こうしてシャーロットは大商会のお嬢様として、華か麗れいにイギリスデビューを果たすことに成功したのだった。

（こんなに早くイギリスに来られたのも、私の日ごろの行いがいいからよね。よし、この調子で絶対貴族のお坊ぼつちゃんを捕まえて、貴族になってやるんだから！）

　たとえ自じ意い識しき過か剰じようと言われようとも、シャーロットは自分の外見に絶対の自信を持っていた。齢よわい十歳にしてプロポーズを受けた数は片手に余あまる。

　それにジゼルにことの顚てん末まつを話した際に、「まあ、貴族に？　ならちゃんと勉強しないとね」と言われたため、その辺りもぬかりはない。間違っても「パンがなければケーキを食べればいいじゃない」という脳内花畑なことは言わないし、家ではずっとフランス語だったせいで日常会話程度しかできなかった英語も、懸けん命めいに磨みがき上げてきたのだ。

（やっぱり、最初が肝かん心じんだと思うのよ。パパが今度内うち輪わのパーティーをするって言ってたし、そこで……）

　シャーロットの将来設計は、この上なく順調だった。

　……順調だった、のだが。

「──好きな作曲家はどなた？」

「え……？」

「ピアノ、弾ひかれませんの？」

「ええと……」

　待ちに待った夜。

　予想外の質問にたじろいだシャーロットに向かって、品定めするように話しかけてきた年上の少女は小馬鹿にしたような笑えみをもらした。

「あれがセネット氏ご自慢のご令れい嬢じようか」

「可愛いじゃないか。あと五年もすればなかなかのものだぞ、あれは」

「やめてくれよ。確かに可愛いが……ダンスも踊おどれないような子はごめんだよ」

　違いない、と青年たちは人目も気にせずそう話し、くすくすと笑いあう。

　そして最後は誰もが口を揃そろえて言ったのだ。「所詮は成金。──成り上がり者の娘」と。

（な、ん、で、まるっきり相手にされないの!?）

　将来設計のための参考に読んだ物語では、王子様が恋をするのは美しい村娘や町娘。ピアノやダンスのスキルなんて、問題にすらあがっていなかったのに。

（じゃあ、なあに？　私みたいに美少女・頭よし・将来性ありって三さん拍びよう子し揃った超お買い得物件より、そこそこ家柄がある脳内ピンク娘の方が選ばれるってこと？　ピアノやダンスみたいな人間の本質とはなにも関係のないオマケ要よう素そで？）

　青年たちが、育ちがよさそうで、「おほほ」「うふふ」と笑っているような女の子たちに群むらがっている。庶しよ民みんあがりで潑はつ溂らつとした己とは違う、清せい楚そでしとやかな、おっとりまったりした彼女たち。

　一連の様子を、大広間の隅すみで壁の花となりながら見守っていたシャーロットは、握り締めた拳こぶしをぷるぷると震わせた。

（こんなののお嫁よめさんなんてこっちから願い下げだわ。でもこのままじゃ終わらない。ぜったいに振り向かせてやる！　ピアノだろうがダンスだろうがやってあげるわよ、完璧に!!）

　完璧なお嬢様の仮面をかぶり、成金だなんて問題が彼方かなたへ消え去るくらいの振ふる舞まいをするのだ。

　高こう慢まんちきな貴族や資産家が集つどう場で、成金の娘に注目が集まる。誰もが焦こがれて、貴族の娘を差し置き機き嫌げんを取りたがる。──なんて溜りゆう飲いんが下がる光景だ、と想像したシャーロットはにんまりと極ごく悪あくな笑みを浮かべた。

（そうね、振り向かせるだけじゃ足りないわ。跪ひざまずかせて、ちやほやさせて。──それでこいつら、すげなく袖そでにしてやらなくっちゃ！）

　まずはお稽けい古こごとを増やさなくては、とアーサーに頼む算さん段だんを巡めぐらす。大丈夫、これまでと違って金は山ほどある。成金万ばん歳ざいだ。

（待ってなさいよ、数年後の社交界！）

　路線変更を余よ儀ぎなくされた新たな壮そう大だいな計画に胸を躍おどらせながら、シャーロットは完璧なお嬢様になるべく、まずは巨大な猫ねこを一匹背負い込んだ。
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　シャーロットが書きつけた文章を用いて、教師が文法の解説を行っている。それを真しん剣けんに聞いている振りをしながら聞き流していると、遠くで鐘かねが鳴り響いた。一日の授業がすべて終わったことを示す音に誰もが肩の力を抜く。

「──ねえ。今日、何があるのかしら？」

　一人の生徒が誰ともなしに問いかけたのは、教師が笑顔で大量の宿題を出して退出した後のことだ。

「さっき先生がおっしゃっていた、夕食の時間が一時間早くなる、という話？」

「そうそう。実はね。この授業が始まる前にちょっと食堂の方を通りかかったんだけど、凄い飾かざりつけがされてたの」

「クリスマスみたいに？　なにかしらね。創立記念日はまだのはずだし。去年はなにもなかったわよね？」

「──去年と今年。違うことっていったら一つじゃありませんの」

「リザ？　なにか院長先生から聞いてるの？」

　刺とげ々とげしい声に、教室に残っていた少女たちがいっせいに顔を向ける。

　ぐるぐると縦たてに巻かれた金きん髪ぱつが特徴的な少女、エリザベス・マイヤー。

　女学院の院長であるクリフォード女史の姪めいである彼女が、誰よりも学院の事情に通じていることは周知の事実だった。

「分からなくて？」

　赤くみずみずしい唇くちびるが弧こを描えがくと同時に、青い瞳がひたとこちらに向けられる。

「今年はシャーロットがいますでしょ。──十六歳のお誕生会をやるんですわ」

「……私の？」

　思わず漏もれた声は素すに近かった。

（誕生会？　そりゃ、ケーキ一つで終わることはないかな、とは思ってたけど、誕生会？）

　クリフォード院長は、支払われる寄付金の額や生徒の出来、個人的感情で露ろ骨こつなまでに生徒に対する態度を変える人だ。その中でも、一番の特別待たい遇ぐうを受けているといって過か言ごんではない自分が、みんなのように可愛らしい（大きさ的な意味で）ケーキ一つで誕生日を流されるとはさすがに思わなかったが、それにしたって限度というものがある。

「前ぜん代だい未み聞もんでしてよ。──さすがですわねぇ」

（うわ、嫌な言い方するわね）

　周囲に言い聞かせるようなエリザベスの声に、シャーロットはすぐその意図を悟る。

　生徒たちに院長による破は格かくの特別扱いに対し反感を抱かせ、孤こ立りつに追い込みたいのだ。

（ふっ。でも甘あまいわ）

　そんなことでは、シャーロットが築きずき上げてきた立ち位置は崩くずれたりしない。

　己の自信に応えるように、級友は両手を合わせ、うっとりとした声を上げた。

「凄いわ、シャーロット。あの院長先生がそこまでの扱いをなさるなんて！　やっぱりあなたは女学院の誇りね」

「そうね。私、あなたと級友でいられることを誇らしく思うわ」

「──ありがとう」

　いわゆる信奉者から、シャーロットにつけば得だと踏ふんでいる取り巻きまで。「女学院のお姫様」には味方がたくさんいるのだ。

「去年はおうちにいらしたのでしょう？　豪ごう華かなパーティーをされたの？」

「いいえ。去年は父が海の上で……。ああ、でも、ピアノの先生がおうちに招いて祝ってくださったの」

「まあ。──でも来年はきっと盛大になさるんでしょうね。社交界に正式にデビューしたら、あっという間に人気者になること間違いなしだもの」

「殿との方がたもこぞって招待されたがるのでしょうね。……ねえ、シャーロットはどんな方にダンスに誘ってもらいたい？」

「そんな、誘っていただけるならどんな方でも……って、言いたいところだけど」

　きらきらとした目で顔を覗のぞき込まれたシャーロットは、真ま面じ目めな顔で言ってから、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべてみせる。

　模も範はん解答だけではだめなのだ。少し茶ちや目めっ気けもあるからこそ、シャーロット・セネットの人望は保たれていく。

（それに、誰でもなんて欠片かけらも思ってないし）

　貴族に限るとか、社交界の人気者でなければだめだとか、そういったこだわりはない。条件はただ一つ。──並び立つことで、シャーロットの価値を高めてくれるような人である、ということだ。

（やっぱり貴族のご子し息そく様とか、超絶カッコいい青年とかがちやほやしてくれなくちゃね）

　とはいえ、そのままの本心を語るわけにもいかない。「言いたいところだけど、なになに？」と急せかす級友たちに、シャーロットは少し俯うつむいて、頰ほおが赤く染まることを念じながら恥はじるような顔を作った。

「──物語に出てくるような、白馬が似合う王子様みたいな方に誘っていただけたら素敵だな、とは思うわ。特に私は髪が黒いから、金髪に憧れがあるの」

「まあ！」

　すぐさま黄色い声が上がり、みんなが身を乗り出して話に食いついてくる。

「どなたか、理想の方がいらっしゃるの？」

「そんなことは──」

（──あ。でも、あの人みたいにカッコいい貴族にダンス誘ってもらえたら最高よね。絵になるし）

　脳裏をよぎったのは、丁ちよう度ど一年前に出会った青年──エロールのことだ。ただのメイドの子供であることが勿もつ体たいなく思えるくらい、彼の容姿はシャーロットが思い浮かべる「物語に出てきそうな白馬が似合う金髪の王子様」に近かった。……少しチャラかったが。

（咄とつ嗟さに思いつくなんて。よっぽど印象に残ってたのね、あの人）

　一日しか会っておらず、特に深く話し込んだというわけでもない。その割には随ずい分ぶん鮮せん烈れつに思い出せると感心する一方で、当たり前か、とも考える。

（なにしろ彼のせいで私はかぶってた猫を剝はがしそこなったわけだし。──ほんと、無駄にカッコよかったのよね）

「あら、シャーロットったら黙だまっちゃって。怪あやしいわ！」

「今から来年が楽しみだわ。是ぜ非ひ私も招待してね」

「──で、では」

　シャーロットを置いて周囲が盛り上がる中、無理矢理声がねじ込まれる。「誕生会」ネタでシャーロットを非ひ難なんするはずが、逆の方向に話が進み完全に置いていかれたエリザベスはしかし、顔を歪ゆがませながらもめげなかった。

「本日、盛大に祝われることに慣れるとよろしいわ。数年前までは、とてもそんなことができる立場じゃなかったんですもの。不慣れでしょう？」

「ええ。本当に、このような機会を設けてくださって感謝しているわ。院長先生にもあとでお礼を申し上げないと」

　背負っている猫の重みを感じながら、シャーロットはにっこりと、笑顔でエリザベスの言葉を受け流す。

（貧乏だったし盛大には祝わなかったけど、プレゼントには事欠かなかったのよね。隣となりのジャンとか、向かいのピエールとか……。ま、リザには関係ない話だけど）

　エリザベスの家は弁護士事務所をしているとかで、裕福な中産上流階級が集うこの学院の中でも特に家柄がいい。院長の姪という立場もあって学院の中心人物としてもてはやされていたのに、その立場をあっという間にシャーロットに──それも成り上がりの商売人の娘に──搔かっ攫さらわれて気に食わないのだ。それに唯ゆい一いつ苦手としているフランス語をシャーロットが難なくこなすことも、彼女のコンプレックスを相そう当とう刺激しているらしい。

（……根本的に考え方も違うのよね。やんなっちゃう）

　上昇志向が強いのは一緒。ちやほやされたいのも一緒。

　けれどエリザベスは、「貴族」の仲間入りを果たすことにしか関心がない部分がある。しかも昔のシャーロットと違い、並々ならぬ情熱を傾けるのは「どうしたら魅惑的に映るか」という一点のみだ。

　貴族の奥方になることは二の次で（本当にこれを目指すのなら、頭が良すぎてもいけないということをここ数年で学んだ）、とにかく「凄い！」と他者を圧あつ倒とうしたくて自己研けん鑽さんをするシャーロットとは、相あい容いれない部分が多すぎた。

「セネット商会の勢いは、今になってもとまりませんね。最近、また大きな商談に乗り出しているとうかがいましたわ」

「そうそう。全財産をつぎ込む勢いで投資されたんですってね。──イギリスにご帰還なさった暁あかつきには、巨額の富を得られているとか」

（そういえば、そんなことも貰もらった手紙に書いてあったわね）

　なんで知ってるの。

　という疑問は愚ぐ問もんだ。クリフォード院長がべらべらと喋しやべったに決まっている。注目度が高いこともあり、シャーロットの家庭事情はほぼ筒つつ抜ぬけだった。

「み、みなさま！」

　これ以上セネット商会の成功談を聞きたくなかったのか、話を逸らそうとエリザベスが引きつった声を上げる。

「そろそろ部屋に戻らなくては、夕食に間に合わなくなりましてよ。誰かさんのせいで──」
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「──セネット！　シャーロット・セネット!!」

　時間が早まったのですし、という嫌いや味みったらしい声は、廊ろう下かから聞こえる緊急事態を思わせる険けわしい声に遮さえぎられて最後まで続かなかった。教科書やノートを纏まとめるなど、帰り支じ度たくをはじめていた全員の手が止まる。

「……院長先生？」

　シャーロットが呟つぶやいたのと、教室のドアが音を立てて開かれたのはほぼ同時だった。

　肩で激しく息をし、いつもはきっちり纏め上げている髪がほつれている。淑しゆく女じよのあり方を耳にたこができるほど説き、風ふう紀きの乱れを憎にくむ院長の血けつ相そうを変えた姿に、誰もが目を瞬しばたたかせた。

「シャーロット・セネットは……」

　幽ゆう鬼きのような表情で教室を見回したクリフォード院長と目が合う。

　ぐわっと目を見開き、大またでこちらに近づいてきた彼女は、思わず後ずさったシャーロットの腕を遠えん慮りよなく摑んだ。

「いらっしゃい、シャーロット」

「院長先生!?」

　まるで悪人をしょっ引ぴく警官のような所しよ作さに誰かが悲鳴を上げる。しかしそれにも構わず、シャーロットは教科書を手に取る暇ひまもなく教室の外へと追い立てられた。

「リザ。食事は時間になったら勝手にはじめていなさい。シャーロットは暫しばらく戻りません」

「お、叔お母ば様……？」

　戸と惑まどったエリザベスの声が聞こえる。

　久しぶりに聞く、嫌けん悪おもなにもない彼女の素の声が、突然の出来事に対する少女たちの驚おどろきをなによりも物語っていた。

「院長先生？　いったい、どうなさったんです？　院長先生!?」

　廊下での幾いく度どにわたる呼びかけを完全に無視したクリフォードは、院長室に入るなり疲れたようにソファに身を沈しずめた。対してシャーロットに座れという指示はない。優等生の身では勝手に座るわけにもいかずに入り口近くで立ちすくんでいると、彼女は今までにないほど冷たい一いち瞥べつをくれて口を開いた。

「シャーロット。単たん刀とう直ちよく入にゆうに言います。あなたは孤こ児じになりました」

「──え？」

「あなたの父親、アーサー・セネットが死んだのだと、先ほど連絡が入りました」

（死んだ？　パパが？　噓うそでしょ）

　今にも物陰からアーサーが飛び出してきて、「吃びつ驚くりしたかい、シャーロット。パパに会うのがプレゼントだよ！」なんて言い出すのではないか、と思う。

　けれどわずかな願望を打ち砕くだくように、クリフォードはシャーロットに一枚の書面を押しつけてきた。──焦あせったような乱れた文字で、事実だけが走り書かれている。

「船が沈んだそうですよ。噂うわさになっていた、財のほとんどをつぎ込んだ積つみ荷にも一緒に沈み、残ったのは多額の負ふ債さいだけだと。屋敷はすでに差し押さえられたそうです」

「…………」

「あなた、身内は他にありませんでしたね？」

　ぎらりと眼鏡めがねを光らせるクリフォードが酷こく薄はくな笑みを浮かべる。まるでシャーロットが絶望に打ちひしがれるのを待っているような、嫌な視線だった。

（身内？　パパの親族の話なんて聞いたことないわ。ママの身内も……お葬式に誰も来なかったんだから、親しい人はいないんだろうし）

　どうしよう。どうしたらいい。どうなるの？

　ジゼルが死んだ時はアーサーがいた。ダメの代名詞のような父が、あの時だけは頼もしく見えたものだ。

　でも、今は？

　実感が湧わかないのも手伝って、考えが上うわ滑すべりして纏まらない。不思議なことに、泣くという発想にすら至いたらなかった。

　けれどクリフォードには、シャーロットが意地になって泣くまいとしているように思えたらしい。幾いく分ぶん鼻はな白じろんだ様子でわざとらしく眼鏡のつるを人差し指で押し上げた彼女は、はあ、と深いため息をついた。

「生あい憎にくですけれどここは良家のお嬢様のための学院であって孤児院ではありませんのよ、シャーロット」

「……出て行けと、おっしゃるのですか」

「さすがですね、シャーロット。話が早いところは、あなたの唯一好きなところですよ」

　払った分の学費が、とか、寄付金が、とか、そういう正論が通じそうな雰ふん囲い気きではない。クリフォード女学院は、文字通りクリフォード女史の城だ。彼女が黒といえば、たとえ白いものでも黒になるところがある。

「あなたももう十六歳。親の庇ひ護ごがなくても十分独り立ちができる歳でしょう。ましてやうちのエリザベスを凌しのぐ優秀さ。その明晰な頭脳があればどうにでもなりますよ。──ああ、どうしても立ち行かなくなったら下町の街角で一時間立って御ご覧らんなさい。やや凹おう凸とつに欠ける気もしますが、その素す晴ばらしい容姿ならすぐに仕事が舞まい込んでくると思いますよ」

「なっ……！」

　シャーロットは羞しゆう恥ちのあまり頰を染める。

（信じらんないわ。仮にも教え子に、なんてこと言うのよこの人……！）

　今までずっと言いたくても飲み込んできたものがあったのか、堰せきが切れたようにクリフォードの言葉は止まらなかった。

「とはいえ。庶民として過ごした時代がおありで、当学院のどの生徒より色々と逞たくましいあなたといっても、この寒空の下いきなり放り出すのは私の良心の痛むところでもあります。あなたが望むのでしたら、学院に置いて差し上げてもよろしいですよ。もちろん、分相応の扱いをさせていただきますけれど。まったく、セネット氏も厄やつ介かい事を押しつけてくれたものです。こんな形で亡くなるなんて。これだから後ろ盾だてのない、後先考えない成り上がり者は──」

「──さいってい!!」

　気づけば長年仲良くしていた猫をかなぐり捨てて、シャーロットは大声を上げていた。

　翻ひるがえった態度。教育者とは思えない言いざま。──そして、死んだ父親への侮ぶ辱じよく。

　普段だったら、きっとさらりと流せたと思う。けれど今はだめだった。

　動揺と怒りが綯ない交ぜになり、どうしても感情が抑えられない。

「まあ……」

　雰囲気をがらりと変えたシャーロットに、さすがのクリフォードも驚いたらしい。口に手をあてまじまじとこちらを見やった彼女だったが、すぐに合が点てんがいったと言わんばかりに口の端を上げた。

「なるほど。よく分かりました。あなたも最低と断じる人間の下では働きたくないでしょう。そして私も、できればあなたの顔は見たくない。──珍めずらしく意見が一いつ致ちしましたね、シャーロット。さあ、今すぐ出てお行きなさい！」

　その時にクリフォードが浮かべた笑みは、今までシャーロットが目にした中で一番愉たのしそうなものだった。
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「──は？　住み込みで雇やとってほしいって？」

「はい。看板娘から帳ちよう簿ぼ、フランス語通訳まで何でもやらせていただきます」

「あのねお嬢ちゃん。悪いことは言わないから、おうちにお帰りよ」

「帰る家が、もうないんです。お願いです。あの、」

「お嬢ちゃん……」

　恰かつ幅ぷくのいい肉屋の女房は、ため息交じりにシャーロットを上から下まで、舐なめるように観察した。

「お嬢ちゃんみたいに育ちの良さそうな子がそんなこと言うと、本当に帰る家がない子に失礼だよ。さ、家出なんてなにもいいことないんだからお帰り。あんたみたいに可愛い子、親御さんもきっと心配してるから」

「ちょっと待っ──」

　静止の声もむなしく、あっさりと裏口が閉められる。バタン、という無情な音が、静まり返った夜の通りに響いた。

（……やっぱり言われるままに追い出されちゃったのは私には珍しい愚ぐ行こうだったわ。ちょっと、結構、かなり、まずいかもしれないわね）

　女学院を屈くつ指しの名門に育て上げただけあって、クリフォード院長は実に行動力がある女性だった。──本当に、そのまま叩たたき出すようにしてシャーロットは追い出されたのだ。

　売ればそれなりの額になるであろう部屋の私物は、これまでの迷惑料だと全部取り上げられた。慈じ悲ひだと言わんばかりに押しつけられた鞄かばんに入っていたのは、地味な色合いの服が数着と僅わずかな現金だけだ。鍵かぎがかかる机の抽ひき斗だしに大切に仕舞っていた、母の形かた見みの指輪をはじめとした大切なものは、すべてクリフォードの手の内に残された。

　おかげで雪が吹きすさぶ極ごつ寒かんの屋外にいながら、毛皮のコートどころか手袋やマフラーといった基本的な防ぼう寒かん具ぐすらない。このままでは確実に凍とう死しすると踏んで決死の思いで商店街に一夜の宿や働き口を求めてみたものの、当然のことながら結果は芳かんばしくなかった。

（これまで培つちかってきたお嬢様としての品格が、こんな形で足を引っ張るなんて……！）

　接客業をしているだけあって、商店の店主たちは人を見る目に優れている。そんな彼らに「良い家の子」と判断されてしまうせいで、いくら「帰るところがない」と涙ながらに訴えても、同情が引けず、むしろ「そんな馬鹿な！」と思われて終わりのようだった。

（……そりゃあ、私だって大勢の子供と孫まごに看み取とられて幸せに死ぬなんて幻げん想そうは抱いてなかったわよ？　でも、だからって死因・凍死だなんて。予想外もいいとこだわ）

　トボトボと石いし畳だたみの上を歩きながら、シャーロットは少しでも暖だんを取ろうと手をこすり合わせる。しんしんと降り積もる雪は、確実に気力と体力を奪いつつあった。

「ああもう。凍死するならマッチをすって幸せな気分になりつつって相場が決まってるでしょ。なのにどうしてマッチすらないのよ。──今なら院長先生が不幸になってたり後悔にむせび泣いてたりひれ伏して謝罪する幻まぼろしが絶対見れるわよ、私！」

　黙っていると顔が凍こおりついて動かなくなってしまう気がして、シャーロットは声を出した。白い息が夜の闇に吸い込まれていく。

「いっそ、クリフォード女学院の門前で死んでやろうかしら。こんな美少女が薄着で倒れてたらあっという間に話題になって、学院の評判、地に落ちるわよね」

　しかしあの院長のことだ。朝早く、そういった確認をして何食わぬ顔で処理される気がしないでもない。

　それに。

「……やっぱりこれはやめとくべきね。評判が地に落ちて後悔するところ、ちゃんと見届けないと気がすまないわ。こうなったら何としてでも生き延びて這はい上がって院長の前で高笑いしてやるんだから。パパ、私がそっちに逝いくのはまだまだ先よ！」

「──なんだ、やめるのか」

「──!?」

　背後からいきなり聞こえた声に、シャーロットは反射的に振り返った。

　特に表情もなく立っていたのは厚手のコートに身を包んだ二十代半ばの青年だった。コートの仕立てのよさは一いち目もく瞭りよう然ぜんだし、少し離れた所には御ぎよ者しやつきの二頭立て箱型馬車が停まっている。

（な、なによ。なんなのよ、この人）

　どこかの御おん曹ぞう司しというよりは、大きな家の上級使用人を思わせる彼は、興味がなさそうな目でシャーロットを観察した後、とても不本意そうに口を開いた。

「目の前で死なれるのは寝覚めが悪い」

「は……？」

「ついてこい。一晩くらいの宿は提供してやる」

「え……？　ちょ、ちょっと！」

　言うだけ言ってくるりと背を向け歩き出した男に、シャーロットは慌てて声をかける。しかし、その先に続く言葉が思いつかない。

（これって、院長先生が言ってた、一晩いくら的な……？）

「……心配しなくても、そういうつもりはない」

　心配がそのまま顔に出ていたのか、足を止めて身体からだを半分こちらに向けた彼は、ため息まじりに言った。

「信じられないなら無理にとは言わない。もっとも、その場合は明日の朝冷たくなって発見されるだけだろうが」

「でも」

「こんな時間に薄着でふらふらという酔すい狂きようさに反してそれなりに賢かしこそうだと思ったが。──まさか、本当に押しかけて住み込みで職が得られると思っているわけではないだろう？」

「う……」

　図ず星ぼしだったのでシャーロットは沈ちん黙もくするしかない。男は栗くり色の頭に面めん倒どうくさそうに手をやると、「選択肢は与えた」と言って再び歩きだした。

（なにがしたいの？　──でも、とりあえずいきなり襲われたり売り飛ばされたりはしなさそうよね）

　最初に言われた「寝覚めが悪い」。彼の行動は、ただそれだけに尽つきているような印象を受けた。

（そういう目的だったら、こんな美少女をあんな邪じや険けんに扱うはずないし。──ていうか、なにがあったって死ぬよりマシよね。折せつ角かく声かけてきたんだし、とことん利用させてもらえばいいんだわ）

　所作は洗せん練れんされているし、使っている馬車だってその辺りの人が使えるような安っぽいものではない。どのような立場の人間なのかはまったく分からないが、それなりにお金を持っていることは確かだろう。

「どうするんだ？」

　馬車に足をかけた男から声がかかる。シャーロットは返事の代わりに勢いよく男の方へと駆かけ寄った。




　──そして。

（……ほんとに利用できちゃった）

　次の日の夜も、シャーロットは彼と二人、仲良く馬車に揺られていた。

（ホテルに連れ込まれたときは、私みたいな美少女相手じゃやっぱこうなるのよねって思ったけど）

　クラウス・オブライエンと名な乗のった青年は、伯はく爵しやく家に仕える執しつ事じなのだという。あのあとホテルに連れ込まれ少し後悔していたシャーロットに対し、彼は一室の鍵を差し出しながら、伯爵の使いでたまたまロンドンに来ているのだと事務的な口調で素す性じようを明かしてくれた。

（「雇って」って言ったのは、さすがにだめもとだったけど。なんでも言ってみるものね……）

　必要最低限のことだけ話してさっさと自分がとった部屋に戻ろうとしたクラウスを、無理矢理引きとめたのはシャーロットだ。

　雇ってください。

　よくもまあ、しゃあしゃあと言えたものだと我がことながら感心するが、シャーロットはシャーロットで藁わらをも摑む思いだったのだ。

（伯爵家のメイドなんて、簡単になれるものじゃないし）

　メイド自体は珍しい職ではない。ある一定以上の収入がある家では、体面もあり必ず一人は雇い入れるので、むしろ労働階級の女性にとってもっとも馴な染じみのある職業だ。

　しかし、それが伯爵家ともなれば話は別だった。

　少しでもよい職場を求めて転職を繰くり返すメイドたちにとって、貴族の家で働くのは最終目標ともいえた。その壁は高く、紹介状がなければまず門をくぐれない。しきたりも中産上流階級に比べ遥かに厳しいことが多いし、優秀な人が集まる分、求められるスキルも高くなる。

（肉屋とかパン屋で住み込むよりは、展てん望ぼうもあるわよね。上手く出世していけば、自分でお店が持てるくらいにはお金がたまるって、うちのメイドも言ってたし）

　確かにこの凍死寸前な状態を忌き避ひするためにも職は探さなければならないが、クリフォード院長に膝ひざを折らせるためには、一生使用人でいるわけにもいかない。

（貴族の家なら、なにか出会いもあるかもしれないわ。……それに、そもそも声をかけてきたのはそっちなんだから、最後まで責任とってよね！）

　最終的には逆ギレに近いことまで考えていたら、自然に次々と口から言葉が飛び出していた。

『家出とかじゃないんです。本当に帰るところがなくて。そもそも家出だったら、こんな行き当たりばったりなことしません』

『なんでもできます、やります。お買い得だと思うんです』

『ほら、最後まで面倒みれなきゃ拾っちゃいけないって言うじゃないですか！』

　言動は冷ややかだが、逃がすまいと摑む手を振り払ったりせず、なんだかんだ話を聞いてくれるクラウスは間違いなく「いい人」だとシャーロットは思う。だからこそ「押せばいける」と判断して、とにかく押して押して押しまくった。

『──それと、』

『もういい、よく分かった。──メイドの人事は採用も含ふくめメイド長の管かん轄かつだ』

　額ひたいを押さえながらクラウスが呻うめくように言ったのは、時計の長針が一周した頃で。

『会わせるまではする。──だから続きのアピールはそっちにしろ』

　結果は、シャーロットの粘ねばり勝ちだった。

　そんなわけで、翌朝早くから列車に揺られ、日が傾いてきた頃に駅まで迎えに来ていた馬車に乗り換え、長々と揺られて今に至っている。

（右も左も真っ白でつまんないわ……って、あれ、お城？）

　何気なく曇くもったガラスに指を滑らせ外を眺ながめていたシャーロットは、軽く目を見開いた。

　すっかり暗くなった中、ちらちらと舞い降りる雪の中から、ぼんやりとしたなにかが浮かび上がっている。今馬車が走っている道よりも小高い丘の上に存在するそれは、まだ明確な輪りん郭かくは伴っていないが、大きさから城だとすぐに分かった。

「──旦那様の城だ」

（へえ。……なんか、物語に出てきそうだわ）

　絵本の挿さし絵えにありそうな白はく亜あの城は、重々しい雰囲気があり、人を拒むようななにかを感じさせる。

（凄く今さらだけど、ほんとに伯爵家の人だったのね。こんなことなら、ちゃんと猫かぶっとけばよかったわ。メイドの間では上手く立ち回らなくっちゃ）

　そうでなければ女学院以上に大変だろう。少しでも主に気に入られたいと思っているメイドたちの中に目を惹ひく自分が入ったら、確実に不和が起こる。

（……ん、主？）

「シンフィールド伯爵様、とおっしゃるんでしたよね。ご家族は何人いらっしゃるんですか？」

「二人だ」

「ご夫妻ですか？」

「……いや」

　向かい側に座り、シャーロットと同様窓の外に視線を転じていたクラウスは、珍しく言いよどんだ。

「旦那様と、そのお孫様だ。ちなみにお坊ちゃまは十八歳だ」

「なら、パブリックスクールにいらして、お城にはいないんですね」

「…………いや、いらっしゃる」

　無表情に近いクラウスの顔に、僅かに苦いものが混じる。

「お坊ちゃまは、最近こちらに引き取られたばかりだからな」

「引き取られた？　話からして跡あと取とりなのに？　──ああ、養よう子しですか？」

「実子だ。……いいか。一度しか言わないからよく聞け。旦那様には二人ご子息がいらしたが、ご長男がメイドと駆け落ちをされた。当然、旦那様はお怒りになって勘かん当どう。ご次男が跡取りになられたが、先日不ふ慮りよの事故で亡くなられ、慌ててご長男の行方ゆくえを捜すことになった」

　駆け足で言うと、クラウスは目を閉じて深々と息を吐き出した。苦労を滲にじませる声こわ音ねだったが、それよりも悔かい恨こんの色が強いことに、シャーロットは首を傾ける。

「しかしすでに亡くなっていることが分かった。それでも奥方とご子息がいらっしゃるならと会いに行ったら、丁度奥方の葬儀が終わったところだった」

「それは……」

「育ちがどうとか、跡取りには相応ふさわしくないとか、色々と言う輩やからがいるが──」

「──分かってます」

（そりゃあ、いきなり貴族的な態度を取れっていったって無理に決まってるでしょ）

　己は十歳という柔じゆう軟なん性せいのある時代に変化を迎えたから対応できたのだ。今、いきなりやれと言われても戸惑うだけだろう。──いや、必要とあればなんとしてでもやってみせるが。

「そうか。──着いたな。すまない、遅くなった」

　クラウスは微かすかな笑みを初めて浮かべながら窓を開ける。丁度、門の横にある番小屋の扉が開き、大おお柄がらな男が外がい套とうを羽は織おりながら転がるように飛び出してくるところだった。

「クラウスさん！　雪で足止めをくらったんじゃないかってみんなで心配してたんですよ。今日はもうお帰りにならないのだとばかり」

「色々とアクシデントもあったんだ。──いいから開けてくれ。私だけじゃないんだ」

　クラウスはちらりとシャーロットの方を見る。つられるように視線を向けた男は、赤ら顔をにやけさせた。

「こりゃあまた、えらい別べつ嬪ぴんで。クラウスさんが前から進言されてた、お坊ちゃまの話し相手ですか？」

「違う。新しいメイド──の候こう補ほだ。さあ、早く」

　シャーロットが目線だけで挨あい拶さつをすると、門番はでれでれと鼻の下を伸のばす。それでもさすがというべきか動きは止めず、彼は厚手の手袋をしっかりと嵌はめていることを確認し、立りつ派ぱな鉄の門に手をかけ、馬車一台が通れるだけの隙すき間まを開けた。

「ご苦労」

　クラウスの言葉を合図に、御者が馬の尻しりに鞭むちを入れる。門をくぐってからも暫く走るその間、シャーロットはじっと、雪が積もった広い庭園を左右に見ていた。

（ほんとにお城だわ。しかもかなり大きい。──やっぱり、肉屋やパン屋で働くより絶対こっちの方がよかったわ）

　促うながされるままに踏み入れた城の中も期待を裏切らない造りとなっている。高い玄関ホールの上を彩いろどるシャンデリアは、よくまあ落ちてこないものだと感心するほど豪ごう奢しやだった。

　クラウスの外套を受け取るために近づいてきたメイドの不ぶ躾しつけな視線を、得意の曖昧な笑みで受け流す。同時に首を巡らして周囲を観察していたシャーロットは、突然降ってきた声に顔を上げた。

「きゃー、クラウス！　会いたかった！　丁度今、クラウスがここにいればいいのにって思ってたの。もうこれは運命ね!!」

　亜あ麻ま色の髪を揺らしながら二階から軽やかに降りてくるのは、メイドの服を着込んだ女だった。その熱烈な歓かん迎げいに戸惑うそぶりも見せず、クラウスは冷たく一瞥する。

「……頼みはなんだ」

「これ読んで」

「…………辞書が引けないわけじゃないだろう」

「気にしない気にしない。ほんとに、これなんなの？　今日届いたんだけど読めないから使い方が分からないって台所キツチンメイドに泣きつかれちゃったのよ」

「──香こう辛しん料りよう？」

　女がクラウスに差し出しているのは小さなビンだった。ラベルにはフランス語で、名前と用途などが書き綴られている。

　フランスに住んでいた時代に見た覚えがある。懐かしさに目を細めていると、じっと女の視線が注がれていることに気づいた。

「読めるの？」

「え。あ、はい」

　読み上げると、女はクラウスの顔を見上げる。彼は一度首を縦に振った。

「凄い！　喋れたりもするの？」

「母が、フランス人なので」

「あら、それならきっと完璧よね。この家、フランス語が読める人間が少なくってねー。旦那様がフランスの新聞取り寄せたり、時々フランス製の製品取り扱ったりするから困ることがあって。──で。流しかけちゃったけど訊いておかなくちゃね。ちょっとクラウス、この子、誰よ？」

「シャーロットだ」

「いや、じゃなくって」

「前に人手を増やしたいと言っていただろう。拾ったら売り込まれたから候補として連れてきた。採用するかしないかは好きにしろ」

「拾った!?　稀まれに見る感じに可愛いっていうのは認めるけど、あなた、そういう趣味だったの？　衝しよう撃げきの事実だわ。知ったら何人のメイドが使い物にならなくなるか」

「……シャーロット。彼女がメイド長のリンダ・テイラーだ」

「ええっ!?」

　頓とん狂きような声を綺麗に黙もく殺さつして続けたクラウスの紹介に、シャーロットは啞あ然ぜんとしてリンダを見返す。

（メイド長？　いや、確かに格かつ好こうを見ればメイド長なんだけど……）

　黒いドレスに白いエプロン、という典型的なメイドの格好ではあるが、おそらく両方とも素材は絹だし、エプロンにいたってはビーズやレースで縁ふち取どられている。そして腰には鎖くさりと共に鍵かぎ束たばがぶら下げられており──そのメイド長のシンボルとも言える存在が、なによりも彼女の地位を物語っていた。

（……でも、すっごく若いわ）

　メイド長という役職は言うまでもなくメイドの中の最上位の役職であり、人事権なども有している。女主人と家庭教師ガヴアネスを除けば女性の最上位に立つことにもなるので、長年メイドを勤めあげたそれなりの歳の者が就つくことがほとんどだった。

　だが目の前に立つリンダはどう見ても二十代だ。そして潑溂とした明るさは、メイドを束ね上げるという役職から想像される厳げん格かくさからは程遠くもあった。

「……おまえが思っているほど、おそらくリンダは若くない」

「な　ん　で　す　っ　て？」

「じゃあ後は任せた。──旦那様に挨拶をしてくる」

　足を思い切り踏みつけようとするリンダを器用に避けて、クラウスは階段を上っていく。後にはこめかみに青筋を浮かべるリンダと、戸惑うシャーロットだけが残されることになった。

　はあぁ、とリンダが盛大にため息をつく。

「あとで覚えてなさいよ。──それで、シャーロットだったかしら。歳は？」

「十六、です」

「メイドとして働きたいのよね？　これまで経験は？」

「ありません。──あの、一生懸命やりますから、その、」

「構わないわよ」

　リンダはこちらが拍子抜けするほどあっさりと頷うなずいた。

「いると便利そうだなーって思うし。クラウスだってほんとに使えないって思ったら連れてこないでしょうし。しかもあのクラウスに自分から売り込んだってことからやる気もばっちり。誰だって最初はあるものだし、未経験者は歓迎よ。──だから、そうね」

　リンダがじっとシャーロットの顔を覗き込む。それまでのふざけた態度が噓のように、青い目には真剣な色が浮かんでいた。

「あなたの事情を訊くつもりはないわ。人間、生きてれば色々とあるものだし。ただちゃんと覚悟だけはしておいて頂ちよう戴だい。使う人間と使われる人間は違う。──多分、あなたが思っているよりも、ずっと厳しい世界よ」

（同情や、特別扱いはしないってことね）

　色々と察さつしているらしいリンダの忠告を、シャーロットはそう受け取った。その上で返事をしようとしたが、「分かっています」というのも変な気がして結局は頷くにとどめる。

　けれどリンダはそれで満足したようだった。にこりと晴れやかな笑みが華のある顔に浮かぶ。

「大変よろしい。じゃ、折角なんだし仲良くやりましょ。歓迎するわ。とりあえず仕事に慣れてもらわないとね。兼業メイドトウイーニーから始めましょ。心配しなくても大丈夫。リンダさんに任せなさい。立派なメイドにしてあげるわ」

（……なんか、色々と不安がよぎるんだけど）

　なんと返したらいいか言葉が見つからず、シャーロットは再び黙って頭を下げる。その様子をリンダはしげしげと観察した後、片目を瞑つむってみせた。

「早速だけど、一つ厳しく理り不ふ尽じんな世界を乗り切るとっておきの極意を教えてあげるわ」

「え？」

「夜会とかでいい男を捕まえなさい。長男はだめよ？　跡取りっていうのは色々と面倒だから、次男以下がオススメ」

（メイド長が身分差の恋の推すい奨しよう？）

　そんな疑問が顔に出ていたのか、リンダは人差し指を振った。

「恋をしろって言ってるんじゃないのよ。どうせ身分違いで結婚なんてできないし。活用しろって言ってるの」

「それってただの金づ──」

「──はーい、じゃあこれから部屋に案内しまーす」

　わざとらしい声を上げて発言を無理矢理遮ったリンダが返事も待たずに歩き出す。結局本気だったのか、それとも冗談だったのか判断がつかないまま、シャーロットも鞄を摑み後に続いた。

　城の説明を軽くされながら進む廊下の上部には、鹿しかなどの動物の頭が飾られていて、下部も数々の調度品によって彩られていた。さすが伯爵家というべきか、一見簡素に見えてもかなりの贅ぜいが凝らされたものばかりだ。

「こっちが使用人の区画なの」

　華やかな一角を通り過ぎると、廊下の灯りが一段暗くなり、扉と扉の間かん隔かくも狭くなる。セネット邸にはなかったな、と考えていると、ある部屋の前でリンダが足を止めた。

「とりあえずここで。ラッキーよ、人数の関係で一人部屋だから。あ、使ってなかったとはいえ掃そう除じはぬかりなくやってあるから安心して頂戴」

　その他口早にリンダが説明を済ませる。しっかりとシャーロットが顎あごを引くと、「よろしい」と彼女は満足げに微ほほ笑えんだ。

「なにかあったら遠慮なくお姉さんに訊いてね？」

「分かりました。一応、ミセス・テイラーの部屋の場所を聞いておいていいですか？」

「ただのミセスでいいわ。みんなそう呼ぶから」

　メイド長は敬意を込めて、未婚、既婚にかかわらずミセスをつけて呼ばれることが多い。シャーロットの家ではきちんと苗みよう字じと共に呼んでいたが、シンフィールド伯爵家ではただの「ミセス」が採用されているようだ。

「──じゃあ、おやすみ。暖かくして寝なさいね。初日だし、明日は起こしにきてあげる」

　部屋の位置を告げたリンダはそう言って身を翻した。腰に提さげた鍵の束が立てるじゃらじゃらとした音が完全に聞こえなくなってから、シャーロットはひんやりとしたドアノブに手をかける。

（……とりあえず、下手な家や店で働くより高待遇なのは確かって感じかしら）

　部屋には小さなベッドが二つと、塗と装そうの剝げかかった戸と棚だなやクローゼットと、小さな机が置いてあった。天井が低く色がない寂しい部屋ではあるが、兼業メイドに与えられる部屋としては破格のものだろう。セネット家の中堅メイドの部屋も、こんなものだった。

　シャーロットは幼い頃のことを思い出しながら暖炉に石せき炭たんをくべ火をつけると、次いでクローゼットを開ける。中にはメイドに支給される衣服が数着用意してあったので、三種類あるサイズから自分の身体に合いそうなものを選び出して身体にあててみた。

　絹とは違う、ごわごわとした感触がする。

　家ハウスメイドは人前に出ることもあるため、その制服はちょっとした刺し繡しゆうやひらひらがある可愛げのあるものである場合が多い。しかしシャーロットに与えられた役職はその下位のメイドということもあり、目の前のエプロンはなんの飾り気もない、ごくあっさりとしたものだった。

（私、ほんとにメイドになるんだ。──ほんとに、パパは死んじゃったんだわ）

　すべてが突然すぎて、今まで父親の死を、嘆なげき悲しむ暇もなかった。──否いな、あえて、考えないようにしていた部分もあったと思う。

（……全部、悪い夢なら良かったのに）

　心のどこかで、早く目が覚めればいいのにと願っていた。

　けれどすべてが現実なのだと、新しく与えられたこの部屋が物語っている。

（現実逃とう避ひしてる場合じゃないでしょ、私。いつかクリフォード院長に一泡吹かしてやるって決めたんだから！）

　シャーロットは潤うるみかけた目元を乱暴に袖でぬぐった。

「海の底からでも空の上からでもいいから、見守っててよ、パパ！　最後に笑うのは私なんだから!!」

　決意の響きを含むシャーロットの声に応えるように、火が爆はぜる音が静かな部屋の中に響いた。
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　冬だというのにむっと熱気が立ち上る厨ちゆう房ぼうに足を踏ふみ入れると、ひたすら実用的にデザインされたメイド服に身を包んだ、年とし嵩かさの台所キツチンメイドが驚いたように目を瞠みはった。

「おや、早いねシャーロット。もうこっちに来たのかい」

「はい。──少し待っていてください。今、そちらの手伝いに」

　朝一番でやっていたのは暖だん炉ろの掃そう除じをしたり火をおこしたりする仕事だ。石せき炭たんや煤すすのせいで真っ黒になってしまった手を冷たい水で念入りに洗っていると、横から伸のびてきた手が、ずれた頭飾かざりを直してくれた。

「こんな子採用するなんてミセスもなに考えてるんだかって思ったけど、たった十日で見違えるようになったねえ」

「……忘れてください。特に、最初の三日くらいのことは」

「いやいや。あそこまで見事な包ほう丁ちようさばきを見せてくれた子も、その後馬ば鹿かみたいにジャガイモの皮剝むいて練習した子も初めてだからね。忘れられないよ、あれは」

（私だって、あそこまで悲ひ惨さんだとは思わなかったわよ）

　兼業メイドトウイーニー。

　それが、シャーロットに与えられた役職だ。いわゆる下働きで、家の掃除など雑事をこなす家ハウスメイドと、台所メイドの下で皿洗いなど雑用をこなす流し場スカラリーメイドの二つを掛け持つ。普通は大勢の使用人を雇やとう余よ裕ゆうのない家庭でしか見られない役職だが、経験のない新人はあえて兼業メイドにし、台所系と家政系、どちらが合っているか適性を見み極きわめるのがリンダのやり方らしかった。

　そんなわけで、任されるのは誰にでもできるような簡かん単たんな仕事ばかりだ。

　掃除や皿洗いといった仕事は十年の庶しよ民みん歴（それも貧びん乏ぼう）のおかげで乗り切った。だが、「ちょっと、そのジャガイモの皮を剝いておいて」という要求に応えるには、約六年のお嬢じよう様歴は長すぎた。

　結果、包丁が上う手まく使えず、ジャガイモが本来の大きさの半分以下になったのである。

（あんな、「なにこの子、こんな簡単なこともできないの」なんて目で見られるの、屈くつ辱じよく以外のなにものでもないもの。そりゃあ、頑がん張ばるわよ）

　基本的に女学院では「凄すごいわ、シャーロット！」と感かん嘆たんの眼まな差ざしだけを向けられていたのだ。失望を通りこした呆あきれの眼差しを向けられるなど、プライドが許さなかった。

　だから三日間、シャーロットは寝る間も惜おしんでジャガイモからニンジンから、包丁を使う下準備系の仕事を引き受けまくり、意地と根性で名めい誉よ挽ばん回かいを果たしたのである。

（おかげで先輩メイドからのウケもいいし。──ちょっとワケありっぽいけど頑張る新入りって感じで、上手く立ち回れたわね。計画どおりだわ）

　ドジっ子なんてごめんだ。女学院で軽やかに難問を解といてみせたように、なんでも涼すずしい顔をしてこなせるメイドになってやるつもりだった。──そしてリンダが言うように、貴族のお坊ぼつちゃまを捕まえるのだ。




　……完かん璧ぺきに仕事をこなす美び貌ぼうのメイド。出会った貴公子はメイドが覗のぞかせる教養の片へん鱗りんに気づき、その正体を問いつめる。

『君は、いったい……？』

『フランスの、貴族の血を引いていて。今はもう、関係ないことですけど……』

『そうなのか！　メイドなんて、君にはもったいない!!』




　ここまで妄もう想そうしたとき、シャーロットは自分のことながら小説の読みすぎだと思った。ちなみに「フランス貴族の血」と言ったのは、「大貿易商の娘」よりもただ単純に「凄い！」と思われそうだったからだ。

（でも、折せつ角かく貴族のお屋敷で働いてるんだし、なんとか貴族と接点もって、パトロン金づるになってもらいたいのよね。……ここのお坊ちゃまとか、上手いこと使えないかしら）

　一度引き上げてもらえさえすれば、クリフォード院長への逆ぎやく襲しゆうも、社交界でちやほやされることも、全部努力でどうにかしてみせる。そもそも「メイド出」と言われるのも、「成り上がり」と言われるのも大差はない。

（やっぱりちょっと悔くやしいし。利用できるならしたいのよね）

　父を亡なくして、すべてを失って、こうしてメイドになった自分。

　それに対して、母を亡くして、でもすべてを手に入れて、伯はく爵しやく家の跡あと取とりになったのだというお坊ちゃま。

　素直に「わー、凄いおめでとう」と祝福してあげるほど、シャーロットは心の清きよらかな人間ではなかった。

（……ミセスも長男はだめだって言ってたし、直接利用するっていうよりは、他の貴族と知り合う踏み台って感じがベストかしら）

　うーん、と唸うなりながら袖そでをまくり、流しでひたすら皿を洗いはじめる。その背後で他のメイドたちが噂うわさ話に花を咲さかせていたので、シャーロットは一度思考を中断し、手を止めないよう注意しながら耳を傾けた。

「採用に問題ありっていったら、やっぱりあの人よね」

「ほんと、どうにかならないのかしら」

「でも家庭教師ガヴアネスってやっぱりメイドとは違うし。ミセスだって口出しするのが難しいじゃない」

「まったく、伯爵様ったらどうしてあんな人雇ったのかしら」

（……また「あの人」の話だわ。マイヤー夫人、だったかしら）

　上手く立ち回るために情報は欠かせない。だからシャーロットはいつも、メイドたちの語る噂話に注意を払っていた。──その中で群ぐんを抜いて多いのが、お坊ちゃまの家庭教師として最近雇われたのだという、マイヤーという人物の悪口だ。

「そもそもあの人、すっごくいい家のご夫人なんでしょ？　旦那さんはもう亡くなってるみたいだけど、働く必要なんて全然ないって聞いたわよ」

「らしいわね。息子二人が弁護士で、その顧こ客きやく開かい拓たくのためとかなんとか」

「同じ使用人とはいえ、あんたたちとは世界が違うのよだから話しかけないでってオーラが凄いのよね。──そう思わない？　シャーロット」

「え。ええと」

「そういえば、シャーロットはマイヤー夫人にまだ会ってないのね」

　話を振られ、こくりと頷うなずく。

　家の掃除をする姿などは、基本的に主人に晒さらさないよう心がけるものだ。だから下働きとして給仕などを担当しないシャーロットは、伯爵やお坊ちゃまはおろか、お坊ちゃまに引っついているらしいマイヤーとも顔を合わせたことがなかった。

「マイヤー夫人はともかく、お坊ちゃまは一見の価値ありよ。すっごくカッコいいから」

「王子様！　とか、貴公子！　って感じよね。この家に仕えててよかったって思ったわぁ」

「あたし、この間お話ししちゃった。お育ちがお育ちだから、身分差を気にされないの。転びそうになったところを手を差し出していただいて、『大丈夫か？』って」

「きゃー、羨うらやましいっ!!」

（……お坊ちゃまは、メイドの間じゃ大だい歓かん迎げいムードなのよね）

　クラウスは、お坊ちゃまが育ちのことで色々と言われているのだと言っていた。確かに、年長のメイドからは批ひ判はん的な意見を聞くこともある。

　けれど男性使用人からの批判は、半分以上が若いメイドにきゃーきゃー言われる若い主へのやっかみからくるものなのではないか、とシャーロットは思った。

「──そういえば、お坊ちゃまってお名前はなんていうんですか？」

「お坊ちゃま」という呼びかけしかしないから不自由はなかったし、当たり前のことすぎるためか、誰も教えてくれなかった。

　そう言うとメイドたちは目を丸くして、「まあ、使わないもんね」と笑った。

「お坊ちゃまの名前は──」

「──シャーロット!!」

　確かに紡つむがれたはずの名前は、大音量で呼ばれた己おのれの名前によりかき消される。シャーロットは吃びつ驚くりして、思わず皿を割りそうになった。

　振り返ると、いつもの無む駄だな明るさはどうしたのか、少し顔を青くしたリンダが肩で息をしながら立っている。

「……ミセス？」

「あなた、こんな所でなにしてるのよ！」

「厨房の手伝い、ですけど……」

「そんなこと訊きいてるんじゃないの！　とにかく早くいらっしゃい！」

　リンダがぐいと腕を引っ張る。

　それが、女学院でクリフォード院長に悪い報しらせを聞いたときのシチュエーションに重なり、シャーロットは身体からだを強こわ張ばらせた。

「あの、ミセス……？」

　厨房を出てからシャーロットがおずおずと問うと、リンダはこちらを向いて厳しい顔を作り、階上の部屋の方を指差す。

「お坊ちゃまのお勉強部屋がまだ暖まってないの！　あそこはあなたの担当でしょ？　マイヤー夫人が気づいちゃってご立りつ腹ぷくよ!!」

「お坊ちゃまの、お勉強部屋？」

　繰くり返したシャーロットは、初日に頭に叩たたき込んだ城の見取り図を思い浮かべ、次の瞬間リンダ以上に顔を青くした。二階の一番奥にお坊ちゃまの寝室があり、その隣となりに彼が勉強に励はげむために与えられた部屋がある。──しかし今日、そこに入った覚えがない。

（やっちゃったわ。まさかこんな凡ぼんミスするなんて……！）

　シャーロットはその場から駆かけ出し、石炭の入ったバケツと掃除道具箱ハウスメイドボツクスを引っつかむと階段を駆け上がる。さらに長い廊ろう下かを走り抜けると、件くだんの部屋の開いた扉の前で、見るからに厳げん格かくそうな、ひっつめ頭の婦人が苛いら々いらとしながら待っていた。

「申し訳ございませんっ！」

「……顔をお上げなさい」

　頭を直角に下げたシャーロットに対しマイヤーは冷たい一いち瞥べつをくれる。激げつ昂こう、という雰ふん囲い気きではないことに油断し面を上げた瞬間、彼女は右手を思い切り振り上げた。

　パン、と乾かわいた音がする。

　じんと頰ほおが熱くなって、そこで初めてシャーロットは、自分がなにをされたのか知った。

（ぶた、れた……？）

　シャーロットは呆ぼう然ぜんと頰に手を添そえる。鋭するどい痛みもあったが、それよりも驚きが上回った。

　息が上手く吸えず、喘あえぐようにマイヤーを見上げる。しかし彼女は特に感かん慨がいもなく、蔑さげすみの視線を向けているだけだった。

「本当に、申し訳、ございません」

　父親にだって手を上げられたことはない。──いや、そもそもアーサーは、使用人にだって手を上げなかった。

　動揺しながらも、かろうじて再び深々と頭を下げたシャーロットに、マイヤーの冷たい声が降りかかる。

「教材の確認をしようと、たまたま私が部屋の確認をしたからよかったものの……。そうでなければ勉学に励まれようとするお坊ちゃまに、お寒い思いをさせることになったのですよ」

「はい」

「そうすれば、貴き重ちような勉学のお時間も奪うことになったのです」

「……はい」

「それに──」

「──そのくらいでいいだろ、マイヤー夫人。まだ俺おれが使う時間じゃないんだし、別になんとも思っちゃいないって」

　ねちねちと永遠に続くかに思えたマイヤーの言葉を、呆れたような声が遮さえぎった。彼女は大おお仰ぎように肩を揺らし、動揺を隠すように眼鏡めがねのつるを押し上げる。

「お坊ちゃま！　まだご起床のお時間では」

「いや、廊下でそんなヒステリックな声出されたら、さすがの俺でも起きるって」

「しかし」

「ま、次から気をつけてもらうってことで。ここでうだうだ言っても仕方ないしな。それよりちょっと早いけど、俺は朝飯に──」

　気配と共に近づいてきた声がふいに途と切ぎれた。「お坊ちゃま？」とマイヤーが不ふ審しんさを露あらわにする。己を凝ぎよう視ししてくる視線をひしひしと感じたので、シャーロットは恐る恐る上うわ目め遣づかいに主人ともなるその姿を見た。

「あ……」

　シャーロットとは真逆の、陽光を思わせる輝く金の髪がまず目に入る。少し長めの前髪から覗くのは緑の瞳で、はっとするほど鮮あざやかだ。

　出しゆつ自じもあって堅かた苦くるしいのは苦手なのか、鍛きたえられた長身を包む服は適当に着き崩くずされている。けれどだらしないという印象は受けず、ただ純粋に似合っている、と思った。

　でも、驚くべきはその整ととのった容姿ではなく──。

「……マジか」

　お坊ちゃまらしからぬ呟つぶやきを漏もらした人物を、シャーロットは知っていた。

（噓うそでしょ？　……ああでも、ほんとなら、そりゃあ、みんなが騒さわぐわけよね）

[image: ]

　現実逃とう避ひのようにそう思う。

　自分の思い違いでなければ、彼は、シャーロットがつい猫ねこかぶりを続行させてしまった、あのときの人物であった。

「お坊ちゃま？　その者がなにか？」

　寒いのか、白くなった骨ほねばった手をさすりながらマイヤーが苛々と口を挟はさむ。叩かれた衝しよう撃げきがシャーロットの中によみがえり、すっと意識が現実に立ち戻った。

（そうだわ、とりあえず仕事をまっとうしなくちゃ）

「あの、大変失礼いたしました」

　シャーロットはエロールから視線を外しもう一度頭を下げると、マイヤーの横をすり抜け部屋に入る。

（カーテンを開けて、窓を開けて、暖炉を掃除して、それから……）

　これ以上のミスを重ねないように、頭の中で順を確認していく。

　まだ少しおぼつかない、けれども最初に比べれば随ずい分ぶんと手て馴なれた様子を、エロールは口をぽかんと開けて呆然と見ていた。

「お坊ちゃま、今その部屋に入ってはなりません。煤をかぶります」

「いや、でもあの子……」

「だから、メイドがどうしたというのです！　さあ、こちらへ。少し早いですが厨房に言って朝食を用意させましょう」

「メイド。……メイド、だよな」

　エロールの物言いたげな視線を背中に感じる。

　けれどもシャーロットは一度も振り返ることなく、黙もく々もくと暖炉を磨みがき上げていった。
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　色々と思うところはあった。けれど兼業メイドの仕事が山積みである以上、呆然と足を止めているわけにもいかない。

　リンダから厳しい忠告を受け、先輩メイドたちからは慰なぐさめられ──その後、いつものとおり仕事に奔ほん走そうしていたシャーロットは夕刻、掃除道具一式を手に無人となった問題の部屋を再び訪れていた。

（なんか、まったく違う部屋みたい）

　普通は暖炉の世話をしたあと、部屋の掃除もしてしまう。だから斜しや光こうによって橙だいだいに染まるこの部屋を訪れるのは初めての経験だった。

（当たり前だけど薄暗くって気づいてなかっただけで、色々とあるのね）

　物もの珍めずらしくて、シャーロットはきょろきょろと周囲を見回す。中でも目を引いたのは、机の上に無む造ぞう作さに積み上げられた数冊の書物だ。

「フランス語だわ……」

　主人の机の上のものに触れるのはご法はつ度とだ。けれど生まれ故こ郷きようの文字を見て、シャーロットはつい一番上に載のっている一冊に手を伸ばし、飾り文字で印字された題名を指でなぞった。

「そうよね。貴族なら教養として必ひつ須すよね」

　ぱらぱらと捲めくった中身は、イギリスで有名になったものをフランス語で訳やくしたものだ。エロールとマイヤーがこの本で勉強している様子を想像し、シャーロットは本を元の場所に戻す。

「……メイド。そう、私はメイドなのよね」

　マイヤーに叱しつ責せきされ、手まで上げられたこと。

　言ってしまえば「使用人の使用人」であったエロールと、まともに会話を交わすことすら許されない立場になったこと。

　それらは二つとも、シャーロットに強い衝撃を与えていた。

　──多分、あなたが思っているよりも、ずっと厳しい世界よ。

　リンダの声がこだまする。

（私、ほんとになめてたんだわ……）

　使う人間と使われる人間は違う、とリンダは言った。それはもちろん分かっていたし覚悟もしていたが、使う人間だったからこそ、使われる人間のことも分かる、と心のどこかで思っていた。

（それにあんな凡ミスするなんて、気が緩ゆるんでた証しよう拠こよね……）

　拾われてから十日。試し行こう錯さく誤ごしながら、家メイドの手伝いも、台所メイドの手伝いも、一通り不自由なくこなせるようになっていた。これまで頑張ってきたこととはまったく違う畑のことながら、「さすが私。メイドの仕事だって完璧よね」と思いはじめていた矢先のことだった。

（失敗するなんて、いつぶりかしら）

　お嬢様になって以来、特に大きな失敗をした記憶がない。いつだってシャーロットは「凄いね」と褒ほめられていたし、褒められるよう、細心の注意を払っていた。

（……ちょっと、凹へこんじゃうわ）

　先は見えない。展てん望ぼうだってない。──クリフォードへの逆襲だって、夢のまた夢だと心の奥底では思っている。

　その中で、シャーロットは頑張っていかなくてはならない。多分、これからもっと色々なことがふりかかってくるにもかかわらず、だ。

　これまで知らんぷりをしていた負の感情が一気に噴ふん出しゆつしてきて──シャーロットはパン、と頰を叩いた。

「だめよ。諦あきらめたらそこで終わりよ。最後に笑うのは私だって決めたでしょ。──見てなさいよね。マイヤー夫人にだって『この子実は凄いわ！』って思わせてやるんだから!!」

　シャーロットは驚いているマイヤーの顔を想像する。「教師」という役柄のせいか、かけている眼鏡のせいか、どこかクリフォード院長を連想する彼女の顔が驚きに染まるのを見るのは、さぞかし快感だろう。

「だいたい、人を思いきり叩いてくれちゃって。傷とか残ったらどうしてくれるのよ。私の顔に傷が残るなんて、世界の損失だわ」

　メイドとしてかぶっている猫の都合上、他のメイドたちに混じってマイヤーを罵ののしるのはいただけない。誰も聞いていない今、吐き出すだけ吐き出してやろうとシャーロットは思った。

「叩かれただけで終わるなんて勿体ないわよね。折角お坊ちゃまが見てたんだもの。使わない手はないわ。面識があるわけだし、上手く同情引けないかしら。それでいつか院長先生に──っ!?」

　──ガタッ。

　突とつ如じよ、背後でドアが音を立てる。シャーロットは反射的に振り返り、驚きに目を瞠った。

（ちょっと、なんでいるのよ！）

　そこには、ドアノブに手をかけた状態のまま視線を泳がせているエロールがいた。入るのに躊ちゆう躇ちよしていたら、なにかの拍ひよう子しに思わず手に力を込めてしまった、といった状況か。開けようとしてドアを開けたわけではなさそうな雰囲気だった。

（これってもしかして……）

　冷や汗をかきながらも、シャーロットはその場で咄とつ嗟さに慣れ親しんだ猫を装備した。お嬢様時代の気品を失わず、楚そ々そとメイドの礼をとる。

「お坊ちゃま。どうかなさいましたか」

「…………」

「…………」

「…………いや、あのな、」

「………………見てました？　ていうか、聞いてました？」

「……………………おう、ばっちり」

　こくん、と壊れた人形のようにエロールの首が動く。シャーロットはもう取り繕つくろうことも馬鹿馬鹿しくなって、これまで人前では絶対にしなかったような、盛大なため息をついた。

（なんってタイミングが悪いの。信じらんないわ）

　どうしたものか、とシャーロットは唸る。エロールはエロールで、まだ完全には状況が飲み込めていないのか見事に凍こおりついていたが、やがて頭をかきながら空から笑わらいを漏らした。

「い、いやー、悪い。俺の知ってる女の子と、ドッペルゲンガーとか、影武者とか、双子とか、そのくらい似てたもんだからつい吃驚しちゃったんだよ。俺も馬鹿だよな。セネット商会のお嬢様がこんなところでメイドやってるわけ」

「……本人よ」

「うっ」

　エロールは完全に言葉につまり、額ひたいを押さえながら呻うめく。しかしよほど現実を認めたくなかったのか、彼もなかなか往おう生じよう際ぎわが悪かった。

「わ、分かった！　マイヤー夫人にぶたれて、さすがのあんたも苛々してつい──そう、つい、思わず、心にもないようなこと口走っちゃったんだよな……!?」

「なあ、そうなんだよな。そうだと言ってくれよ」とその視線が物語っている。彼が以前、どれだけ自分を「すげー」という目で見てくれていたか記憶にあるシャーロットは、首を縦たてに振って同情を引いてみようかと、一瞬本気で考えてしまった。

「…………残念だけど」

「マジかよ。まさかの猫かぶりか！　なんでそんなこと」

「え？　えーと。そうよ、パパの足を引っ張りたくなかったの。ほら、ただでさえ成り上がりだって言われて陰口叩かれてるのに、娘が粗そ忽こつ者ものじゃね。商売に影響するでしょ、色々と」

「いや、『えーと』とか言ってる時点でどう考えても違うよな!?」

（……信じて夢を見ておけばいいのに）

　シャーロットは内心で舌打ちをする。もっともらしい言い訳は他にも用意してあるが、ここまで激しく素すを見られてしまっては、なにを言っても手遅れな気がした。

（もう知らないんだから）

　どうにでもなれ、とシャーロットは据すわった目でエロールを見やる。

「──ちやほやされたかったからよ。悪い？」

「ちやほや？」

「私のママはフランス人で、世が世なら貴族だったんですって。それってつまり、私だって世が世なら貴族だったってことでしょ。……って、なによ。その『世が世じゃなくて良かった』って目は」

「……なんでもない。続けてくれ」

　気まずそうに視線が逸そらされる。無言のままに肯こう定ていされて腹が立ってきたシャーロットは、大きく息を吸うと怒ど濤とうの勢いでまくし立てた。

「小さい頃にこれを言ったら、みんなにすっごく馬鹿にされて。貴族制度のあるイギリスで貴族になって見返してやるって思ってたのよ。でもいざパパが商売に大成功してイギリスに行ってみたら、成り上がりってだけで相手にされないの。この美少女で、勉強もできる私が！　悔しいじゃない。私を無視してくれたみんなを見返してやりたいって思うでしょ。だから完璧に、誰もが感嘆の息を吐くようなお嬢様になってみせようと努力に努力を重ねたのよ！」

「あんた……」

　エロールが愕がく然ぜんとした面おも持もちをシャーロットに向ける。

「……驚くほど性格が悪いな」

「言われなくても分かってるわよ!!」

　分かってはいるが面と向かって言われたこともなかったので、シャーロットは思わず羞しゆう恥ちに頰を染めた。

「なんだよ。あのときのお嬢様は所しよ詮せんまやかしかよ。俺の幻げん想そう、木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだきやがって。女、怖すぎだろ。俺、もう絶対女の涙とか信用しないわ」

「男の夢からかけ離れた似え非せお嬢様で悪かったわね。どうせあなたもふわーんとした脳内花畑な感じの方がいいんでしょ」

「いや、そんなことはないぜ？　観賞用って感じのあれより──って、そうだ。そもそもセネット商会のお嬢様が、なんでこんな所でメイドやってるんだよ!?」

（……そりゃ、訊かれるわよね）

　普通なら真っ先にされそうな質問だ。むしろ今までされなかったことが、シャーロットの本性に対するエロールの衝撃がいかに大きかったかを物語っている。

（分からないでもないけど）

　シャーロットもエロールに「物凄くカッコいい貴族のお坊ちゃま」として出会っていたら、ざっくばらんな口調に「うっ」となったはずだった。

「……セネット商会が潰つぶれて、お嬢様じゃなくなったのよ」

「潰れた？　あの大商会が？　噓だろ、飛ぶ鳥落とす勢いだったのに」

「パパと積つみ荷にが山ほど載った船が沈しずんじゃって、借金しか残っていないとかなんとか。私もよく分かってないのよね。報せを受けて、すぐに女学院を追い出されちゃって」

「お、追い出された!?」

　エロールの声が裏返る。そんな馬鹿な、と言わんばかりの声だった。

　信じないことを責せめるつもりはシャーロットにはなかった。シャーロットだって、人からその話を聞いたとしても「教育者がそんなことするわけないじゃない」と笑い飛ばすだろう。

「信じてくれなくてもいいけど本当よ。報せを受けた途と端たん、院長先生が態度を翻ひるがえしてポイって。そりゃ、挑ちよう発はつに乗った私も悪かったと思うわよ。でも、ひどいと思わない？」

「思うけどよ……、それで、得意の猫かぶりで俺とか他の貴族に取り入って、院長に復ふく讐しゆうしてやろうって？　あんたのその顔とあの猫かぶりなら、そう難しいことじゃないだろうけど」

「そりゃ、あわよくば貴族のお坊ちゃんと出会って、とは思ってるわ。でも──」

　シャーロットが猫をかぶるのは、けっして媚こびを売りたいからではない。

（だって私が可か愛わいいのなんて当然だし。そうじゃなくて、「凄い」って言われないと意味がないんだから）

　今ほしいのは、能力に対して投資をしてくれるパトロンだ。そして「おおっ」と思ってもらうための手段の一つが、この猫かぶりなのだ。

　けれどその微び妙みような考えの違いを説明する前に、エロールの冷ややかな目がシャーロットを射い抜ぬいた。

「──あんた、メイドの仕事なめてるんじゃないか？」

「なっ」

「どうせ綺き麗れいなお屋敷で過ごす以外考えられないし、いい出会いの場になるしって感じで簡単に考えてメイドになったんだろ。大商会のお嬢様が本気でメイド業なんて耐たえられるはずないしな。──だから今け朝さみたいに失敗するんだよ」

（……今はお坊ちゃんとはいえ、元使用人なだけにやりにくいわね）

　しかも「なめてたんだわ」と自分でも反省したばかりだ。図ず星ぼしをつかれたような気がして、シャーロットは唇くちびるを嚙かむ。

「失敗したのは、私が悪いわ」

　切り返した声は、シャーロットにしてはひどく珍しく、震えたものになっていた。

「日が浅いとか慣れてないとか、そんなふうに言い訳するつもりもない。──だけど、別に簡単に考えてなんていないわ。私だって、真ま面じ目めに取り組んでる！」

「どうだかな」

「なによ。そんなに私が気に入らないの!?」

「気に入らないね」

　突き放すような声で即そく答とうしたエロールが、腕を組んで壁にもたれかかった。その眼光の険けわしさに、シャーロットは思わず息を飲む。

「財産目当てで、ちょっと可愛いからって媚振りまいて。そういうメイドがいるから──」

「いるから、なによ？」

「──いや、別に。とにかく、そういう目的ならこの家はおすすめしないぜ。俺は早々にこの家を出て行くつもりだから」

「……は？」

　世間話かと思うくらい軽く行われた宣せん言げんに、シャーロットは「そういう目的じゃない」と反論することも忘れて思わず声を上げた。

「だから、立りつ派ぱに跡取りやる気も、他の貴族の馬鹿息子どもと仲良くする気もさらさらないって言ってるんだよ。他をあたりな」

「……なによ、それ」

「貴族になった、やったぜ！」という感情とは対極の反応に、シャーロットはただ困こん惑わくした。

（幸せいっぱい夢いっぱいな様子を見せつけられるのは腹が立つけど、こういうのも、なんか苛々するわ）

　思うところがある、というのは理解できないでもない。だが、お嬢様から転落したシャーロットからして見れば、それこそ「贅ぜい沢たく言ってるんじゃないわよ」という心しん境きようになってくる。そんなシャーロットの怒りを読み取ったらしいエロールが、夕日を弾はじく金きん髪ぱつを乱らん暴ぼうにかき上げながら笑った。

「お嬢様育ちのあんたに理解できるとは思えないし、理解してもらおうとも思わないけど、メイドの子にはメイドの子なりに色々あるんだよ」

「頑張って跡取りらしくあろうとか、理解し合おうとか、思わないわけ？」

「残ざん念ねんながら微み塵じんも。所詮はメイドの子なんでね。──だから、いくら粘ねばってもあんたの目的は」

「……結構よ」

（馬鹿、なにを言おうとしてるのシャーロット。出て行くとかほざいてるけど、とりあえず今は間違いなくこの家の跡取りなのよ）

　拳こぶしを震わせる自分に、理性が制止をかける。

　普段のシャーロットなら、敵視するような視線を受けようが、蔑むような視線を受けようが、「ここはこうやって切り抜ければ」と猫をかぶった自分が冷静に考えていて、そのとおりに行動できる。──けれど一度猫を脱ぎ捨ててしまった今、シャーロットは止まれなかった。

「仮に私が玉の輿こしを狙ねらってるんだとしても、あなたなんて、こっちから願い下げよ！」

「なっ……！」

「そりゃあ、あなたにも色々あるんでしょうけど──でも、私にはメイドの子っていうのを言い訳にして、跡取りっていう重じゆう責せきから逃げてるようにしか思えないもの」

　虚きよを衝つかれたエロールが目を見開いた。シャーロットのいきなりの反撃に強張っていた顔が、戸と惑まどいの表情に変わる。

「私は確かにお嬢様だったけど、その前は普通の家庭で、いわゆる成り上がり者だわ。最初のうちは成り上がりの娘って何度も言われてた。──でも、言われなくなったわ。言わせないように、頑張ったもの」

　エロールは自分に似ているところがあると感じていた。だからこそ、見ていて苛々するのだ。

　そしてその思いは、そのまま口から溢あふれ出す。

「『所詮はメイドの子だから』。あなたはさっきそう言ったし、きっとこれからも言われるわ。でも、だからなに？　認めさせてやればいいじゃない。少なくとも、私にはそれが跡取りを放ほう棄きするに足る理由だとは思えないわ！」

　勢いに任せて言い切ると、シャーロットはドアに突進した。バタン、と派は手でな音を立てて廊下に飛び出すと、ずるずるとドアを背に座り込む。

（やっちゃったわ……）

　猫をかぶるのは得意なはずだった。どんなことを言われても、笑顔でやり過ごすスキルは磨いてきたはずだ。

　それなのに。

（……見つかって、素の状態で喋しやべってたから？　それとも鬱うつ憤ぷんがたまってたから？　ああもう、どっちにしたって最悪だわ）

　どこの世界に貴族の主人にタメ口をきいて、挙あげ句く偉えらそうに説教をするメイドがいるというのか。しかもメイド長や子守ナースメイドならともかく、シャーロットは最下位の兼業メイドなのである。

　これに腹を立てて解かい雇こしてくるような人には見えなかったが、それにしたって気まずい。顔を合わさない今はいいが、シャーロットの予定としては自分の優秀さを見せつけて、すぐさま出世していく予定だったのに。

　頭を抱えていたシャーロットは、次の瞬間、青かった顔をさらに青くした。こつこつと何者かが廊下を歩いてくる音が響いてきたからだ。

（どうしよう、マイヤー夫人だったら──）

「──あら、シャーロット。どうかしたの？　大丈夫？」

　慌てて立ち上がって身構えたものの、聞こえてきたのは明るい声で一気に肩の力が抜ける。どことなく張りつめたシャーロットに驚いたように目を瞠ったのは、メイド長のリンダだった。

「いえ、大丈夫です」

「そう？　──あ、ここの部屋、掃除終わった？」

「あ、ええと、その」

　しまった、と顔が引きつる。結局掃除などなにもしていない。しかも掃除道具は中に置きっぱなしで、おまけに中にはまだエロールがいる。

（ああ、私って、普段あまりに完璧だったから予定どおりいかないことに弱かったんだわ……）

　頭をかきむしりたくなる衝しよう動どうを抑えながら、シャーロットは曖あい昧まいな笑えみを顔に貼りつけた。

「あと、ちょっとです」

「そう？　ならいいけど。なにかあったら遠えん慮りよなく──」

　ふっとリンダは言葉を切って、閉まったままのドアに視線を向ける。特に装飾が施ほどこされているわけでもない、なんの変へん哲てつもないドアを凝視する様は、中の様子を透とう視ししているようにしか見えず、シャーロットは背中が冷たくなるのを感じた。

「なにか音、聞こえなかった？」

「……机に立てかけておいたモップが、なにかの弾はずみで倒れたんだと思います」

　ドアノブに手をかけようとするリンダをさりげなく阻はばむと、リンダは一瞬不審そうな顔をした。整った片かた眉まゆを上げてシャーロットの顔とドアを交互に見やる彼女は、しかしそれ以上なにかを追求してはこない。

　すぐにいつもの笑みを浮かべて「ま、いいわ」と髪をかきあげる。

「じゃ、最後までよろしくね。──ところで、お坊ちゃま見なかった？　クラウスが捜してるんだけど」

「い、いいえ」

　声は震える一歩手前だ。

（絶対この人、気づいてるわ……）

　焦あせるシャーロットに対して、リンダの口調はどこまでも普段どおりだった。

「ならいいわ。とりあえず、もし万が一見つけたらクラウスが捜してたって言っておいて頂ちよう戴だい」

　リンダはそれだけ言うと身を翻し、階段の方へと足を向ける。けれど数歩歩いたところで一度振り返り、シャーロットではなくドアの方に目を向け、その目をすっと細めた。

「どこかでかくれんぼされてるのかしらね。──シャーロット。あなたもあんまりまったりしてちゃだめよ。厨房が人手足りなさそうだから」

　はい、と引きつった笑みで答えることしか、シャーロットはできなかった。
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　マイヤーに怒られてから、シャーロットは朝一番にエロールの勉強部屋での仕事をこなすようにしている。冬の朝日は遅く、すべての仕事を終え厨房へ向かう頃にようやく太陽が顔を出すといった具合なので、この部屋を訪れるときはいつも真っ暗だ。

（さあ、今日もやるわよ）

　開け放った窓から冷たい風が入ってくる。あっという間に手の感覚が消えていったが、シャーロットは鬼き気きとした表情で暖炉の火格子を磨いた。

「ふっ、今日も完璧だわ！　私、知ってるんだから。マイヤー夫人がなにか文もん句くを言えるネタ、ご丁てい寧ねいに毎回探してるんだって」

「ああ、してるな。んで、なにも見つけられなくて悔しげに顔歪ゆがめてるぜ。よかったな」

「──っ!?」

　独ひとり言ごとに相あい槌づちが返ってきて、シャーロットは勢いよく振り返る。

（な、なんなのよ。なんでいるのよ。いっそ幽霊とかの方がよかったわよ！）

「……おはようございます、お坊ちゃま。しかしまだ時間が早いですし、どうぞ私に構わず寝室に、」

「普通に話してくれていいぜ？　この前あれだけ素す敵てきな啖たん呵かきってくれたんだ、今さらだろ」

「…………なにか、用？」

　今まで猫を完璧にかぶってきたからこそ、剝はがれたあとの対処に慣れていない。思わず一瞬つまってしまい、シャーロットは投げやりに答えながら視線を泳がせた。

（まいったわね……）

　あの日。

　リンダと別れたあと掃除をするために恥はじを忍んで再び足を踏み入れた部屋に、エロールの姿はなかった。あの部屋は隣にある彼の寝室と直接繫つながっているドアがあるので、そちらから部屋を脱したのだろう。

　だから顔を合わせるのはあの日以来──約一週間ぶりのことになる。

（怒ってる感じは、しないけど……）

　もっとも、本気で彼の怒りに触れたとしたら、伯爵やクラウス、リンダあたりに話がいって、シャーロットはとっくに城を叩き出されているだろう。それがない、ということは、彼も少しは思うところがあったはずだ。

　シャーロット自身、分不相応なことは言ったと思うものの、間違ったことを言ったとは思っていなかったので、謝りたくないという思いもある。

「……私、仕事があるんだけど」

　沈ちん黙もくがなんとなく居いた堪たまれない。そもそも「メイドの仕事をいい加減にやるんじゃない」的な感じに難なん癖くせをつけてきたのはエロールなのだから、と心の中で言い訳をして、シャーロットは彼に背を向けると、暖炉の前に膝ひざをついた。

（ど、どうしよう……）

　石炭を足してマッチで火をつければ、ぼわっと部屋が明るくなる。そんなふうに流れるように決められた手順を踏みながらも、シャーロットはかなり困惑していた。

（すっごく、やりにくいわ）

　相手の出方を推おし量はかり、その中で自分が優位に立てるように立ち回る。──そうしてシャーロットはセネット家でもクリフォード女学院でも、基本的に自分の思いどおりに周囲を動かしてきた。

　それなのに不意を突かれたせいか、エロール相手だとつい主導権を握にぎりそこなってしまう。──綺麗に隠してきたはずの本性が、ずるりと引き出されてしまうのだ。

　そんなことは初めてで、シャーロットは柄がらにもなく、とてもドキドキしていた。

「ねえ。ちょっと、」

「火、つけたなら早く窓閉めろよ。寒いだろ」

「……ようやく喋ったと思ったら、なによそれ。寒いなら自分の部屋に戻ればいいでしょ」

　またもや出で鼻ばなをくじかれた上、偉そうにそんなことを言われてつい声こわ音ねが固くなる。それでも正論は正論だったので、シャーロットは渋しぶ々しぶ立ち上がり、窓の方へと向かった。

「あなた、なにしに来たの？」

「『期待の新人メイド』の見物をしに。よくやってるらしいじゃん」

「まさかと思うけど評判聞いて回ったの？　まあいいわ。それで、分かってくれたわけ？」

「ああ、まあ──」

「そうよ。私はちゃんと全力で頑張っ」

「──メイドの前でも、激しく猫をかぶってるってことはな。話聞いてて、最初誰かと思ったぜ。ある意味感心した」

「…………」

　シャーロットは一瞬、カーテンを引きちぎりたくなった。

（ほんと、なにしに来たわけ？）

　前のようにシャーロットを非ひ難なんするわけではなく、かといって誤ご解かい（「よくやってるらしい」と言ったのだから、とりあえず、「なめきっている」から「それなりに真ま面じ目めに仕事をしているらしい」程度の認識には格上げされたはずだ）を謝しや罪ざいするわけでもない。なにがしたいのかまったく意図が読めず、シャーロットは首を捻ひねるしかない。

（……見物しに、ね）

　関心を抱いたので見物に来た。──背中に注そそがれる視線は、その表現が一番ぴったりとくる気がする。シャーロットは一度ため息をついて、不ふ機き嫌げんを隠さない顔で振り返った。

「私がみんなの前で猫かぶってるとか、仕事をしてるとかしてないとか、あなたには関係ないでしょ。近々ここを出てくって言ってたじゃない」

「関係あるんだな、それが。予定を変更して、もうちょっとここにいることにしたもんで」

「はあ!?」

「なんだよ。出て行くなって言ったのはそっちだろ」

（そこまで言ってないけど……）

　涼しい顔で言い放つエロールを見ながら、でも、とシャーロットは考える。

　それはつまり、先日のシャーロットの発言に、少しは心を動かされてくれたということだろうか。

（それもあって、今日、私に会いに来た……？）

　もしや遠まわしに感謝でも伝えられてるんだろうか。そんな限りなく好意的な解かい釈しやくは、エロールの次の発言により一気に彼方かなたへと飛び去った。

「しばらく伯爵家にいる。跡取りらしくもしてやるよ。──だから、もちろん、協力するよな？」

「……なにが『だから』で『もちろん』なのか、聡そう明めいな私の頭ず脳のうをもってしても、まったく理解できないんだけど」

「あれだけ啖呵切っといて言い逃げする気かよ。それに成り上がりっぷりには自信があるんだろ。だったらあんたに協力してもらった方が色々と効率がいい。俺は無駄なことはしたくないし、マイヤー夫人に一から十まで手取り足取り習うのは御ご免めんだぜ。──ってわけで、協力するよな？　ていうか手伝え」

（なんて自分勝手なの……！）

　シャーロットは日ごろの自分を完全に棚たなに上げそう思う。お坊ちゃまとメイドという関係を考えれば確かにおかしくないのだが、どうしてこうも釈しやく然ぜんとしないものを感じるのか。

「立派な跡取りっぽくなったら、適当にその辺のお坊ちゃんと交流深めてあんたに紹介してやるよ。そうすればあんたにだって悪い話じゃないだろ」

「ああ、それなら次男か三男で。ミセスがそっちの方がオススメって言ってたし。とは言っても、別にあなたの協力がなくても捕まえる自信は十分あるし、それに……」

　一度言葉を切ると、なんだよ、とエロールが片眉を上げる。

　このままでは彼のペースに巻き込まれるだけだ。そう判断したシャーロットは一度深呼吸をすると、自分に流れを呼び込むためにも本音を告げることに決めた。

「すっごく正直に言うわよ。私、あまりあなたに関わりたくないの」

「……へえ？」

　今までそんなことを言われたことがなかっただろうエロールは、驚いて一瞬だけ目を瞠った後、すぐに興味深そうに目を細めた。

（なんか、墓ぼ穴けつを掘った気がするわ）

　エロールの反応を見て嫌な予感を覚えるが、もう遅い。

「お坊ちゃまに目をかけられたら、普通喜ぶもんだろ。残念の代名詞みたいな貴族ならまだしも、俺だぜ？　猫かぶってるときのあんたなら、とっくに頷いてんじゃないか？」

「そんなことないわ。今みたいに無理矢理迫せまられたら、そうね。頰を染めて俯うつむいて、でも恐れ多くてとか言ってこの場から逃げ出したりしてると思うけど」

「分かんないな。あんた、のし上って復讐したいんじゃないのか？　みすみすチャンス捨ててどうするんだよ」

「だって、そもそも私は兼業メイドで、お坊ちゃまと顔を合わせられるような立場じゃないし」

「それこそ今さらだろ。それに誰も堂々と会おうなんて言ってないぜ」

「なにそのメイドと若君の秘めた恋の典型的なパターンみたいなの！　そんなことしたら、私、身の破は滅めつじゃない!!」

　跡取りを「メイドとの駆け落ち」という形で失った伯爵は、メイドを毛嫌いし、かなりそういった部分にも敏びん感かんになっている。その状況下でこんな怪あやしいことをしていたら、どう考えても即解雇だ。

　もし仮に大丈夫だったとしても、「シャーロットがお坊ちゃまと少し親密」とばれるだけで周囲から物凄い嫉しつ妬とを受けることになるだろう。折角頑張って築きずき上げた「頑張る新人」像をいきなり崩されるのはごめんだった。

　パトロンを見つけるにしても、「あの子なら目に留とまっても仕方がない」と思わせるだけの足場固めは大切だとシャーロットは思っている。

（それに、なんていうか。このお坊ちゃま、苦手なのよね……）

「……あんた」

　思いのたけをありのままぶちまけると、エロールは一瞬毒どく気けを抜かれたような顔をして、次いで声を立てて笑いはじめた。

「ほんっとに、自分のことしか考えてないのな」

「あなたにだけは言われたくないわ。それに保身に走ってなにが悪いのよ。私は自分が一番可愛いわ！」

「確かに保身は大事だな。──じゃあ」

　ひとしきり笑ったエロールは、まだ緩む口の端を上げる。その刹せつ那な、取り返していたはずの主導権をまた取られた、とシャーロットは感じた。

「あんたの猫かぶり、メイドたちにばらすぜ？」

「なっ」

「俺にぶちまけたあんなことやこんなことも。──『期待の新人メイド』はどうなるんだろうな」

　いつの間にか近づいていたエロールが、シャーロットの肩を摑む。決して力は強くなかったが、逃がさないぜ、と宣言されている気がした。
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　お坊ちゃまと下したっ端ぱのメイド。おまけに「猫かぶり」という自身最大の秘密を握られたとあっては、シャーロットはエロールに従うしかない。

　それは分かっている。だがしかし。

（なんでこんなことになってんのかしら……）

　昼間はマイヤー夫人が占せん拠きよしている椅い子すに座りながら、シャーロットはそう思わずにはいられなかった。

「『シャーロットですか？　頑張っていますよ。何事にも一いつ生しよう懸けん命めいですし、気が利ききますし』って、この間メイドが褒めてたぜ。良かったな」

「それはどうも。ま、当然でしょ。──でもね、エル」

　頰ほお杖づえをつきながら「褒めてつかわす」と言わんばかりにこちらを見ているエロールを、シャーロットは思わず睨にらみつける。

「宿題教えろなんてくだらない理由で人の睡すい眠みん時間を一時間も奪ったくせに、始める前からまったく関係ない話なんていい根性してるじゃない」

　ポケットの中で、握りしめた紙がくしゃりと音を立てる。──「明日の朝、この時間にあの場所に来い」といった趣しゆ旨しのことが綴つづってある、エロールからの手紙だった。

（……ああ、ほんと、なんでこんなことになってんのかしら）

　とりあえず手紙の交換をはじめたのは、シャーロットの失しつ言げんがきっかけだった。

『フランス語、苦手なの？』

『苦手もなにも、今までまったく縁がなかったんだぜ？　それにあんたの親父と違って海外で一ひと旗はた上げる予定もないし。やる気になれって方が無理だろ』

『困るわ、ちゃんとやってくれなくちゃ』

『なんでだよ』

『フランス語は教養として必須だもの。私、あのひどい跡取りのとこのメイドだろ、なんて後ろ指さされるの嫌だし、しっかりしてよね。主の評価はそのまま使用人の評価に繫がるんだから！』

『──だったらあんたの評価のためにも、俺のフランス語、面めん倒どう見てくれるよな？』

　前と同じパターンだ。そう言われて断れるわけがない。だがしかし、いくらエロールがシャーロットの前にどこからともなく湧わいてくるといっても、みっちり勉強が見られるほど一緒にいるわけでもない。──そんな中で、学習方法を丸投げされたシャーロットが「毎日読んだり書いたりをコツコツ続けるのが一番だと思うの」という言葉と共に提案したのが、手紙のやりとり（添てん削さくつき）だった。

（まさか真面目によこしてくるとは思わなかったけど）

　本に挟んでおけばいいか、と言ったのはエロールの方だったが、その場のノリで言っただけだろうと思っていたので、次の日本当に手紙が机上の本に挟んであるのを見たときは面めん食くらったものだ。

（……それだけじゃないわ。いつの間にか『エル』って呼ばされてるし）

　あれはこの関係がはじまった後、三度目くらいに顔を合わせたときのことだ。気まぐれのように「エルって呼べ。じゃないと……」と言われ、そのまま、そう呼ぶことになってしまっていた。

（なんか、これって完全に馴なれ合──）

「──じゃないのか？」

「え？」

「だから、誰に訊いてもあんたの評判はいいけど、メイドの仕事、嫌じゃないのか？　なんでそこまでできるんだ？」

「そんなこと、決まってるじゃない。無む能のう扱いされるのなんて耐えられないし、上手く成り上がって、みんなにちやほやされたいからよ。──むしろ」

　あなたは、と言いかけて一度口を閉じる。

　俺は早々にこの家を出て行くつもりだから。──そう告げられたときに彼から感じた、諦めにも似た感情が、ずっと引っかかっている。メイドの子にはメイドの子なりに色々あると言ったエロールの事情を、シャーロットはまだ、なに一つ知らなかった。

　それでも、踏み込んでいいのか迷っていると、「俺が、どうしてここを出て行きたいって言ったのか、知りたいのか？」と驚くべきことにエロールから話を振ってきた。

「聞きたいのなら話してやってもいいけど、別にそう面おも白しろい話でもないぜ？」

「それでも、知りたいわ」

「……母さんが地位や財産目当てに父さんをたぶらかした女め狐ぎつね扱いになってたり、その子供である俺がじーさんにまるで信用されてなかったり、俺の使用人だったって過去が恥はずべきものって扱いになったり、そのせいで奥様が静養のためって建たて前まえで口くち封ふうじよろしく田舎いなかに引越しさせられたりしたからな」

「それ、は」

　エロールの、大きくもなければ小さくもない声は、ひどく淡たん々たんとしている。そこには悔しいという感情も悲しいという感情もなく、ただ事実のみがあった。

「そもそも、跡取りになる気もなかったし。クラウスに『とりあえず伯爵に会ってくれ』って言われてここに来たら、そのままそういうことになってたんだよ。俺の保護者はじーさんだから、俺はじーさんの言うことを聞く義務があるんだとさ」

　エロールがシャーロットから視線を外し、すっと白い壁に走らせる。

「ま、そんな感じで、あんまり喜ばしい感じじゃなかったんだよ。だから、な」

　上手い相槌も浮かばないまま、シャーロットはただエロールの視線を追った。その先では、金色の太い額がく縁ぶちの中から若い男が微ほほ笑えみかけている。目が行くのは、エロールと同じ蜂はち蜜みつを溶かし込んだような濃い金の髪だ。

　その隣では横長の額の中に二人の人物が並んでいる。椅子に座る口ひげを生はやした紳しん士しと、隣に立つ無む邪じや気きな笑みを浮かべたエロールほどの少年。紳士は一いつ見けん厳格そうに見えるが、目には優しい光が見てとれる。

　それが誰なのかシャーロットは知っていた。大広間にはまだなにも懸け念ねんすべきことなどない頃の家族の肖しよう像ぞうが飾ってあったからだ。

　いつかあのようにエロールの絵が飾られることもあるのだろう。だが、彼の母は永遠に当主夫人として認められぬままこの世を去ってしまった。

（エルが立派な跡取りとして認められれば、メイドだったお母様も……）

　認めさせてやればいいじゃない。そう自や棄けになって言い放ったシャーロットの言葉が、おそらくエロールがここから出て行くのをとどめるきっかけになった。

　ならば、きっと。

（自分が認められたいんじゃないわ。きっと、お母様や先生を認めさせたいのよ）

　エロールは口を開かない。だから、確証はない。けれどエロールのどこか遠くを見る緑の瞳を見て、シャーロットはなんとなくそう思った。

（なんだ。最悪としか思ってなかったけど、いいところもあるじゃない）

「エル、その」

「……なんて、な」

　急に声に感情が戻る。絵画からこちらに顔を向けたエロールは、もういつもの、ちょっと軽そうな彼だった。

「ほら、なにぼーっとしてんだ」

　この話は終わりだと言わんばかりに、エロールが机を掌てのひらで叩たたく。

「さっさと宿題やるぞ。終わらなかったらどうしてくれるんだよ」

「…………あなたねえ」

　しんみりとした雰囲気を一いつ気きにぶち壊されて、シャーロットはこめかみを押さえた。

（同情して、少しは好意的に思ってもいいかなって思った私が馬鹿だったわ）

　それでも、とシャーロットはマイヤーからの宿題を机に広げはじめたエロールを横目で見ながら思う。エロールはエロールなりに苦労している。それを知ってしまった以上、彼への見方が以前とは異なってしまうのは仕方がないことだろう。

（……って、いけない。絆ほだされかけてるわ。深入りしてどうすんのよ）

　エロールとあまり親しくしない方がいい。その見けん解かいは今でも変わっていないのに。

　当初の華か麗れいかつ壮そう大だいな計画がガラガラと崩れ落ちていく音がした気がして、シャーロットは頭を振ると、意識を切り替えるように一度ぎゅっと目を閉じた。

「これだ。なんとかしてくれ」

「新聞……？」

　冬の早朝だけあって、まだ日が昇る気配は微塵もない。手元のランプをさらに近づけてみると、文字がぎっしりと綴られた紙切れが闇の中から浮かび上がった。

「……フランスのね。見覚えがあるわ」

　自分の記憶の中にあるものとは微妙にレイアウトが違う気もするが、右上に印刷されている社名には見覚えがあった。昔、己がフランスに住んでいたときに毎朝家に届けられていたものに相そう違いない。

「これを読めって？　あなたに？　マイヤー夫人が？」

「なんか注文してあった本が届かなかったらしくて、代わりに。『最近とてもよく学んでいらっしゃいますし、聡明なお坊ちゃまならきっとお読みになれますわ。それほど難しい記事ではございませんし、是非挑戦なさってみてくださいませ』だと」

　エロールのねっとりとした声真ま似ねは、地味に上手かった。

「ふうん、焦ってるのかしらね。メイドとかに完全に嫌われてるし、分かりやすく成果を上げて確かつ固こたるポジションを確立したいって感じかしら」

「まあ、あのオバサンのことはどうでもいいんだよ。──で、これ、なんの話なんだ？　とりあえず金と犯罪の話をしてることだけは分かったけど」

「ええと……」

　暗いので目を眇すがめながらシャーロットはざっと記事に目を走らせる。

「誘ゆう拐かいと身みの代しろ金きんの話か？」

「……違うわ。確かに金と犯罪だけど、成りすまし詐さ欺ぎの話ね。──ええと、これが偽にせ者ものって単語で」

　順を追って説明をしていく。伸ばした指先が冷たい水であかぎれているのは、意識すると痛いので見なかったことにした。

「つまりこの金持ちに成りすまして、莫ばく大だいな金を融ゆう通ずうしてもらって逃げたと。……騙だます方も騙す方だけど、騙される方も馬鹿だろ、これ」

「ほんとよね。でもまあ、人ってもっともらしく言われると簡単に信じ込んじゃったりするし」

「俺より貴族っぽいやつが『そいつは偽者で俺が本物だ！』とか名な乗のり出たら、みんな絶対騙されるぜ。賭かけてもいい」

「……胸張って言うことじゃないわよ」

　口ではそう言いつつも「確かに」とつい思ってしまい、シャーロットは大きなため息をついた。




　使用人歴十八年のエロールは、朝早く起きることがまったく苦にならないらしい。だから手紙で呼び出されるときは、たいてい誰もがまだ寝静まっている早朝が指定されていた。

（……夜に、なんて珍しいわね。そりゃ、人目につかなきゃいつだっていいんだけど）

　シャーロットは受け取った手紙を矯ためつ眇めつする。夜──それも日付が変わる頃に来てほしいと書かれていることと、指定されている部屋がいつもの場所ではないこと以外は、いつもの手紙と変わらない。

　完璧にはほど遠いフランス語で、たわいもない話（おもにマイヤー夫人の悪口）が書かれているだけだ。

（なにかしら。こう、もやもやするっていうか）

　もう三十分は睨めっこしているのだが、なにかが閃ひらめくわけでもない。時計の長針が十一を指したので、シャーロットはこっそりと部屋を抜け出した。

（……なんで、ここなのかしら）

　指定された場所はエロールの部屋からは遠い。綺麗に掃除はされているものの久しく使われた形跡がないここが、昔エロールの父親が使っていた部屋だということをシャーロットは知っていた。

　造りと家具の配置としては、エロールの勉強部屋と大差ない。ランプをかざして、ぐるりと部屋を見回しエロールがまだ来ていないことを確認したところで、背後でドアが開く音がした。

「あ、エル。どうしてこんな部屋を──」

「──エル、ねえ？」

「……ミセス」

　どうして、と口は動くが言葉が出ない。

　リンダは黙だまったままドアを閉めると部屋に鍵かぎをかけ、改めてシャーロットに向き直る。メイド長の証あかしでもある、腰に提さげられた鍵の束たば。それがじゃらじゃらと立てる音を恐怖に感じたのは初めての経験だった。

「こんな時間になにをしてるのかしら、シャーロット」

　決してきつい声音ではなかったが、言い逃のがれができないような圧あつ力りよくがあった。どうしよう、とシャーロットは下唇を嚙む。

「エル。今、そう言ったわよね。うちで働く使用人三十名ちょっと。あたし、全部の名前言えるけど、エルって略りやくされる名前の持ち主にはちょっと心当たりがないのよね」

　もうだめだ、とシャーロットは息を吐いた。

　すべて分かっているのなら、いっそ頭ごなしに叱しかってくれた方がどんなに楽だろう。

「一応確認しておくわ。──お坊ちゃまと、交流があるのね？」

「……はい」

「手紙の交換をして、時々、会ったりもしてるのね？」

「…………はい」

　項うな垂だれるしかないシャーロットに、リンダは困ったように笑った。

「お坊ちゃまのフランス語が、メキメキ上達してるらしくてね。それはまあ、いいことなんだけど、この間マイヤー夫人に『もう新聞記事が読めるようになりました』って自じ慢まんされて。これはブレインがいるんじゃないかって、クラウスと話してね」

「…………」

「フランス語できる人なんて、限られてるのよ。中には英語だって自分の名前がやっとって人がいるくらいだし。──ましてや、完璧に添削ができる人間なんて、ね」

（こんなところから足がつくなんて……！）

　唇をぎゅっと引き結ぶ。

　シャーロットは生まれて初めて、自身の有能さを恨うらんだ。

「あの手紙は、」

「お坊ちゃまの手紙を回収して、クラウスに真似して書かせたわ。悪かったわね、騙して」

「いえ……」

「一応言っておくとね。クラウスは、もうちょっと様子を見たらどうかって言ってきたわよ。だからこれは、あたしの独断。──ねえ、シャーロット」

　壁にもたれかかるように立ちながら、彼女は豊かな胸の前で腕を組む。足元に置かれたランプに照らされた顔には苦い笑みが見てとれ、呼びかける声も固い。

「あたしね、人間って二種類に分けられると思ってるのよ。男と女。上司と部下。主人と使用人。──持つ者と、持たざる者」

「ミセス……」

「見た目は一緒。しかも、同じ地面を踏みしめて、同じ空を見て、同じ空気を吸ってる。だから勘違いしちゃうのよね。手が届くかもしれないって」

　リンダは諦めたように笑った。いつものように明るい潑はつ溂らつとした雰囲気が、まるで噓のような儚はかない笑みだ。

　腕を解いて宙に手を伸ばす。なにも摑むことができないそれは、他のメイドほどではないといっても、荒れた労働者のものだ。

「馬鹿よねえ。見えないけど強固な壁が、確かにあるのに」

　一言一言が胸に重く沈みこむ。それはシャーロットが自分の行動をやましく思っているだけでなく、リンダの言葉自体が重みを持っているからだ。

（なにが、あったのかしら……）

　彼女の紡ぐ言の葉の中に、やるせなさや切なさが入り混じっているような感じがするのは、どうしてなのだろうか。

「……あなたが訳ありで、本当はこちら側の人間じゃないことは分かってるわ」

　不意に言われて、シャーロットははっと顔を上げる。

　リンダはこちらを見ていなかった。じっと伸ばした手の先を見たまま、すべて分かっていると言わんばかりにあっさりと続ける。

「お坊ちゃまと、色恋とはちょっと違う関係っぽいのも分かるわよ。どうせ今日だって、『またフランス語の宿題手伝わされるのかしら』ってくらいの気持ちで来たんでしょ？　手紙をわざわざフランス語でやりとりしたり、まったく甘あまやかな感じじゃないものね」

（なんか、お見通しって感じだわ……）

「お坊ちゃまはね、確かにあなたのおかげでやる気になってるわ。だからあの堅物……マイヤー夫人の機嫌もいいし、伯爵もしかり。城は平和よ。気味悪いくらいね」

　おどけたように肩をすくめたリンダを、シャーロットは驚きをもって見返した。

（ちゃんと、見てるんだわ……）

　どんなに若く見えても、普段ふざけていても、リンダはみんなのことをよく見ている。自分には時とき折おり遠くから見かけるマイヤーがとても機嫌が良いようには見えない。

「だって眉み間けんの皺しわが一本少なくなったもの」

　リンダは軽く言ってのける。冗談のようであながち噓ではないのかもしれないと、シャーロットは思った。

「……でもね。どんなに上手く隠しても、きっといつかばれるわ。そしてことが露ろ見けんした時、周囲はあなたたちの関係を正確には見てくれない」

　宙に伸ばしていた手を、リンダはシャーロットに向けた。突きつけられた人差し指が、目の前でぐるぐると円を描えがく。

「あなたのこともそう。どんなに教養があって、お坊ちゃまの役に立ってて、凄い過去を持っていても、今はメイド。それで終わり。──特に旦那様はメイドがお嫌いだから。理由は言わなくても分かるわね？」

（分かってるわよ。──ずっと、危き惧ぐしてたんだから）

　もともと、上流階級に属する者は労働者階級を下に見る。それに加え、伯爵はメイドに奪われる形で跡取り息子を失っている。そのときの恥や憎ぞう悪おを思えば当然のことだった。

「あなた、クラウスに拾われたんでしょ？　なにがあったのかさすがに知らないけど、もし追い出されたら、行くところあるの？」

「…………」

「若い女が、紹介状もなしにクビになって放り出されて。簡単に次の働き口が見つかるはずがないわ。どんなに大変か、クラウスは分かってないから悠ゆう長ちようなことが言えるのよ」

　リンダの口調が次第に熱を帯おびて早口になっていく。シャーロットに向けられていた手が下ろされ、腿ももの横で握りこまれた。

「いつだって、被害に遭あうのは弱い者よ。『愛してる。君さえいればなにもいらない』。口ではそんなこと言っちゃってもいざとなれば怖おじ気けづく。──旦那様には申し訳ないけど、あたしは、お坊ちゃまのお母様が羨ましいわ」

「なにが──」

　あったんですか、と言いかけ、シャーロットは口をつぐんだ。

　訊かなくても大体の察さつしはついたし、なにより向けられた有う無むを言わせぬ笑顔が恐ろしかった。

「あたしも若かったのよ。あんな馬鹿息子に引っ掛かるなんて」

　言って、リンダは質感のある胸元までの亜あ麻ま色の髪をかきあげる。

「とにかく、あなたにあんな思いはさせたくないの。あたしやクラウスが庇かばい立てしても、旦那様に言われたらどうしようもないの。──忠告はしたわよ、シャーロット」

「……はい」

「特に最初の発言。あれ、気をつけなさいね」

　リンダは決して叱る口調ではなく、言い含ふくめるような口調で続けた。

「大方、お坊ちゃまに頼まれたんでしょ？　シチュエーションも予想がつくわ。でもね、周りはそう思ってくれない可能性が高いの。誰が聞いてるか分からないし、普段そう呼んでると、咄嗟のときに出ちゃうしね。──分かった？」

　シャーロットが神しん妙みような顔をして頷くと、リンダはようやく表情を和やわらげた。

「なら、行ってよろしい」

　リンダは大たい儀ぎそうに言って口くち許もとを緩め、ドアの鍵を解放する。しかし青い瞳はまだなにか言いたげに揺れていたので、シャーロットはその視線から逃れるように、挨あい拶さつも早々に部屋から転がり出るように脱した。
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「リンダ、入るぞ」

　返事を待たずにドアを開けた不届き者の姿を、机に腰かけ足をぶらつかせていたリンダは睥へい睨げいした。視線の鋭さに、侵入者はため息と共に足を止める。

「……なにを言ったんだ。シャーロットが蒼そう白はくな顔をしていた」

「別に、事実だけよ」

　リンダは不機嫌さを隠さないまま答え、長い足を組んだ。

「そういえば聞いてなかったけど、あなた、どうして賛さん成せいなわけ？」

「別に賛成とは言っていない。もう少し様子を見てもいいと言っているだけで」

「同じことでしょ」

「……彼女は間違いなく、お坊ちゃまにいい影響を与えているからだ」

「そりゃあね。跡取りとしての自覚を持ったのも、勉強に意欲を見せるようになったのも、全部あの子が来てから。それにあの子、明らかに下層の生まれじゃないし……。綺麗な発音とか、メイドとしては浮きすぎてる物腰とか、全部お坊ちゃまにとってはいい影響になると思うわよ」

「──なら」

「あたしもね、あなたが進言してるとおり、同じ年頃の話し相手……ていうかお友達？　は必要だと思ってるの。でも、それはメイドの仕事じゃない。少なくとも、兼業メイドのシャーロットの仕事ではね」

　おそらくクラウスは、誰よりも「お坊ちゃまのため」を思って行動している。迎えに行き、エロールのこれまでの生活を実際に目にし、思うところが色々とあったのかもしれない。

　しかし言いよどむ執しつ事じに対し、リンダはきっぱりと言い放った。

「聞いてるわよ。旦那様、とうとうあなたの助言を聞き入れてここに一人招こうとしてるらしいじゃない。いいとこの娘さんなんでしょ？　そんな子に目をつけられたら、あの子、ここではもう……」

「……その、つもりではあったんだが」

　クラウスは手近なソファに腰を下ろすと膝の上で手を組んだ。視線はリンダを通り越し、背後の窓の外を見ている。つられるように視線を移すものの外は当然のことながら真っ暗で、なにが見えるわけでもなかった。

　リンダは再びクラウスに視線を戻し、形のよい片眉を上げる。

「依頼されたの、あなたでしょ？　なにかやらかしたわけ？」

「むしろなにもできていない。──見つからなくて、困っている」

「はあ？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げると、クラウスは本当に珍しく焦りの色を滲にじませて、栗くり色の髪を右手で無造作に摑んだ。

「世話になった貿易商が亡くなった。旦那様はその遺のこされた一人娘を、お坊ちゃまの話し相手ついでに引き取るおつもりらしい。──だが、名前すら分からないのでは捜しようがない」

「それは、また」

「奥方がフランス人だったからフランスの寄宿学校に入れているのではないか、と旦那様はおっしゃっていたが、それだけではどうしようもないから困っているんだ」

　本当に困惑した様子のクラウスに、リンダは少しだけ同情した。

　少し前、勘かん当どうした息子の所在を探すように命じられていた時も大変そうだったが、今回はそれ以上らしい。

「とりあえずフランスの新聞に尋たずね人として載せてみたが、今度は偽者がいっぱいだ」

「そりゃそうでしょうねえ。──でも、貿易商ってことは従業員とかいるでしょ？　その辺りから話、聞けないの？」

　自慢するつもりは微塵もないが、己の仕えるシンフィールド伯爵家は古い歴史を持ち、またそれに見合うだけの財力も持ち合わせている。最近増えた成り上がりや名ばかりの貴族とは格が違うのだ。

　その伯爵が「世話になった」という。ならば貿易商といえども、かなり大きな──豪商のはずだ。メイドとして人生の大半を過ごしてきたリンダは他の仕事について詳くわしくはないが、それでも従業員が一人も捕まらないというのはおかしな話だと思えた。

「どうやら船が沈没して破産したらしい。家財は押収。従業員も離り散さん。──平ひらの従業員は見つかったが、ご令れい嬢じようの名前など知らないと役に立たない。知っていそうな幹部は夜逃げ同然だ」

「やだやだ。──景気の悪い話は終わりにしましょ」

　肩をすくめたリンダは机の上からようやく飛び降りた。置時計を摑むと、短針はすでに一を回っている。

「あら、もうこんな時間。夜更かしは美貌の敵だから寝るわよ、あたし」

　壁にかかった丸い鏡を覗き込みながら肌の張りをチェックする。そこに映る華やかで美しいとかつて褒めそやされた自慢の顔は、少し疲れを帯びているような気がした。
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　そういえば、と上うわ役やくのメイドに話しかけられたのは、メイド数人で階段を磨みがいていたときだった。這はいつくばって内心「なんで、落ちないのよ、このっ！」と汚れに毒どくづいていたシャーロットは即そく座ざに猫ねこをかぶって顔を上げる。

「あんた、今は兼業メイドトウイーニーだけどさ。家ハウスメイドと台所キツチンメイド、どっちに進むつもりなんだい？」

「……そんな、まだ学ぶことが多すぎて、どちらかなんてとても」

「まあ普通は二年くらい下働きやるもんだけどね。あんた子供じゃないし、物覚えも凄すごくいいし、なんだかんだですぐに昇格できると思うよ」

（当たり前でしょ。兼業メイドで足あし踏ぶみをする私じゃないわ。やっぱり要よう領りようの問題かしらね）

　思わず緩ゆるみそうになる顔を引き締め、シャーロットははにかむような笑顔を作った。

（今はまだ、どっちって明確に答えをだすのは得とく策さくじゃないわよね。ギリギリまで家メイドの先輩にも台所メイドの先輩にも可か愛わいがってもらわなくっちゃ困るわ）

「どちらが合っていると思いますか？」

「そうだねえ」

　笑顔の裏でシャーロットがそんなことを考えているとは夢にも思わず、先輩メイドたちは手を止めないまま首を捻ひねる。

「手に職をつけたいのなら、台所メイドから料理人昇格かねえ。なんだかんだ、おいしいものが食べられたり役やく得とくが多いし」

「奥様もお嬢じよう様もいないから、この家で働く限り侍女レデイスメイドを目指すって手がないしね。ずーっと掃そう除じ。お給金がいいから、別に文もん句くないけど」

「あら、でもシャーロットくらい可愛かったら家メイドでも色々チャンスあると思うわ。お坊ぼつちゃまの教育がひと段落ついたら、色々と夜会も開かれるでしょうし。そしたら給仕で、ねえ？」

（……そうだ。私は別にメイド道を究きわめたいわけじゃないのよ）

　ああだこうだと勝手に盛り上がりを見せる話を聞きながら、シャーロットは改めて思い返した。

（のし上がって、ちやほやされて、ついでにクリフォード院長に向けて高笑いしてやりたいわけで……。この崇すう高こうな目標を見失っちゃいけないわ）

　お姫様になりたい。凄いと言ってもらいたい。ちやほやされたい……！

　その一いつ心しんで今までやってきたのだ。やりたいことを我が慢まんして、夜遅くまで勉強して、どんな反応を返したらいいかいちいち計算して──。

（貴族のお坊ちゃまを袖そでにしていい気分になるんでしょ！　なのにお坊ちゃまと妙みような感じにかかわって、しかも絆ほだされて、自分の立場まで悪くしてたら本ほん末まつ転てん倒とうじゃないの！）

　シャーロットはブラシを思い切り握にぎりこんだ。

（そりゃあ、エルも色々あったんだろうし、馴なれ合ってるうちに慣れてきちゃったし、嫌なだけってわけでもなくなってきたけど……）

「よし、階段はもういいかね。──シャーロット、ちょっと上の各部屋に石せき炭たんを足してきておくれ」

「はい」

　曇くもりない笑顔で答え、重い石炭バケツを階上に運ぶ間も、シャーロットの悶もん々もんとした思考は続き──。

（でも、やっぱりハッキリさせるべきよね。こんなことは良くないって。そりゃ、「追い出すぞ」とか言われたらどうしようもないけど、ミセスにばれたって言えばエルだって）

　よし、そうしよう。心に決めて晴れやかな気持ちで、一室のドアを開ける。

　──そして、そのままなにも見なかったことにして、ドアを閉めたくなった。

「なんだよ、その目」

（さいっあく。どうしてこう、絶妙なタイミングで前に現れるわけ？）

「シャーロット？」

「…………」

「言っとくけど、俺おれがあんたの前に現れたんじゃなくて、あんたが俺の前に現れたんだからな」

　大真ま面じ目めにそうのたまう似え非せお坊ちゃまは、ソファに腰掛け優ゆう雅がに新聞を読んでいた。悔くやしいが、それなりに絵になっている。──行ぎよう儀ぎ悪く机に足さえ乗せていなければ完かん璧ぺきだ。

（あのエルが新聞読んで……っていうより眺ながめてるだけって感じだけど、でも何事!?）

　しかもやけに機き嫌げんがいい、気がする。なんだか違い和わ感かんしか覚えなくて、ドアのところで立ち尽つくしていると、エロールが「こっち来いよ」と指で示した。

「なかなかいいタイミングだぜ」

「それより、私、あなたに話が」

　ドアを閉め、バケツを置いて近づき、改めてエロールに向かい合う。我ながら神しん妙みような顔をしていたと思うのだが、彼は「こっちが先だ」と見事に一いつ蹴しゆうした。

「あの、結構っていうか、かなり大事な話なんだけど」

「どうせミセスになんか言われたんだろ。大丈夫だって」

「いやいやいや、まったく大丈夫じゃないわよ。私の人生計画にはここから追い出されるようなこと、含ふくまれてないんだから！」

「その割にはでかい声だな。誰か来るぞ」

　知らず知らずのうちに声が大きくなってしまっていたらしい。からかうように言われて、シャーロットはぐっと黙だまり、代わりにエロールを睨にらんだ。

「ちょっと、」

「ほら。これ読んでみろ」

　エロールは持っていた新聞を無む造ぞう作さに机の上に投げる。そして足を机からどけ、改めて組み直した。

「その開いてあるページの右下だ」

　振り回されることに慣れてきたシャーロットは、諦あきらめにも似た境きよう地ちでエロールの横に座ると、彼が顎あごでしゃくった先に視線を落とす。そこにあるのは、前と同じ、あの新聞だ。

（まさか、また宿題じゃないでしょうね）

　エロールの意図がまったく分からないまま、眉まゆ根ねを寄せて活字を拾う。

「──え……？」

　三行ほど読み進めたとき、シャーロットは声を上げずにはいられなかった。ゆるゆると目が見開かれる。

　通常は広告が載のる紙面の右下。その六分の一ほどを使い書かれているのは。

「ちょっと、これ……」

　あまりお金に余よ裕ゆうがなかった頃も、「人々のニーズを探るのに情報は必要不可欠さ！」と、探っても活かせない父が、紅茶を飲みながら捲めくっていた新聞。

　その整然と並んだ活字が伝える内容を、咄とつ嗟さに理解することができなかった。

　頭が真っ白になり、けれども新聞から目が離せない。離してしまったら──いや、瞬まばたきをしたら文字がすり替わっているような気さえして、シャーロットの目は完璧に活字に釘くぎ付づけとなっていた。

「……尋たずね、人」

　震える声で、シャーロットは他に比べれば大きく太く目立つ字で書かれたタイトルを読み上げる。

　続く本文の内容はこうだ。

　先日事故死したイギリスの貿易商アーサー・セネットの娘を捜している。もし彼女の消息を知る者がいたらイギリスのシンフィールド伯はく爵しやく家に知らせてほしい──。

「良かったな。あんたのことだろ」

　そっけない物言いだが、興こう奮ふんをあえて押し殺しているような気さえする。シャーロットはただ動揺に揺れる視線を合わせ、無言のままこくりと一度頷うなずいた。

「……この新聞、どうしたの？」

「忠告しに来たミセスが『旦那様は、お嬢様を一人引き取られるおつもりです』って言ってたんだよ。それで、そのことをクラウスに訊ききに行ったら『これです』って貰もらった。解読は自力。盛大に感謝しろよ」

　引き取る、とシャーロットは口の中で繰くり返す。

　まるでアーサーの死を聞かされたときのように、現実ではないみたいだった。胸がいっぱいになっていて、言いたいことはたくさんあるのに、どれも言葉の形にならない。

「俺に話し相手が必要だろうって、クラウスがずっとじーさんに進言してたからな。それだろ」

（凄い。ここに、お嬢様として住めるの？）

　石炭や冷たい水と格闘するメイドではなく、傅かしずかれればいいお嬢様──否いな、爵位持ちならもうお姫様と言ってもいい──として伯爵家の城に。

　なんて素す敵てきなんだろう、とシャーロットは息を吐いた。伯爵の後ろ盾だてがあれば、向かうところ敵なしだ。

「その……ありがとう」

「……あんたが素直に礼を言うと、それはそれで不気味だな」

「感謝を要求したのはエルで──」

「──あら、まあ」

　幸せに舞まい上がっていたシャーロットの心が、第三者の驚おどろいた声によって凍こおりつく。

　兼業メイドとお坊ちゃまが同じ部屋にいることがまずありえない。同じソファに腰掛けるなど、もっての他だ。以前の平手を思い出したシャーロットは反射的に立ち上がり、さらにエロールから距離を置こうとしたが、エプロンを摑まれて動きを阻はばまれる。

「ちょっと……」

「なんのための新聞記事だよ。堂々としてればいいだろ」

　小声でたしなめても、エロールはどこ吹く風だ。そして、きらりと光る四角い眼鏡めがねの下のつった目は、両者のそんな距離の近さをしっかりと捉えていた。

「男女の話し声がするから何事かと思って覗のぞいてみれば……。お坊ちゃま、こんな所でなにをされているのです？」

　やけに優しい、耳につく声が俯うつむいたシャーロットの頭上から降ってくる。

「随ずい分ぶんと親しげなご様子で。使用人には節度ある態度で接してくださいませと、わたくしは幾いく度ども申し上げた記憶がございますのに」

「……はっきり言えよ、マイヤー夫人」

「ミセスを筆ひつ頭とうに、メイドとよく喋しやべっている、というのは聞いておりました。一人のメイドの評判をよくお訊きになられているとも。お坊ちゃまが一方的にメイドを気にされるのは、よくありませんが、今回は百歩譲ゆずって置いておきましょう。──しかし、わたくしの聞き間違いでございましょうか」

　ねちっこく外堀を埋うめていったマイヤーは、とどめをさすようにもったいつけてから声高に言い放った。

「そのメイド、お坊ちゃまのことを恐れ多くも『エル』とお呼びしたような気がいたしたのですが」

「…………」

「ねえ、伯爵様」

　勝ち誇ほこったような声こわ音ねで、マイヤーは半身になりつつ後ろを振り返った。顔を上げられずにいるシャーロットの横で、エロールがあからさまに顔をしかめ、舌打ちをした。

「じーさん……」

　足音が聞こえた。ゆっくりとした特徴的な足音は、シャーロットがここに来て初めて耳にするものだ。

　ずっと同じ屋根の下にいたはずなのに、ちらりとすら見たことがなかった。──本来は、それだけ、階上と階下は世界が違うものなのだ。

「エロール」

　低く、険けわしく、そしてしわがれた声が耳を打ち、シャーロットは耐たえ切れず面を上げる。

（この人が、伯爵……）

　壁に掛かっている絵の中の姿より歳を重ねているせいだろうか。思っていたよりもずっと威い厳げんのある老人の姿に、シャーロットは息をつめた。

　太く力強い眉も、上品にはやした口ひげも、整ととのえてなでつけられた髪もすべてが白かった。それでも老いを感じさせないのは、黒く皺しわ一つない服をきちんと着こなしタイも締め、背筋もしゃんと伸のばされているからだろう。

　鳶とび色の鋭するどい瞳がじっとこちらを見つめている。表情は固く、無言が痛い。

（射殺してやるって感じの目だわ）

　顔を背そむけたくなる気持ちをこらえ、シャーロットはまっすぐ伯爵の顔を見つめ返した。

（そりゃあ、今まではちょっとやましかったわよ？　でも、今は違うわ。だって、この人は私を──）

「──申し訳ございません！」

　焦あせった声が沈ちん黙もくを切り裂さいたのは、シャーロットが伯爵に挨あい拶さつをしようと「お嬢様」としての猫をかぶろうとした、その矢先だった。息を切らして部屋に飛び込んできたリンダが、シャーロットの頭に手を載せ問答無用で頭を下げさせる。

「いい？　とにかくなにを言われても謝りとおすのよ」

「でも、ミセス。私は──」

「いいから」

　ぴしゃりとシャーロットの反論を撥はね除のけたリンダは、自身も頭を下げながら、さらにシャーロットを庇かばう言葉を口早に並べ立てる。

「この娘、まだ働き始めて間もない下働きなんです。指導が行き届かなかったわたくしにも責せきがございます。どうか、寛かん大だいなご処しよ分ぶんを──」

「少し黙りなさい。私はエロールに用がある」

「はっ……」

　あのリンダの言葉をたった一言で封ふうじると、伯爵は一歩、エロールに近づいた。

「なにをしていた、エロール」

「あんたには関係ないだろ」

「エロール！　その娘はメイドの、それも下働きだろう」

　攻撃的に祖父の目を射い抜ぬく孫まごの姿に、伯爵が落らく胆たんの混じるため息をつく。次ついで鋭い視線がこちらに向けられた気配がし、ぴりぴりとした空気が肌に突き刺さった。

（こんな感情、向けられる日がくるなんてね）

　ぶつけられているのは、嫌けん悪お。──否、憎ぞう悪おにも近い感情だ。彼が己おのれの息子を奪ったメイドのことを思い出し、そしてシャーロットに重ねているのは明白だった。

「丁ちよう度どいい。そのことで話があるんだ。聞いてもらうぜ。シャーロットは」

「シャーロット？」

「あんたが睨みつけてるメイドの名前だよ。フルネームはシャーロット・セネット」

　伯爵の眉がぴくりと動く。邪じや魔まが入らないうちにとエロールは机から新聞を無造作に摑むと、伯爵に突きつけるようにして広げた。老いのため近くで小さな文字は読みにくいのか伯爵は目を細めて身をのけぞらせたが、すぐに合が点てんがいったとばかりに頷く。

「これか」

「これだよ。引き取るんだろ？　丁度この話を──」

「──そんなくだらん噓うそまでつくほど、おまえはこの娘に執しゆう心しんというわけか」

「はあ？」

（……なに、どういうこと？）

「そうか、君がアーサーの娘か。今日からよろしく頼む」とすんなりいくとはさすがに思っていなかったが、疑うどころか聞く耳を持たない、といった対応にシャーロットはじっと緑の絨じゆう毯たんを見ていた紫むらさきの目を見開いた。

（セネット商会の娘がメイドなんてやってるわけないってこと？　それとも……メイドってだけで話を聞きたくないってくらい、超絶、メイドが嫌いなわけ？）

　伯爵は聞こえよがしにため息をつくと、リンダ同様騒さわぎを聞いて駆かけつけ、ドアの前で野や次じ馬うまを中に入れまいと格闘していたクラウスの名を呼んだ。

「偽にせ者ものは、何人名な乗のり出たのだったかな」

「……二十名はくだらなかったかと」

「そうだったな。娘の名前が分からないのをいいことに、色々いたな。アン・セネット、ソフィア・セネット、ジャネット・セネット」

「ちょっと待てよ！　じーさん、俺が噓ついてるって言いたいのかよ!?」

「遺い憾かんだが」

　伯爵はもう一度深いため息をつくと、こちらに近づいてきた。リンダに頭を押さえられ、下を向いたままの狭い視界に磨かれた黒い靴くつが入り込む。隣となりでリンダが身を固くした。

「シャーロット・セネットを名乗るそうだが……。そう、仮にそれが本名だとしよう。だが、私の友人、アーサー・セネットの娘である証しよう拠こはなにかあるのかね？」

　言われて、口を開こうとして、シャーロットははっとなった。

（ない──。え、ちょっと待ってよ、噓でしょ……！）

　なにか一つくらいは。

　縋すがるような思いで部屋に置いてある小さな鞄かばんの中身を一つ残らず思い出すが、期待に添そうものはなに一つなかった。

（クリフォード院長に、まともなものは全部取られたから）

　己を追い出すための荷造りをしたのはクリフォードだ。できるだけ価値のなさそうな服を選んで鞄に詰めていた彼女が、アーサーからの手紙などをわざわざ入れるはずがない。

　今ここで、シャーロットがあのシャーロット・セネットであることを証明するものは、エロールの言葉を除けばなに一つないのだ。

　返答に窮きゆうしたシャーロットにふんと鼻を鳴らし、伯爵は再びエロールを振り返った。

「分かったか、エロール。おまえはもう一般人ではない。列れつ記きとしたこのシンフィールド伯爵家の跡あと取とり。色々な人間がおまえを取り巻くだろう。──真しん偽ぎの見分けを、きちんとつけられるようにならねばならんぞ。まったく、少しは真面目になったと思った矢先にこれとは、先が思いやられる」

「お、お待ちください！」

　声を上げたシャーロットに、リンダが慌てて服の裾すそを引っ張り小声でたしなめる。

（だって、引き下がるわけにはいかないでしょ……！）

　シャーロットだって必死だった。まくし立てそうになる自分を懸けん命めいに押さえ込み、少しでも「お嬢様」と信じてもらえるよう、慣れ親しんだ猫を装備する。

「証拠は、ないです。クリフォード女学院を出る際に、すべて手放してしまって。けれど、確認していただければ」

　胸の前で手を組み、目を伏ふせ、庇ひ護ご欲をかきたてるような儚はかない表情を浮かべ──。

「お坊ちゃまが身を寄せていらした家の、アート夫人に、ピアノを教わっておりました。ですから」

「そうだ、奥様！　奥様に──」

「──アート夫人だ、エロール」

「……アート夫人に確認すればいい。そうすればシャーロットが本物だって分かるだろ！」

　指摘され不本意そうに訂てい正せいしつつ、エロールはシャーロットを指差した。しかし伯爵を含め、周囲の人間の顔は浮かないままだ。リンダですら苦い顔をしている。

「その娘にアート夫人のことを吹き込んだのはおまえか。おまえに甘あまい夫人なら、口裏を合わせてくれると？」

「なに、言って」

「偽いつわるには少々遅かったな。──もう本物は見つかった」

「はあ？」

「えっ……」

　シャーロットとエロール、両者の視線が一瞬交こう錯さくする。そんな馬ば鹿かな、と互いの表情は凍りついていた。

「偶然記事を見たアート夫人から連絡があった。昔ピアノを教えていたと。──そして、クリフォード女学院に編入したのだと。世間は狭いというか、灯台下もと暗しとはまさにこのことだな」

「それはほんとだ。でも、あいつは孤こ児じになった瞬間にそこの院長に追い出されて──」

「クリフォード女学院といえば名門だ。その院長であるクリフォード女史も厳げん格かくな教育者だと聞いている。そんなことするわけないだろう」

（そう考えたくなる気持ちは大いに同意するけど、したのよ！　厳格は厳格でも、お金に厳格なだけだから!!）

　そんなシャーロットの心の叫さけびは、もちろん届かない。

「いい加減にしなさい、エロール。もうすべては明らかになっている。あの平民女を呼ぶまでもない」

「奥様は……！」

「以前も言っただろう。もうおまえとあの夫人を関わらせるつもりはないと。アート夫人との関係は、伯爵家の跡取りとして相応ふさわしくない」

　伯爵は声を荒げるところまではいかないまでも、かなり苛いら々いらとした様子だった。細かい皺が刻まれたこめかみがぴくぴくと動いている。そして伯爵は、ずっと背後に控ひかえ、なにがおかしいのか頰ほおを緩ませているマイヤーに視線を移した。

「女学院の院長、クリフォード女史はマイヤー夫人の妹だそうだ。至し急きゆう、連絡を取って確認したところ、アーサーの死亡連絡を受けたあとも無む償しようで女学院に置いているらしい。マイヤー夫人は素す晴ばらしい妹を持ったものだ」

「恐れ入ります」

「ちょっ……」

　言いかけた先を、リンダが再びシャーロットの頭を下げさせることで封じた。そこに込められた力が、もうこれ以上なにも言うなと物語っている。

（しんっじらんない……！）

　違う、ともっと声高に主張したかった。シャーロットはセネット商会の──アーサー・セネットの娘なのだから。

　しかし今、なにかを主張したところで自分の立場を悪化させるだけだということも、立ち回ることに長たけるシャーロットには嫌というほど理解できてしまっていた。

「数日後には城に来る手はずになっている。──だからエロール。寂しい思いをさせたが、もうメイドに構うようなことをしなくても大丈夫だ」

　伯爵はまるで死刑判決を告げる判事のように、威厳溢あふれる低い声でそう告げた。

　シャーロットは少しだけ顔を上げる。

　肖しよう像ぞう画がの優しさが見え隠れする目とはまったく違う、蔑さげすむような凍いてついた目が、額がくの中で笑う今は亡なき息子の姿を物言いたげに捉えていた。
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　先ほど伯爵に遭そう遇ぐうした部屋を思えば息がつまりそうなほど天井の低い己の部屋に戻されたシャーロットは、固く狭いベッドに背筋を伸ばして腰かけながら、なにをするわけでもなく、ただじっと沙さ汰たを待っていた。

　明かり取りのために申し分け程度についている小さな窓には、当然カーテンなどついているわけもなく、外から冷気が忍び寄ってくる。

　──シャーロット・セネット。

　曇った窓ガラスに、シャーロットは己の名を書き綴つづった。指先が濡ぬれて冷たかったが、すぐに感覚がなくなる。

（どうしろっていうのよ）

　すでに日が落ちているので窓の外は暗くら闇やみに包まれ様子は窺うかがえない。けれど、風が吹きつけガラスは常つねにがたがたと音を立てていた。

　その音に混じって、立て付けがあまりよくないドアが耳みみ障ざわりな音を立てて開く。

「──ミセス」

　入ってきたのは不機嫌極きわまりない顔をしたリンダで、クラウスもドアの前に控えている。開いたままのドアから、一気に廊ろう下かの冷たく重い空気が流れ込んできた。

「あたし、言ったわよね」

「…………」

「愛称呼びもそう。ちゃんと、注意したわよね？」

「…………」

「あなたは、もうちょっと利り口こうだと思ってたわ。──なにか、弁べん解かいはあるかしら？」

　俯いて唇くちびるを嚙かみ締めたまま、シャーロットはなにも答えなかった。

（ミセスは、信じてないんだわ……）

　身元が定かではない上、メイドとしては明らかに浮いていた自分に優しくしてくれて、心配してくれた。信頼を寄せていただけに、裏切られたような気分になる。

（でも、謝るのなんて）
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　瞳を潤うるませて、でもぎゅっと眉み間けんに力を入れて涙をこらえて、「ごめんなさい」と消えそうな声で謝る。それが正解だとは分かっていても、どうしても口にしたくなかった。

　だけどさらに言い募つのっても、呆あきれと困こん惑わくが入り混じった目で見られることは明白だったので、シャーロットはひたすら沈黙を貫つらぬいた。

　かたくななシャーロットの態度に、リンダの顔が歪ゆがむ。

「まったく、どうしてよりによってお坊ちゃまはあんなことを。──クラウス！　そもそもあなたが新聞を渡したときにお坊ちゃまにちゃんと言っておけば」

「……シャーロット」

　今までひたすら黙していたクラウスは、非ひ難なんめいた視線を向けられ初めて口を開いた。珍めずらしく歯切れの悪い口調に、シャーロットは顔を上げてリンダの肩越しにその姿を視界に納める。

　分かりにくいが、確かに戸と惑まどいに揺れるこげ茶の瞳と目が合った。

「おまえは、もしかして本当に──」

「──ああもう！　あなたまったく反省してないでしょ。すべての元げん凶きようなんだからちょっとは自覚しなさいよね。お咎とがめなしだからって気を抜くんじゃないわよ」

　リンダは半ば八つ当たりに近い、やりきれない憤いきどおりを孕はらんだ声でクラウスの静かな声を遮さえぎると、腰に左手を添え、長い右の人差し指をびしっと目の前のシャーロットに突きつけた。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うわ。──シャーロット。あなた、クビにはなってないの」

「え……？」

（あれだけやらかしておいて？）

　一瞬、取り繕つくろうことも忘れ素すの表情が出ていたらしい。リンダは苦く笑うと、肩の力を抜いてシャーロットの隣に腰掛けた。

「よかったじゃない。まあ、あたしも正直吃びつ驚くりだったけど。旦那様のことだから、自ら手打ちにしてくれるとでも言い出すかと思ったもの。──というかね、それが普通よ。覚えておきなさい」

　少しの間、長い睫まつげが伏せられる。

　過去のことを思い出しているのだろうと、シャーロットはその若く美しい横顔を見つめた。

「それにしても愛されてるわねぇ。あなたが部屋に戻されたあとのお坊ちゃま、凄かったわよ。あの二人、今まであんなに会話したことないんじゃないかしら。それに、まあ、クラウスも弁護してたし」

　言ってリンダは顎でぞんざいにクラウスを示す。

「メイドの全権はあたしが持ってるはずなんだけどね。旦那様は基本的にメイドを信用してないから、あたしがどんなに言ってもだめだったと思うわ。今回のお咎めなしは、認めたくないけどクラウスの功績よ」

「……『最後まで面めん倒どうみれなきゃ拾っちゃいけない』とシャーロットが言ったからな。連れてきた人間として責任を取ったまでだ。それに現実問題として、セネット氏のご令れい嬢じようを招くにあたって女手を減らす余裕はない」

「でもね、シャーロット」

　部屋に流れはじめた緩い空気を引き締めるように、リンダが厳しい声で釘を刺す。

「あなた、これから辛つらいわよ。旦那様には完全に目をつけられてるから、あたしとしてはあなたを昇格させにくくなっちゃったもの。まったく、とっとと兼業メイドから昇格させようと思ってたのに」

「…………」

「それに周囲の目だって。今回のことは使用人誰もが知ることになったから、あなたへの視線は厳しいものになるわよ。あなた、これまですっごく上手く立ち回って可愛がられてたから、それこそ反動が凄いっていうか」

　リンダはちらりとクラウスに視線を投げる。

「……特に女の子たちからの視線は厳しいと思って頂ちよう戴だい。この処分はかんっぜんに特別扱いだし、お坊ちゃまとクラウスに庇われるなんて嫉しつ妬との対象以外のなにものでもないわよ」

「リンダ」

「事実でしょ。お坊ちゃまはまだいいの。いらして間もないし、どうせ届かない存在だってみんな諦めてるし。でも、クラウスは違うわ。若い、見てくれも悪くない、無愛想だけど有能な執しつ事じ様。──狙ねらってるメイドは多いんだから」

（確かに。……すっごく気が重いわ）

　嫉妬でギラギラした目で見られることなど、簡かん単たんに予想ができる。

　そういう目で見られたことだってある。──だがしかし、これまでシャーロットはそれを撥ね除けるだけの味方だって有していた。孤こ立りつ無む援えんになるのは初めての経験だ。

（でも、）

「もちろん出て行くという選択肢はあるわ。でも紹介状は期待しないで頂戴。──それが嫌なら、我慢なさい」

「そんなの、決まってます」

　窓の外は冷たい風が吹き荒れている。クリフォード女学院で起こした短たん慮りよを、もう一度繰り返すつもりはなかった。

　それに──。

（この私の名前を勝手に使われたのよ？　ありえないでしょ。泣き寝入りする気なんてさらさらないわ。待ってなさいよ偽シャーロット。化けの皮、剝はがしてやるんだから！）

　強い光を失わない紫し電でんの瞳に、リンダがふっと笑う。

　それが、シャーロット・セネットの雇こ用よう継続が決定された瞬間だった。
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（ああもう、陰いん険けんね。クリフォード女学院でだってこんなイジメはなかったわよ。普通の可か憐れんなお嬢様だったら心がボキボキに折れてるわよ）

　分かっていたことではあったが、やはりというか、リンダの忠告は非常に的を射たものだった。厨ちゆう房ぼうを手伝うときも、使用人たちで食事を取るときも、とにかく居い心ごこ地ちが悪いのだ。

　数日が経った今でも様々な視線が突き刺さる。それは好こう奇きであったり嫉妬であったりと実に様々で、そのくせ視線を感じてシャーロットが振り返れば、あからさまなほどはっきりと顔を背けられるのだ。

（っていうか、やるならもっと徹てつ底てい的てきにやりなさいよね。詰めが甘すぎでしょ。私だったらこんな稚ち拙せつなとこに隠さないわよ）

　隠された道具箱ハウスメイドボツクスをわずか五分で発見したシャーロットは息を吐く。

（そりゃあ、「凄い」って思われたいと思ってきたわよ。今でも思ってるわよ？　でも別に「凄い！　この子、こんなに可愛い顔して二人を手玉に取ってたのね！」って感じの「凄い」はいらないのよ。新しん鮮せんだけど！）

　そうは思うものの、涼すずしい顔をしていても反感を買うだけだということもよく分かっていたので、項うな垂だれて泣きそうな顔を作ってみた。その横で、箒ほうきを持った家メイドたちがすれ違いざまわざとらしく言い捨てていく。

「まったく、油断も隙もないわよね」

「どうやって迫ったのかしら。是ぜ非ひご教きよう授じゆ願いたいわ」

（ご教授したところであなたたちに実践できるわけないでしょ。……ていうかね、クラウスさんに迫ったことは否定しないけど、エルにはむしろ迫られたのよ！）

　いや、クラウスだって先に向こうが声をかけてきたのだ。

　これはもう「ごめんなさい誰もに声をかけられる美少女で」とか開き直って高らかに笑えばいいのだろうか。

（でも超絶美少女、だけど脳内花畑！　じゃこうはならなかっただろうし）

　やっぱりすべては私の努力の賜たま物ものよね、と壮そう大だいに自じ画が自じ賛さんしてまとめに入ったところで、階上から厳しい声が降ってきた。

「──シャーロット」

「ミセス」

　見上げると、リンダが大だい理り石せきでできた手すりから身を乗り出し、こちらを見下ろしている。

　あれから彼女も少し、シャーロットに厳しく接するようになった。立場上、そうせざるをえないのだろう。若くして（実年齢がどうかはいまだに分からないが）メイド長になっただけあって、彼女の立ち回りと人じん心しん掌しよう握あくの仕方は参考にすべき点が多い。

「手が空いてるならこの手すり、掃除しちゃって頂戴。──今日はお嬢様がいらっしゃる日。手抜きしたら、あたしたちの首全部が飛ぶわよ」

「はい！」

　今のシャーロットのスタンスは、「心を入れ替え、懸命に仕事に励はげむメイド」だ。慌てて返事をして、道具箱とバケツを手に階段を駆け上がる。

（お嬢様、ねえ）

　今日は、「アーサー・セネットの娘」が城を訪れる日であった。

　午前中メイド総出で掃除を済まし、忙せわしなく昼食を取って片付ける。その後は各おの々おのの職務に散り、シャーロットは客人に夕食を振ふる舞まうため早くも緊張の面おも持もちで下ごしらえをする台所メイドの手伝いに回った。

（あーあ、みんな見事に浮き足立っちゃって。そんな時計ばっかり見たって来ないもんは来ないわよ。私は平穏だから別にいいけど）

　さすがにこの出迎えムードのときに道具を隠して仕事を滞とどこおらせるのはまずいという良識くらいはあるのか、はたまた単に嫌がらせまで気が回らないのか。そのあたりは謎なぞだがなかなか快適だ。

　大方の仕事が片付いて一息つく。誰も話しかけてなどくれないので一人優雅に紅茶をすすっていたところで、来訪者を告げる従僕フツトマンの上ずった声が遠くから聞こえてきた。

「行きましょ」

「そうね。ちょっとだけ……」

　リンダをはじめとする上級使用人たちは出迎えのためにすでに玄関に向かっていたが、下級使用人たちも好奇心が抑えきれないようだった。互いに目配せをしながら、こっそりと玄関ホールへ向かう。

　シャーロットには当然「一緒に行こう」という声はかからない。──が、来るな、とも言われなかったので堂々と後に続いた。どうするのかと思えば彼女たちは二階に上がり、柱の陰からこっそりと階下を見下ろそうとしている。

　応接間は一階で、客人たちは二階には上がってこないため、観察には絶好の位置なのだろう。

（さあ、この私の名を名乗る厚かましいその顔を見てやろうじゃないの。ブスだったら許さないんだから）

　勇いさましく思う反面、さすがのシャーロットの胸中も複雑だった。

　これからくる「お嬢様」のせいで、自分は「アーサー・セネットの娘」であることを全否定されたのだ。怒りもあるし、憎にくしみもある。そして、戸惑いもあった。

（とにかく、今は雌し伏ふくのときよシャーロット。化けの皮を剝がすにも、しっかり敵を見定めないと始まらないわ）

「──来たわよ」

　興奮に満ちた声音で一人が囁ささやいた。シャーロットも冷たいのを我慢しながら石の柱にぴたりと身を寄せ、息を殺しながらドアの方に視線を転じる。

　緊張の面持ちの従僕が開けたドアからは、まずクラウスが入ってきた。そしてすぐに二人の女性が続く。

（ふーん、どっちも結構背が高いわね。先に入ってきた方が「お嬢様」で、後から入ってきたのは付き添いって感じかしら）

「……へえ。なんか、お嬢様って感じねえ」

　同僚の一人が誰に話しかけるわけでもなく率そつ直ちよくな感想を漏もらす。艶つややかな毛皮のコートを自分はなにもせずにただ脱がせてもらっている姿から、そのように受け止めたのかもしれない。

　コートを脱いだ少女は、次いで流は行やりものの帽ぼう子しを取る。現れたのはぐるぐると縦たてに巻かれた豪ごう華かな印象の金きん髪ぱつだった。

（え、ちょっと、ええっ!?）

　輝かしい派は手でな色合いに既き視し感かんを覚え、シャーロットは思わず少女の姿を二度見した。

（噓、でしょ）

　少女が肩にかかった髪を払う際に、横顔がちらりと見える。

「リザ……？」

　見覚えのある造形に、考えるよりも先に言葉が零こぼれ落ちた。

　白い陶とう器きのような肌の少女は、つったきつめの目と、それに似合う強気な表情が印象的だ。紅がさされた唇はぎゅっと引き結ばれていて、矜きよう持じが高そうな雰ふん囲い気きに拍はく車しやをかけている。

　細い顎に人差し指を当てながら品定めするようにシャンデリアや壁にかかる絵を見回す彼女に、シャーロットの唇が戦慄わなないた。

「ちょっとちょっと、冗談キツいわよ……」

「どうしたのよ、シャーロット」

　素が出るほど動揺しているシャーロットを見て、それまでよい気味だと言わんばかりの顔をして両者を見比べていたメイドが、怪け訝げんそうに眉をひそめた。

（落ち着きなさい、私。ほら、世界に三人は同じ顔をしてる人がいるっていうじゃない。あの趣味の悪いドリルみたいな金髪縦ロールを見てついついリザを連想しちゃっただけよ。そうよ、そうだと言って！　ていうかエル、ごめんなさい。今ならあのときのあなたの気持ち、よく分かる！）

「応接間で旦那様がお待ちです。どうぞこちらに」

「ありがとうございます。──さあ、行きましょう。気後れする必要はありませんよ。あなたは立りつ派ぱな客人なのです。胸をお張りなさい、シャーロット」

（あああ、この猫なで声はクリフォード院長！）

　案内のリンダに答える形で階下から聞こえてきた声は、認めたくない現実を直視させるものとなった。

　出来のよい生徒と悪い生徒。保護者と使用人。──強者と弱者に対して様々な声を使い分けていた彼女の、それが極上の声だということをシャーロットは知っていた。

（そうよね、クリフォード女学院にありがたくも保護されてることになってるんだものね。そりゃあ、付き添いは院長先生で。……て、いうか）

　なぜ、エリザベスがシャーロットの振りをしているのか。

　なぜ、クリフォードが得意げにその横に立っているのか。

　リンダに連れられ客間に向かうクリフォードの口の端がつりあがる。その笑えみが最近見た誰かの表情に重なって見えたとき、シャーロットの脳内ですべてが繫つながった。

「……マイヤー。そうだ、マイヤーだわ」

（どうして気がつかなかったのかしら！　不覚すぎるわ……！）

　伯爵が、言っていたではないか。

『女学院の院長、クリフォード女史はマイヤー夫人の妹だそうだ』

　エリザベスはクリフォードの姪めいだった。そして、彼女の姓名はエリザベス・マイヤーという。

（ちょっとリザ！　人のこと散さん々ざん成り上がりって馬鹿にしといて成り代わるなんてどういう了りよう見けんよ!?）

　気づいた時、シャーロットは同僚の静止の声を無視して客間の方へ駆け出していた。
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　複雑な模様が彫り込まれた応接間のドアの前では、何人かの使用人が男女を問わず中の様子を窺っていた。耳を寄せ、必死に中の声を拾い集めようとする彼らを散らすことを、外に控える従僕は早々に諦めたらしい。シャーロットの姿を見ても「またか」と顔をしかめただけでなにも言わなかった。

（……相変わらずキンキンとよく聞こえる声ね）

　分厚いドアに遮られなにも聞こえないのではないかと思いきや、クリフォードの甲かん高だかい声はドア越しでもとてもよく聞こえてくる。

「……あのおばさん、なんなのかしらね」

「マイヤー夫人の妹らしいぞ」

「ああ、道理で」

　うんざりとした声と呆れたようなため息がもれる。マイヤー同様、クリフォードの高たか飛び車しやな態度は早くも使用人たちの不ふ興きようを買ったらしかった。

「しっ。黙って」

　年とし嵩かさのメイドが睨みつけることでざわめきが収しゆう束そくする。それで、より明めい瞭りように中の声が聞こえてきた。

「──これがシャーロットの入学記録ですわ」

　どうやらクリフォードは伯爵に対し、エリザベスが「シャーロット」であるという証明を行っているらしい。

（ふうん、入学記録を証拠として用いるから、さすがに「エリザベス・セネット」にはできなかったってわけね）

「ええと、ああ、ここにセネット氏の署しよ名めいが」

　姿は見えないが、声から彼女の様子は容易に想像できた。

　きっと左の人差し指で眼鏡のずれを直しながら書類を覗き込み、父の署名をもう片方の指でなぞっているはずだ。

「大体一年前ですわね。とても優秀な生徒で、当学院の誇りですわ。学業だけでなく生活面でも誰とでも仲良くでき、年下の者にも慕したわれておりました」

（当たり前でしょ。──ただし院長とリザは除くって感じだったけど）

「セネット氏の訃ふ報ほうは本当に突然で驚きました。しかしシャーロット、聞けば他に身内もいないというではありませんか。本人は出て行くとも申しましたが、まさかこの寒空の下、放り出すわけにもいきませんでしょう？　説得してとどまらせておりましたの。学費？　いえいえ、そんなもの！　セネット氏には生前多額の寄付金も頂いておりましたし……ええ。生徒たちに淑しゆく女じよとして最高の教育をと思いますと、どうしても負ふ担たんが。まあ！　寄付してくださるのですか伯爵様。それはもう、なんてお礼を申し上げたらいいか分かりません！」

　つらつらとクリフォードは息いき継つぎもなく喋り続ける。

（誰が、誰を、どうしたですって……!?）

　呆れてものも言えない、という状況に直面するシャーロットの横で、野次馬たちも感心を通り越して呆れたような顔をしていた。

「……なんていうか」

　メイドの一人が、ぽつりと漏らす。

「あたし、いいとこのお嬢様じゃなくて──あの人の女学院に入ることにならなくて、本当によかったわ」

　うんうん、と女だけでなく男たちまでもが深く頷いた。

「──まあ、伯爵様！」

　伯爵がなにか言ったらしかったが、その声は聞こえてこない。相変わらずクリフォードの耳障りな声だけがはっきりと耳に届いてきた。

「身寄りをなくしたこの哀れな娘を疑うとおっしゃいますの？　いいえ、確かに慎しん重ちようさは大切ですわ。あのような目立つ新聞広告。偽者が幾人も名乗り出たことでございましょう。ええ、ええ。クラウスさんから聞いております。もちろんいくつか持って参りましたわ。証明する品も、形かた見みとなる品も！」

　形見。

　その言葉に、シャーロットは唇を嚙み締める。

（ああもう、それはあんたたちが自由にしていい品じゃないのよ！）

　まだ幼い頃に逝いった母と、唐とう突とつに逝った父。その二人と自分を繫ぐ貴き重ちような品が、よりにもよってあのクリフォードの手の内で転がされているのだと思うとむしょうに腹が立った。

「ちょっと、そこの方、鞄を開けてくださいまし。──こちらです！　さあ、シャーロット。これは自分で伯爵様に説明なさい。あなたのものなのですから」

　あなたのもの、というところに若じやつ干かんの力を入れてクリフォードが声高らかに命じる。次いで、沈ちん痛つう──を装った声が微かすかに聞こえてきた。

　エリザベスだ。

「……父からの手紙ですわ」

「これは」

　伯爵の声が興奮のため少し大きくなり、上ずる。

「確かにアーサーの字だ。『愛する娘シャーロット、お誕生日おめでとう』……日付から見て、やつの最後の？」

（なに。そんな手紙、私知らないわよ）

「はい、それが、誕生日の翌日に届いて──」

「──そうなんでございます！」

　シャーロットの疑問は、クリフォードの熱弁によって解消されることになった。

「そもそも訃報が入ったのが、これからシャーロットの誕生パーティーを開こう、というところでして。──ねえ、シャーロット？」

「ええ、とても立派な、クリスマスのときよりも立派なものを企画していただきましたわ」

　事前に打ち合わせをしてあったらしい。連携プレイは完璧だった。

「けれど訃報がはいりまして、誕生日を祝う気分なんて吹き飛びますでしょ？　もう不幸のどん底に一いつ気きに叩たたき落とされたこの子が私は不ふ憫びんで不憫で。そしたら翌朝、その手紙が届きましたのよ。セネット氏は誕生日当日に届くよう調整されたのでしょうが、ずれてしまったのでしょうね。手紙を受け取るシャーロットを見て──ああ、失礼」

　ちーん、と鼻をかむ音が聞こえてくる。

（ああもう、いっそ教育者やめて役者にでもなればいいんだわ）

　どれだけシャーロットが可か哀わい想そうだったか。

　そして、自分がいかにシャーロットを厚こう遇ぐうしていたか。

　寄付金欲しさにくどいほど語るクリフォードに、シャーロットは内心で吐き捨てる。きっとさぞや素晴らしい役者になるだろう。

　その証拠に、周囲の使用人たちは一様に興ざめしている。

「……ああ、話が逸それましたわね。まだいくつか持って参りましたわよ」

　さすがに行き過ぎと感じたらしい伯爵が咳せき払ばらいをしたのでクリフォードはやっと本筋に戻った。しかし口を閉じることはない。反論や質問の隙をまったく与えずに喋りたてながら、彼女はテーブルにシャーロットから取り上げた品々を並べているようだった。

「あとは──この指輪もそうですわね。裏になにやら彫り込まれていますし、一応」

（それ、ママの指輪じゃない！）

　学院で与えられた一人部屋。その鍵かぎのかかる抽ひき斗だしに大事にしまっていた、母の形見の指輪だった。

（パパがまだ駆け出しの貿易商だった頃に贈った、飾かざり気はないけど趣味が悪くない奇跡の一品なのに！）

　アーサーが留守にしている間、ジゼルは頻ひん繁ぱんに薬指におさまるそれをなでていた。父にとっても、母にとっても、そしてシャーロットにとっても思い出深いものだから、母から託されたあと女学院にも持ち込んだのに──！

（あああ、売っぱらわれてても腹が立つけど院長の手の中にあると思うともっと腹が立つ！）

　今すぐ部屋に乗り込んでしまいたい。けれどシャーロットはノブに手をかけたくて仕方がない気持ちをぐっと押さえ込む。

（いっそ私がもっと短たん絡らく的だったらこんなにヤキモキしないですむのに。頭が回って、むだに冷静な自分が憎いわ。……どうなるか、手に取るように分かっちゃう）

　もし乗り込んでいけば、エリザベスもクリフォードもそれはもう驚くだろう。しかしすぐに言い負かされて終わりだ。シャーロットの発言など微み塵じんも信じてもらえないまま、指輪どころか今度こそ職を失うことになる。

（耐えるのよ私。絶対チャンスがあるはずだわ。エルだってリザが偽者ってことは分かってるんだし。そうよ、偽者が知り合いな分、対策が立てやすいじゃない。リザの行動なんて私にかかればお見通しなんだから！）

　ああでもやっぱり腹が立つ、とシャーロットが唇を嚙み締めたとき、特に前触れもなくドアが開いた。

「──あなたたち」

　均きん衡こうを崩くずした部下たちを見て、顔を覗かせたリンダが深いため息をつく。部屋の中の人々に気づかれないようにさっさとドアを閉めると、その前で足を肩幅に広げて腕を組んだ。

「なにをやっているのかしら」

「ミセス、その」

「興味があるのは分かるわ。でも、出てきたのがあたしだったから良かったけど、伯爵やお客様だったらやばいわよ。──やるなら徹底的に、ばれないようにやりなさいよ」

「……リンダ」

　一緒に出てきていたクラウスがたしなめるような視線を送る。えへっ、と悪びれないリンダにため息をつくと、彼はそれ以上言い募ることを諦め、使用人たちの方へ顔を向けた。

「伯爵様はあのご令嬢が尋ね人だと認められた。彼女は今日からここに住む。ここに突っ立っていなくても、これからいくらでも窺い見る機会はあるだろう」

　文節ごとに一人一人の顔を見回していたクラウスは、シャーロットの姿を見つけると、少しだけ目を細めた。

「もうお坊ちゃまをお呼びしてご紹介するだけだ。面白いこともない。──そう、これからもおそらくあのご婦人が喋り続けるだけだろう」

「……ちょっと、みんな笑ってくれちゃってるけど、こっちにしてみれば全然笑い事じゃなかったのよ？」

「あのご婦人のお相手を買って出たいというのなら考慮するが、それ以外の者は仕事に戻れ。いいな？」

「そうそう、やることいっぱいあるでしょ？　──じゃああたし、お坊ちゃまを呼んでくるわ」

　言い置いてリンダが足早に階上へと消えていく。その姿を追うように、一人また一人と気まずそうな顔をしてそそくさと場から離れていった。

（私も行きましょ。ここにいるとつい表情がおぞましい感じに崩れちゃうわ。今、クラウスさんと近づくのも得策じゃないし──て、ちょっとちょっとクラウスさん!?）

「シャーロット」

「な、なんですか？」

　折せつ角かく他のメイドに倣ならい一礼して歩き出したというのに、肩に手をのせられすぐに動きを阻はばまれる。

（どっかのお坊ちゃまと違ってきちんと空気が読める人だと信じてたのに！　ちょっと、やめてよ。お願い！　「あら、まだ懲こりてないのねあの子」って目で見られてるじゃないの！）

　と思ったものの、そのまま口に出せるわけもなく、シャーロットはわざとらしく身体からだをびくつかせ、自信なさげに下を向いた。

「あの、すみません。なにか、やらかしてしまいましたでしょうか」

（さあ、そうだと言いなさいよねクラウス・オブライエン！　仕事とか叱しつ責せき以外におまえに用はないと周囲にアピー──）

「違う。訊きたいことがあるだけだ。──最初に会った日の日付を覚えているか？」

（──最初に会った日？　ちょっと、クラウスさん！　なに、実は私に怒ってるの？　折角拾ってやったのに面倒起こしやがってって感じなの!?）

　有能な執事クラウスは無む駄だ話などしない。つまりそれは、彼にとって必要な情報なのだと誰もが解釈する、ということだ。

（……ちょっとそこのあなた！　「クラウスさんたら記念日を気にされる人なのね。要チェックだわ」ってそんなわけないでしょ！　そんなんだからあなたには声がかからないのよ!!）

　心の中で絶ぜつ叫きようしながらも、シャーロットはできるだけ事務的な口調で「十五日です」と答えた。そしてこの話をみんなが記憶しているうちは自分の誕生日を明かすまいと固く心に誓った。

「そうだな。──そうだった」

「クラウス、さん？」

「すまなかった、シャーロット」

　なにかを一人で納なつ得とくしたクラウスは、相変わらずあまり変化のない表情でシャーロットに仕事に戻るように言う。

（……絶対、周りのメイドには『私たちの記念すべき出会いの日を忘れてすまなかった』って感じに聞こえるわよね、これ）

　シャーロットはこの瞬間、明日は隠された道具箱を探すのに、さすがの自分でも十分はかかるかもしれない、と思った。
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　その後。

　さすがに女学院があるため、クリフォードはやってきた翌日の早朝に名な残ごり惜おしそうに城を立った。一人残されたエリザベスは、それはもう素晴らしい態度をとってくれているらしい。

『お嬢様のことを、悪くは言いたくないんだけど、マイヤー二号！　って感じよね』

　とある家メイドがぼそっと言った名言が、そのままエリザベスの称号として定着するのに、そう時間はかからなかった。

「……お坊ちゃまのために呼んだのに、お坊ちゃまと不仲じゃねえ」

　ジャガイモの皮を剝むきながらメイドの一人が呟つぶやく。新しく来たお嬢様のことは話題に飢うえるメイドたちの格かつ好こうのネタで、どの場所でも四六時中そんな会話が交わされていた。

「やっぱりあれ、お坊ちゃまは嫌ってるのよね？」

「そうでしょ。お坊ちゃま、女性との付き合いはそれなりになれていらっしゃるから無ぶ難なんにこなしてらっしゃるけど……」

「なんか目が鋭いのよね。笑ってないっていうか」

「マイヤー二号って感じの方じゃなくて、リンダ二号って感じの方を連れてくるべきだったんじゃないの？」

「でも旦那様は気に入られてるんでしょ？　あの方は、お坊ちゃまとメイドとの間に距離を作りたいわけだから。……誰かさんのせいで、なおさらね」

「だけどお嬢様も結構媚こびていらっしゃるわよねー。あの方、貴族ではないんでしょ？　なんか色々とあからさまっていうか」

（……リザが悪く言われるのは万ばん々ばん歳ざいなんだけど）

　華か麗れいにニンジンの皮を剝く手を止めないように注意しながら耳を欹そばだてていたシャーロットは、肩身の狭そうな態度を崩さないように注意しながら、曇った顔でこっそりとため息をついた。

（「シャーロット・セネット」が悪く言われるのは許せないわ！　ちょっとリザ、人の名前でなにしてくれちゃってるのよ!!）

　シャーロット・セネットとは、「あの方、貴族ではないんでしょ？　なのに凄いわね！」と使用人・商人・貴族……様々な人間に賞しよう賛さんを受け、広まるべき名前なのだ。たとえ本人でないにしろ、これはひどい汚お点てんである。

（だいたい、リザは色々と下手なのよ。相手は貴族とはいえ庶しよ民みんあがりなのよ？　あんたが貴族想定して鍛きたえてきた話術が通用するわけないじゃない。それに美び貌ぼうだけで擦すり寄ったって結局こういうふうに使用人には言われるわけだし……！　苛々するわ、色々と！）

　その苛々をニンジンにぶつけていたシャーロットは、早くも完了してしまったので隣のメイドが受け持っているジャガイモに手を伸ばす。

（すっごく嫌そうな顔ね。いびりたいならいびってみなさいよ）

　隣のメイドは逡しゆん巡じゆんの末、黙って視線を逸らした。当初散々馬鹿にされたシャーロットの皮剝きに文句を言える人間は、もういない。

（勝ったわ）

　付け入る隙を与えなければ相手も手出しできないのだと学んだシャーロットは、最近、これまで以上に研けん鑽さんを重ねていた。

「二人並んでると華やかでお似合いなのに、もったいないねえ」

「そうそう。ぱっと目が行くのよね」

（……そりゃあ、あれだけ派手な縦ロールに加えてあんなキツい色のドレス着てたら誰でも目がいくわよ）

　今は徹底してエロールとの接触を避けているシャーロットだが、一度だけ遠目からエリザベスとエロールが二人でいる姿を見たことがある。──確かに目を惹ひいた。おもに真っ赤なドレスが。

（本当はあそこに立ってるのは私なのに）

　絵描きも垂すい涎ぜんものの素晴らしい美男美女が並ぶはずだったのだ。まったく、もったいない話だと思う。

　それに。

（……隣に、堂々と立ちたかったのに）

　メイドではなくなる、伯爵家でお嬢様として暮らせる。そういったことよりも、隠れたり、誰にも咎められたりすることなくエロールと真正面から──。

　そこまで考えて、シャーロットは首を振った。

（そもそも、今の状況が不便すぎるのよ。エルがどう出るか分からないとか、心臓に悪すぎるわ。……今のところは、見張ってるって感じみたいだけど）

　エロールはエリザベスが何者かまでは知らなくても、彼女がシャーロット・セネットではないことは知っている。警戒するのは当たり前だった。

　それでも、さすがにそれを声高に主張するのはまずいと彼も学んだらしい。メイドたちの話を総合すると、彼はつかず離れずの距離を保ってエリザベスと接しながら、彼なりにエリザベスのことを見定めようとしているようだった。

（満足に話せもしないって、ほんとに困るわ……）

　お嬢様とお坊ちゃまの距離。

　兼業メイドとお坊ちゃまの距離。

　両者の歴然とした差を感じながら、シャーロットは剝き終わった皮を片付けるために重い腰を上げた。
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　ワインの色に似た厚手のカーテンをめくる。もとよりあまり期待はしていなかったが、それでもため息は口から零こぼれ落ちた。

（ここにもない、か。……まずいわね）

　ちらり、と部屋の隅すみにある柱時計に視線を転じれば、三だった時計の長針はいつの間にか六に移動している。十五分。──それが、道具箱ハウスメイドボツクスを探してシャーロットが城の中を駆かけずり回っている時間だった。

（毎回同じ嫌がらせとか芸がないと思ってたけど、この私の手を煩わずらわせるなんて、腕を上げたじゃないの）

　掃そう除じ道具一式が入った木製の道具箱は、買い物に使うようなかごより一回り大きいくらいのもので決して小さいものとは言えず、隠せる場所など限られている。あと探していないところは、とシャーロットは冷え切った廊ろう下かに出ながら頭の中で城の見取り図を浮かべた。

（私が立ち入り禁止にされてる場所だとまずいわね。……というか、なにがまずいって、私への評価よ。「掃除も満足にできないの？」って鼻で笑われるなんて屈くつ辱じよくだわ。耐たえられない。ぜったい見つけてやるんだから！）

　とはいえ、本当に探せるところは探しつくした感があった。どうしたものかと腕を組んでいると、背後でドアが開き、すぐに閉じる音がする。

　反射的にシャーロットは壁かべ際ぎわにより、深く頭を下げた。「私は従じゆう順じゆんになります。なにを言われても文もん句くなど言いません。本当にすみませんでした」というアピールをしつつ先輩メイドたちの嫌いや味みを簡かん単たんに流せるこの素す晴ばらしい姿勢を、シャーロットは最近愛用しているのだ。──が、不思議なことに誰の気配もしない。

「…………？」

　ゆるゆると顔を上げ、音がした方向を見る。メイドがいたわけでもマイヤーがいたわけでもエリザベスがいたわけでもなかったが、シャーロットは思わず口くち許もとを手で押さえた。

（道具箱！）

　開いた、と思われるドアの前にちょこんと道具箱が置いてある。慌てて駆け寄り中身を確認してみるが、幸いなことに欠けた道具は一つもなかった。

「──やっぱあんたのか。俺おれの部屋にあったぜ」

「……あなた、」

　ドアの向こうから聞こえてきた声に、シャーロットは弾はじかれたように顔を上げる。

「困ってるだろうと思ってさ。俺、なかなか気が利きくだろ？」

「…………そうね」

　どのように答えるか迷い、それでも「シャーロット」として言葉を紡つむぐと、エロールが笑った気配がした。

「俺の部屋に掃除に入ったメイドが、シャーロットの道具箱を見つける。懲こりずにお坊ちゃまの部屋に無断で立ち入り、そこで密会を……！　って筋書きで追い出そうってとこか？　随ずい分ぶん嫌われたな」

「仕方がないわ。みんな私のように才さい色しよく兼けん備びじゃないもの。目に留とまるように自分を高めるんじゃなくて、こうやって追い落とすことしかできない、残ざん念ねんな人たちなんでしょ」

「やっぱり、他にも色々されてるのか？」

「まあね」

　最近あったひどい嫌がらせは、折せつ角かく三階まで運んだバケツの水をぶちまけられたことだ。運び直さなければいけないし掃除もしなければいけないし服に水が掛かって寒いしでなかなかに最悪だった。

「……あんたが本物であのマイヤー二号が偽にせ者ものなのは確かなんだ。もうちょっと待ってろ。解決してやるから」

「なによ偉えらそうに。言っとくけど、あなたに信用がないのもこうなった原因の一つなんだからね。──それで？　なに言っても信じてもらえないお坊ちゃまは、どんな解決策を講じようってわけ？」

「……やっぱ奥様を呼ぶのが早いだろ」

　前半部分は聞かなかったことにしたらしいエロールから、憮ぶ然ぜんとした声が返ってきた。

「ただ、あんたも聞いてただろ？　じーさんは俺が奥様と接触を持つのを良しとしてない」

　ドアにエロールが立ったままもたれかかった気配がする。腕を組んで、嫌気が差した顔をしているのだろう、とシャーロットは思った。

「実際、こっちに来てから何度手紙送っても音おと沙さ汰たがないからな。俺から手紙を渡されても送るなとか、奥様から手紙が来ても俺に渡すなとか、多分そんな感じのことになってるんだと思うけど」

　使用人の手によって手紙を止められてしまうと、簡単に外に出ることができないエロールには手紙を出したり受け取ったりする術すべがなくなってしまう。だから呼びたくても彼の力だけではどうしようもない、というのが現状のようだった。

「メイドとか堕おとして協力させるからちょっと待っ」

「いいわ、呼ばなくて」

「呼ばなくてって……。じゃあ、どうするんだよ」

「決まってるでしょ」

　ドアの前に仁に王おう立だちをし、腰に手を当て。──ドアに阻はばまれ顔は見えないものの、珍めずらしく困こん惑わくの気配すら感じられるエロールに対し、シャーロットはきっぱりと言い放った。

「私が、自分で、あの化けの皮を剝はいでやるのよ」

「…………」

「私の名前を、無断で使用されてるのよ？　私が落とし前をつけなくて誰がつけるのよ。あの高こう慢まんな顔が後悔で歪ゆがむ様、想像するだけでスカッとするわ」

「……あー、じーさんとかメイドとかも、『あのときの言葉は本当だったのか！　すまなかった!!』って感じでひれ伏ふすだろうな」

「最高ね！　しかも後ろめたくて、これから先、あんまりうるさく言ってこなくなれば、さらにいいわ！」

　胸に手を当て、シャーロットはうっとりと目を閉じる。

　蒼そう白はくな伯はく爵しやくと、もっと色をなくした使用人たちがシャーロットを取り巻いて──。




『シャー……お嬢じよう様！　今までのご無ぶ礼れい、お許しくださいませ！』

『いいんです。信じてもらえない、私も至いたらなかったんです』

　目を伏せ、少し悲しさを織おり交ぜながら首を振る。そして顔を上げ、にっこりと健けな気げに笑うのだ。

『でも、信じていただけて嬉しいです。あの、これからもよろしくお願いいたします。──名前は、どうぞこれまでどおりシャーロットと』

『なんてお優しい……！』




　お嬢様のはずなのにメイドとして頑がん張ばっていた少女。しかも苛いじめられていたのに仕返しをすることなく、にっこり笑って水に流して。

　これだけでもう、多くのメイドがシャーロットの信奉者になるだろう。初めから「お嬢様」として城に招かれるより、使用人のハートはがっつりなこと間違いなしだ。

（そうよ、リザ。あなたが私の名前であれこれしてくれちゃってるのは気に入らないけど、あなたが株かぶを下げれば下げるほど、返り咲ざいたときの私の評価は高まるわ！）

　なんて素す敵てきな踏ふみ台だろう、とシャーロットは恍こう惚こつと笑えむ。思わず漏もれた「ふふふ」という笑い声に、「あんたやっぱり、相そう当とう性格悪いな」とエロールがしみじみと感想を述べた。

「とにかく。そういうわけだから、別に無理して先生を呼ぶ必要はないわ」

「なんの計画もないくせに自信だけは満まん々まんだよな。本物である証しよう拠こはないわ、偽者の烙らく印いん押されてるわ……。あんたに任せておいたら、それこそマイヤー二号の正体暴あばくの、いつになるか分かんないだろ」

「そうだけど……」

「……ま。あんたがやることに口出すつもりはないけどな。俺は俺で勝手に動くぜ」

「なにか、焦あせってるの？」

　この件における最大の被害者はシャーロットで、エロールに至っては特に実害はないはずだ。自身も別に悠ゆう長ちように構えているつもりはないが、それ以上に積極的に動こうとしている彼の行動が、少し意外だった。

「そりゃあ、解決が早いに越したことはないわよ？　でもこんなイジメ、私いくらでも耐えて──」

「──別にあんたのためってわけじゃない。俺が、さっさと終わらせたいんだよ」

　うんざりとした声と共に、エロールの背がドアから離れる気配がする。え、とシャーロットはドアを凝ぎよう視しした。

「あのマイヤー二号と喋しやべってると頭が痛くなってくる。どっちにしろ『話し相手』としてお嬢様の相手しなくちゃいけないんなら、あんたの方が何十倍もマシだ」

「あら、ようやく私の素晴らしさが分かったわけ？」

「消去法って言葉知ってるか？」

　言葉と同時に気配がドアから離れていく。「なによそれ！」と少し大きめな声で言い返そうとしたシャーロットは、階段の方から誰かが上がってくる気配を察さつし、慌てて文句を飲み込んだ。





[image: ]






（いけない。急がないと）

　しばらくドアの前で突っ立っていたシャーロットは、階段を上がってきたメイドに「あんたなにサボってんのよ」というキツい眼まな差ざしを向けられたことに気づき、ようやく動き出した。

　道具箱の中身がガチャガチャと音を立てている。予定より大分遅れてしまった掃除をこなさなければと憂ゆう鬱うつに思いながら階段を下りようとしたところで、シャーロットは階下から聞こえる話し声に足を止めた。

「──あの子、見つけられたかしら？」

「さあ？　でも、いい気味だわ」

（犯人……！）

　一瞬でそう判断したシャーロットは反射的に柱の陰に身を隠しながら階下を窺うかがう。火の気のない廊下の柱は冷たく思わず離れたくなったが、「顔を見てやる覚えてやる」という強い気持ちでねじ伏せる。

（すっごい。敵意がびんびんだわ）

　今、この城でおもに悪口の対象になっているのはマイヤーとエリザベス、そしてシャーロットだが、悪意どころか敵意すらぶつけられるのは己おのれだけだ。雲の上の存在であるマイヤーやエリザベスと違い、自分たちと同等──というよりも格下メイドであるシャーロットが厚こう遇ぐうを受けるのは、やはり気に食わないのだろう。

「あんた、クラウスさん狙ねらってたものね」

「そうよ。一番のライバルはミセスだと思ってたのに、とんだ伏ふく兵へいだわ」

　そうは言いつつ、器き量りようも力量もスタイルも何一つリンダに及ばない彼女は、エリザベスの登場によって侍女レデイスメイドに昇格したメイドだった。

　女主人に当たる人間がいなかった伯爵家ではメイドといえば家のこと全般を任される家ハウスメイドと厨ちゆう房ぼうを任される台所キツチンメイドで、その中で上下関係が作られているといった感じだった。しかし支配階級に女が来れば、当然世話をする人間が必要になってくる。──そこでリンダはまだ若いメイドの中から、今お喋りに興じている二人を侍女として昇格させた。

　直接貴人の肌に触れることにもなるので、侍女は上級使用人に属する。しかも女主人からとても質のよい「おさがり」を貰もらい受ける彼女たちは、付き添そって外出する機会が多いことも手伝い、メイドの中で唯ゆい一いつ、制服を着用しなくてもよいのだ。

　メイド長の下というよりは女主人直属という感が強いので、メイド長も口が挟はさみにくい。──とにかく、侍女とはメイドにとって羨せん望ぼうの的である、特別なポジションであった。

「でもいいじゃない。最近クラウスさん忙いそがしそうで、あの子に構ってるところなんて見ないし。──彼、なんの準備をしてるの？」

「夜会ですってよ。おかげであたしまでろくに喋る機会がないの」

　喋るといっても世間話ではなく用件のみの簡単な内容だろうに、不本意そうに口を尖とがらせながら彼女は続けた。

「旦那様がお坊ちゃまを跡あと取とりにされたことはもう有名らしいけど、一度も夜会を開いたり、参加されたりはしてないでしょ？」

「そういえばそうねえ。こっちは楽だからいいけど」

「お坊ちゃまが表に出せる状態じゃなかったからみたいだけど──でも最近、勉学に励はげんでいらっしゃるし、そろそろ社交界に出して挨あい拶さつくらいはさせてもいいかって気になったんじゃない？　お嬢様もいらしたことだし、一区切りっていうか」

「パブリックスクールにも通ってらっしゃらないわけだし、これからのことを考えるなら確かに悠長にはしてられないわよね。──そっか、夜会かぁ」

　両手を合わせうっとりとした表情を浮かべ、一人が高い天井を仰いだ。

「素敵ねえ。ここに皆様を招待するのよね」

「そうよ」

　言ってもう一人が腕を組み、ふんと鼻を鳴らす。

「着き飾かざって並ぶお嬢様とお坊ちゃまを見て、あの子も身分の違いを知るがいいわ」

「あんた、シャーロットのこと、本当に嫌いなのねえ」

「──シャーロットと、そう言いました？」

　悪意でも敵意でもなく、不ふ穏おんな声が静かだった廊下に響いた。聞き覚えのありすぎる声に、シャーロットは反射的に身を引く。

（リザ……！）

　もう一度慎しん重ちように一階を見下ろせば、声の主がずんずんと先ほどまで喋っていたメイド二人に突進していくところだった。

「あなたたち、今、シャーロットとそう言いましたわね？」

「お、お嬢様のことではございません！」

　縦たてに巻いた金きん髪ぱつを揺らしながら登場した新しい女主人の姿に、メイドたちは動揺しながらひっくり返った声で答える。

「お嬢様を呼び捨てにしたわけではないんです……！」

「あら、ではなんですの？」

　エリザベスは眉み間けんに皺しわを寄せ、あくまで高たか飛び車しやに、命じるように言い放つ。気に食わなければ今すぐにでもクビを切ってやる。そんな無言のままに放たれる威い圧あつ感かんが、シャーロットにまでひしひしと伝わってきた。

「いいんですのよ。わたくしが嫌いなのでしたら、別に無理に──」

「──違います！」

　悲鳴のような声が上がる。二人はいい気味だと思っていたシャーロットすら、ちらっと気の毒に思えるほど真っ青な顔をし、縋すがるような目をエリザベスに向けた。

「実はメイドの中にもシャーロットという者がおりまして」

「その者が気に食わないと話していただけです」

「そう、メイド……」

　メイドと同じ名前。そのことに気分を害したのか細い眉まゆが一瞬跳はね上がったが、同時にメイドのことと聞いてエリザベスは一気に興味を失ったようだった。

（ま、メイドの交友関係なんて知りたくもないでしょうし、知ってても意味がないって思ってるでしょうしね。そこが甘あまいのよ。どんな情報だって使い方次第でいくらでも活用できるのに。まあ、使いこなすには私みたいな優秀な頭が必要だけど）

　しかし。

　ほっとしたのもつかの間、シャーロットはすぐに顔を引きつらせることになった。怒りが解けたことを感じ取ったメイドたちが、さらに自分たちの正当性を主張しようと口々にまくし立てはじめたのだ。

「そのシャーロットという者がまた生なま意い気きなんです。なんでもお坊ちゃまと密ひそかにお会いしていたとかで、旦那様の逆げき鱗りんに触れて」

「それだけでも大変だというのに、お坊ちゃまと二人でお嬢様のことを謀たばかりましたの」

　エリザベスが不ふ愉ゆ快かいそうに目を細める。そんなことを言われて、気にならないわけがない。

（ちょっと！　余計なこと話さなくていいのよ！　ほら、リザ。メイドのことなんてどうでもいいでしょ。そんな下々の者気にするくらいなら、エルとか伯爵に媚こびの一つや二つ──）

「わたくしのことを？」

（──そうよね。そりゃあ、食いつくわよね）

　階段の上から両手を突き出して一いつ生しよう懸けん命めい念じてみたものの、残念ながら掌てのひらから都合よく不思議な力が出てくることはなかったらしい。

　飛び出して同僚の口を塞ふさぐわけにもいかず、そして食いついてきたエリザベスを彼女たちが離すわけもなく、二人は顔を見合わせ、そして得意げに続けた。

「はい。でも、私たちも直接見ていたわけではないのですが」

「いいから詳くわしくおっしゃって」

「……お坊ちゃまが、メイドのシャーロットはシャーロット・セネットであり、旦那様が捜しているお嬢様だ、とおっしゃったとかで」

「なんですって？」

　エリザベスの青い瞳がぐわっと見開かれる。紅がひかれた薄い唇くちびるが震えた。

　主人の異変を感じ、メイドは取り繕つくろうように口早に付け足す。

「で、でもすぐに旦那様が否定なさいましたよ。お嬢様はすでにクリフォード女学院にて見つかった、と」

「……そう、ですの」

　相あい槌づちを打つエリザベスは半分聞き流しているようだった。腕を組み、虚こ空くうをじっと睨にらみつけ、しばらく沈ちん黙もくしたのち唐とう突とつに口を開く。

「……どんな子ですの？」

「はい？」

「その、シャーロットというメイド。どんな容姿をしているのかと訊きいてるんですわ」

「は……」

　メイドたちは突然の質問に面めん食くらったようだったが、答えないわけにもいかない。一人がシャーロットの姿を思い浮かべるように宙を仰いだ。

「髪は黒。瞳は紫むらさき。顔は悔くやしいけど相当美人で、背は──」

「──見たことありませんわよ、そんな子」

　遮さえぎるようにして言うエリザベスの声に焦りが混ざりはじめる。

（これは、とっても、ものすごく、とてつもなくマズいわよ）

　金の縦ロールと聞いて己が真っ先に彼女を思い浮かべるのと同様に、黒い髪、紫の瞳の美少女と聞けば、エリザベスは間違いなく脳のう裏りにシャーロットの姿を描えがき出すだろう。

「兼業メイドトウイーニーですもの。お目にかかれるような身分ではございませんわ」

「兼業メイド……。でしたら、まだ働きに出て間もないのでしょうね。子供ですの？」

　職種を聞いてエリザベスが少しだけ落ち着きを取り戻し、気を休めるためか肩にかかった縦ロールを払う。しかしこのまま上手く流せれば、というシャーロットの呪のろいにも似た必死の願いもむなしく、メイドはあっさりと首を横に振った。

「確かにここへ来たのは最近ですが、年のころはお嬢様と同じくらいですわ」

「そういえば、初めて仕事に就つくには遅いわよね。なんなのかしら？」

「大方、没ぼつ落らくしたんじゃないの。あの子、最初ひっどい包ほう丁ちようさばきだったって話じゃない」

　今まで深く考えていなかった事実に気づき顔を見合わせる二人は、幸いなことに気づいていない。──エリザベスの顔が外に積もる雪のように色を失い、口許を戦慄わななかせていることに。

「……そう、ですの」

　少しの間考え込むようにして俯うつむいていた彼女は、やがて腹に力を込めて震える声を正し、懸命な笑みを刻んだ。

「シャーロットという、メイド……」

「お嬢様？」

「シャーロットがメイド！　素晴らしいですわ。その無ぶ様ざまな様子、是ぜ非ひこの目に焼きつけなくては。あなた、その娘、わたくしの部屋に呼んでくださいまし！」

（え。ええええええええええっ！　ちょっとリザ、そっちなの？　そういう反応なの!?）

　おほほほほ、と高笑いでもはじめそうなエリザベスの様子に、さすがのシャーロットも目を剝むいた。

　まったく信じてもらえていないとはいえ、本物のシャーロットがいるのだ。驚きよう愕がくしながらも、まだ「シャーロット」だと決まったわけではない。そう自身に言い聞かせ、懸命に取り乱さないように取り繕っているだろうと思っていたのに。

（なんなの。その、愉快で仕方がないって感じの顔は！　いや、そりゃあ、私だってリザがメイドやってたら「ざまぁ」とか思うけど……そこはどう考えても気まずく思うところでしょ！）

　よほどシャーロットが嫌いなのか、本物を前にしてもみんなに噓うそをつき通す絶対の自信があるのか、シャーロットが思っていたよりもエリザベスの頭が残念だったのか。

　頭痛を感じる横で、メイドも驚おどろきに目を丸くして反はん芻すうしている。

「お嬢様の部屋に？」

　エリザベスの意図がまるで分からず、声にはありありと戸と惑まどいの色が表れていた。

「けれど、シャーロットはお嬢様にお目見えできるような立場では」

「わたくしがいいと言っていてよ」

　さらに言い募つのろうとするメイドに対し、エリザベスは決定事項だと言わんばかりにぴしゃりと言い切った。胸を張った主人に睨まれて、二人のメイドは身を縮ちぢこませる。

「さあ、ぐずぐずなさらないでくださいまし。わたくし、部屋で待っておりますわ」

　言うやいなや、エリザベスは踵きびすを返す。その足取りが軽いことから、シャーロットは彼女が虚きよ勢せいではなく、心から自分のメイド姿を見て馬ば鹿かにしたいと思っていることを察した。

「……シャーロットに、なんの用かしら？」

　わけが分からないまま背中に揺れる豪ごう奢しやな金の髪を見送ることになったメイド二人は、顔を見合わせて首を捻ひねる。

「さあ……？　でも、自分の名前を騙かたられて、しかもお坊ちゃまと仲がいいなんて、お嬢様にしてみたら腹が立つんじゃないの？」

「にしては、やけに上じよう機き嫌げんじゃなかった？」

「……えーと、『名前を騙られちゃうなんて、私も偉くなったものねうふふ』みたいな気分とか？」

「…………」

「…………ごめん、忘れて。シャーロット捜しましょう」

　エリザベスを理解することを早々に諦あきらめた二人が二階に上がってくる。ここで隠れてもどうせエリザベスと会うことは避けられないと思い、シャーロットはいかにも「たった今廊下から走ってきました。ちょっと掃除が遅れて急いでます」という顔を作って二人と遭そう遇ぐうすることを選んだ。
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「お嬢様、件くだんのメイドを連れてまいりました」

　ドアをノックし、声をかける。返事を待ってからメイドは恭うやうやしくドアを開けると、猫ねこかぶりの都合上大人しくしているしかないシャーロットを引きずるようにして部屋の中に押し込んだ。

「顔下げて。とにかく下げて。ほんとはあんたがお目見えできるような方じゃないのよ」

　先輩風を吹かすメイドに耳元で囁ささやかれ、シャーロットは素直に面を伏せる。しかし侍女たちなどすでに眼中にないエリザベスが、ひたすら己だけを見ていることはよく分かった。

　やはり、いざ目の前にすると思うことがあるのか。シャーロットの頭頂部だけをじっと見つめているエリザベスからは、突き刺すような視線と共に、若じやつ干かんの緊きん張ちようも感じられる。

　あの、とメイドが怪け訝げんそうに声をかけると、エリザベスははっとしたのかシャーロットから目を離し、ようやくメイドのことを瞳に映した。

「あなたたち、ちょっと部屋から出ていてくれませんこと？」

「しかし……！」

　労ねぎらいの言葉など何一つなく、高圧的にエリザベスは言う。

「いいですから。わたくしがいいと言うまで誰も部屋に入れてはだめでしてよ」

　一方的な物言いにメイド二人は納なつ得とくがいっていないような顔をしたが、不ふ審しんの目でシャーロットとエリザベスを見るだけでなにも言わずに部屋を後にした。ここで駄だ々だをこねて不ふ興きようを買い、折角手に入れた侍女の地位をみすみす手放す気にはなれなかったのだろう。

　音を立ててドアが閉まる。ぱたぱたと二人の足音が遠ざかり、部屋が静せい寂じやくにつつまれた。こちこちと、柱時計の秒針の音がやけに大きく耳に届く。

「……顔、お上げになって」

　決して短くはない沈黙ののち、エリザベスが自身の優位を示すような厳おごそかな口調で命じる。

　その言葉に従い、シャーロットはゆっくりと顔を上げた。絨じゆう毯たんしか見えていなかった視界が急に開ける。
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　広い部屋だった。大きな窓から燦さん々さんと入ってくる日の光が部屋を照らす。深い紅色の厚手のカーテンを閉めても、天井の大きなシャンデリアが部屋を明るく照らし出すのだろう。

　さらに壁にはドアがあり、次の部屋へと続いている。そこには天てん蓋がいつきの、四人は寝られそうな大きさのベッドがあることも、今自分が与えられている部屋より大きなクローゼットがあることも、お嬢様を迎える準備に携わったシャーロットは知っていた。

（リザ……）

　今いる部屋の中でもっとも目を引くものは、中心に据すえられたガラスでできたテーブルと革張りのソファで、その前に見慣れた姿の学友は立っている。

　シャーロットの紫水晶の瞳と、エリザベスの海を思わせる青い瞳がかち合った。

「お久しぶりですわね、シャーロット」

　白い頭飾りから、手触りの悪い黒い服。そして白いエプロンと上から下まで舐なめ回すように見たエリザベスは、愉ゆ悦えつを滲にじませた声でそう告げた。

「お元気そうでなによりですわ。いつの間に就職なさったんですの？　ああ、でもその格かつ好こう、よくお似合いですわよ。さすがシャーロット」

（──こっちこそ。久しぶりね、シャーロット）

　喉のどの奥まで出掛かった言葉をシャーロットは飲み下し、気まずそうに視線を逸そらす。

（耐えるのよシャーロット。ここで理り不ふ尽じんに虐しいたげられて、私が言いなりになればなるほど、悲劇性が増してあとでの効果が大きくなるんだから）

　メイドという職業を卑ひ下げすることなく、毅き然ぜんとあるべきだとは思いながらも、元級友を前にしてどうすればいいか分からない。この場ではそんな困惑を前面に押し出すべきだとシャーロットは思っていた。

「リ、ザ……」

　視線を泳がし、言うまでもなくわざと「お嬢様」と呼ぶのを避けながら、シャーロットはこれからの展開を頭の中で組み立てる。とりあえず「どうして」と震える声で投げかけて、「こんなこと、やめるべきだわ」と優等生的な発言をするべきシーンだろう。

「シャーロットは、あなたじゃない。私よ……！」

　ダメ押しも兼ね、シャーロットは悲痛な声でさらに続けた。罪悪感とか、そういう類たぐいのものがエリザベスに少しでもあれば瞳が揺れるはずだと思い、その表情をつぶさに観察する。

　が、さすがクリフォードの姪めい、マイヤーの娘。悔しさと恥はずかしさに頰ほおを染め──なんて様子は微み塵じんも見せず、彼女は臆おく面めんもなく言い放った。

「分かっておりますわ。大丈夫、有効に使って差し上げますから、どうぞご安心なさって」

（……なんていうか、「追い出しておきながら、のうのうと名前騙るなんて片腹いたいわ！」って責せめる気も失せてきたわ）

　むしろなんだか体力を持っていかれているような気すらする。

　シャーロットの沈黙をどう受け取ったのか、エリザベスは自じ慢まんげに豊かな胸を反そらした。

「叔お母ばさまにお話を持ちかけられたときは、嫌だと思いましたわよ？　あなたのしみったれた名前を名な乗のるのなんて、とても不本意ですし、この輝くばかりのわたくしの気品を前にしては、貿易商の娘など役不足ですもの。──でも、叔母さまはわたくしに言いましたわ。我が一族の繁はん栄えいは、わたくしの双そう肩けんにかかっているのだと」

（院長は必死に説得したわけね。……そりゃ、そうよね）

　メロディの言により、シャーロット・セネットがクリフォード女学院にいたことまでは調べられていたのだ。娘をどうしたのかと訊かれて、身ぐるみ剝いで追い出しましたとは口が裂さけても言えないだろう。

　クリフォード女学院は一応「名門」という名が冠せられる程度には名が知られた学校で、親は学校を、ひいては院長であるクリフォードを信頼し大事な娘を預けている。

　しかし、今回のことが露ろ見けんしたらどうなるか。──答えは火を見るより明らかだった。

（それに女学院が倒れればマイヤー夫人の一族にも火の粉が降りかかってくる。……ほんと、どうしようもない話ね。私を追い出すから天罰が下ったのよ）

　しかしこの危機を好こう機きに変え、取り繕うばかりか大量の寄付金をせしめていったクリフォードの根性だけは賞しよう賛さんすべきかもしれない、とシャーロットは思った。

「それに、伯爵家に引き取っていただけるという話でしょう？　貴族の後ろ盾だて。それは成り上がりのあなたよりわたくしの方が何倍も相応ふさわしいと思いましたの」

「リザ、あの──」

「──お嬢様、ですわよ。シャーロット」

　エリザベスははっきりと告げる。──すでに同級生に向ける物言いではない。完全に使用人に向ける、蔑さげすみすらこもった言い方だった。

「お分かりかしら？　あなたはメイド。わたくしはお嬢様。ようやくそれぞれが相応しい姿に落ち着きましたわね」

「そんな」

「ご不満？　別にいいんですのよ。あいつは偽者だ！　と声高に叫さけんでいただいても」

　シャーロットは拳こぶしを握にぎって唇を引き結んだ。言ったとしても誰も信じてくれない。そんなやるせなさを見せつければ、エリザベスはますます調子に乗って意地悪な笑みを華やかな顔に刻む。

　シャーロットが女学院に編入して以来、ずっと煮え湯を飲まされていたエリザベスはこのとき、この上なく絶好調だった。

「まあ、そうなってもわたくしは、あなたが女学院に残していった品々を有効に活用するだけですけれど」

　シャーロットが証拠となる物を何一つ持っていない代わりに、エリザベスはそのすべてを院長から渡されている。

　緩ゆるんだ口許をわざとらしく押さえた手には、きらりと光るものがあった。

（それ、は、ママの形見の……！）

　暖だん炉ろの火を背負う形で立つエリザベス。その火に照らされ、赤と金が交じり合った不思議な輝きを放つ指輪が彼女の右手薬指におさまっている。

（ちょっとリザ、薄汚い手で触ってんじゃないわよ!!）

　さすがに声には出さなかったが、視線に険けんはこもる。その視線を追って、エリザベスはようやく指輪に気づいた、と言わんばかりの顔をして、水仕事をしたことがないことが丸分かりの美しい手を見せつけるように広げてみせた。

「──これが、ほしいんですの？」

「それは、そうよ。お願いよ……」

「……そうですわね。考えてあげないこともありませんわよ？」

　重要性を示した途と端たん、エリザベスは愛いとおしそうに指輪を指の腹でなでながら口の端を上げる。

（見てなさいよ。親の遺品を守ろうと、偽者のひどい仕打ちに懸命に耐える美少女。──あとでそうやって美談にして健気な美少女を演出してやるんだから）

　こき使うなら使えばいい。そう強気に思うシャーロットの心情を知ってか知らずか、エリザベスは自分に陶とう酔すいしたかのようにうっとりと笑った。

「聡そう明めいなシャーロットですもの。なんの対価もなく、物を得られるとは思ってらっしゃいませんでしょ？　そうですわね。きちんと今の立場を理解して、わたくしの望むとおりに動いてくださるのであれば、いつかご褒ほう美びとして差し上げないこともありませんわよ」

「リザ──」

「──お嬢様だと言っていますでしょ」

　きつい声こわ音ねの叱しつ責せきが飛んでくるかと思えば、訂てい正せいの声は驚くほど静かだ。

「珍めずらしい。あなたともあろうお方が、ご自分の立場をきちんと把は握あくされていないだなんて」

　彼女はゆっくりと余よ裕ゆうのある足取りで部屋を横切り、机の抽ひき斗だしを開けた。中には白いものがいくつも見える。

（それ、パパの……！）

「思えばいつも教えを請こうてばかりでしたわね。──今回は、特別にわたくしが教えて差し上げますわ」

　エリザベスは無む造ぞう作さに封筒を一つ取り上げると、ゆっくりと机から離れながら見せつけるようにぴらぴらと振った。

「なに、を」

　暖炉に近づくエリザベスに、嫌な予感が胸をよぎる。

「お願いよ、リザ。新しい手紙はもう一生来ないし、最後の手紙は、私読んでもいなくて……！」

「あら、三度目ですわよシャーロット。お嬢様だと申していますのに。そうですわね。今回から一度粗そ相そうをするごとに、一通──」

「──やめて！」

　駆け寄って手首を押さえ、その動きを阻むより先に、エリザベスの手から手紙が離れる。

　白い紙がひらひらと宙を舞まい、赤々と燃える暖炉の炎に吸い込まれ、あっという間に塵ちりになっていく。その一瞬とも永遠ともとれる一連の様子を、シャーロットは中途半端に手を伸のばした状態で立ち尽つくしたまま、ただ呆ぼう然ぜんと見ていた。

「う、そ……」

　ぞくり、と背筋が凍こおる。それまで心のどこかにあったエリザベスを馬鹿にする気持ちや余裕が一気に消えうせ、代わりに戦せん慄りつの波が一気に押し寄せた。

（ほんとに、燃やした……）

　いつでも燃やすことができる。

　これをネタに、いびり続けるつもりだと思っていた。──実際に燃やすまでの度ど胸きようなどありはしないと、そう高たかを括くくっていたのに。

　驚愕に目を見開いたまま暖炉からエリザベスの顔に視線を移すと、彼女は恍惚とした顔で笑っていた。長年の望みが成じよう就じゆし喜びに打ち震えながらも、まだまだ満足はしていない。そんな感情を読み取ってしまい、知らず知らずのうちに喉が上下に動く。

（メイドと、お嬢様……）

　おそらく彼女が考えていることなど、「これらをきちんと返してほしければわたくしに跪ひざまずきなさい！」といった、ひどく単純で安っぽいものだ。

　それでも、エリザベスは今、シャーロットに対して絶対的な優位に立っていて、それを自覚し、有う頂ちよう天てんになっている。歯止めが利かない、とシャーロットは直感的に思うと同時に、改めて自分の立場の弱さをはっきりと自覚した。

「あなたの優秀さはわたくし、よく知っておりますもの。兼業メイドなんて宝の持ち腐ぐされですわ。是非、わたくしの侍女として傍そば近くで仕えてくださいまし。わたくしもここに来たばかり。知った方が傍にいると心強いですもの」

（専属奴ど隷れいになれっていうわけね）

　シャーロットは俯き、顔を上げなかった。今のままでは、どうしても反抗的な感情が面に出てしまう。けれどそれを見せたら、なにを言われるか分からない。

「かしこまりました。……お嬢、様」

　シャーロットは一度、耐えるようにぎゅっと目を瞑つむってから本格的に頭を下げた。注がれる勝ち誇ったような視線に唇を嚙み締める。

（屈くつ服ぷくした、振りだけよ）

　シャーロットは己に言い聞かせるように、心の中で何度も繰くり返した。
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「あら。聞こえませんでしたの、シャーロット」

　房ふさ飾かざりのついたカーテンを開け放った朝の部屋は、真っ白な雪に反射した光が結けつ露ろした窓からきらきらと差し込んでいるため、隅すみ々ずみまで照らされている。その中央、天てん蓋がいつきの高いベッドに腰掛け身み支じ度たくをしていた少女は、周囲を覆おおう紗しやを結んでいたシャーロットに向かい、得意満面の笑顔で言った。

「お湯がぬるいですわ。取り替えていらして」

「ぬるいって……」

（昨日は熱いって言ったくせに）

　顔を洗うためのお湯を用意するのは確かに侍女レデイスメイドの仕事だが、エリザベスは昨日も一昨日も温度が気に食わないのだと何度も取り替えを要求してきた。石せき炭たんバケツを運ぶほどの重労働ではないが、いちいち厨ちゆう房ぼうまでお湯を貰もらいにいくのは手間だし、「また？」というとても冷めた視線が待ち受けている。──それを見越した上での嫌がらせに他ならなかった。

「シャーロット？」

「……失礼いたしました。今、すぐに」

「ぐずぐずなさらないで。また朝食に間に合わなくなってしまいますわ」

　たらいを持って部屋から出ようとするシャーロットの背に、刺とげ々とげしい声が突き刺さる。

　侍女に命じられてから三日。

　エリザベスは、シンデレラに出てくる義母や義姉のように、それは見事にシャーロットをいたぶってくれていた。
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「お嬢じよう様から、あなたを侍女に、という申し入れがあったわ。──お嬢様の侍女、やって頂ちよう戴だい」

　他のメイドのものとは段違いに広いリンダの部屋に呼び出されたのは、エリザベスに頭こうべを垂たれた夜のことだった。

「お嬢様からもお話がありました。喜んで、と申し上げたいのですが、私は、その、伯はく爵しやく様の不ふ興きようを買った身で……」

（……って、言っておくべきよね、ここは）

　あの場では頷うなずいたものの、辛つらくなることは目に見えているのだ。避けられるなら避けたい。

　そう考えてあらかじめ用意してあった答えを戸と惑まどい気味に返せば、大きな執務机の上に腰掛けたリンダは困ったように眉まゆ根ねを寄せる。そして「そうなのよねぇ」とため息混じりに漏もらすと、行ぎよう儀ぎ悪く長い脚を組んだ。

「──旦那様に目をつけられてる兼業メイドトウイーニー。そんなこと、あたしが誰よりも分かってるわよ」

「それなら」

「昇格が難しい。他のメイドからの視線が厳しくなる。そう言ったのはあたし。だけどその上で命じるわ。──お嬢様の侍女、やって頂戴」

　机から飛び降り、乱れたスカートの形を正しながら、リンダはまっすぐこちらを見つめた。

　青い瞳だ。エリザベスとは違う深い海のような色が、真しん摯しな色を帯おびてこちらに向けられている。

（……やっぱり、お嬢様直じき々じきのご指名じゃそうなるわよね。今、この城の女主人はリザなわけだし）

　そう思いながらも、困こん惑わくの表情を作ることは忘れない。返答に窮きゆうした振りをしているシャーロットに、リンダは淡たん々たんと続けた。

「兼業メイドからのいきなりの出世。ますます嫉しつ妬との目で見られるでしょうし、侍女から早速転落する二人からはそりゃもう恨うらまれるでしょうね。ひどいお願いだって分かってる。あなたに断る術すべなんてないんだし。でも、あたしも断りにくいのよ。お嬢様にお願いされちゃ、ね」

　それに、とリンダは腕を組む。

「マイヤー夫人にもお願いされちゃったのよね」

「えっ……？」

「マイヤー夫人に用があって部屋に行ったら、お嬢様もいらして。なんか親しげに話してたわけよ。いや、あの二人は気が合いそうだから、それは全然構わないんだけど」

（リザとマイヤー夫人が、話を……？）

　隠しているとはいえ実の親子なのだ。話くらいはするだろう。だが、問題はその内容だ。このタイミングならおそらく話題は──シャーロット。

「あなたがお嬢様の部屋に呼び出されたって話は聞いてたものだから、お嬢様になにかありましたかって訊きいたわけよ。そしたら侍女の話を出されて、マイヤー夫人もそれを後押ししたの。あれは吃びつ驚くりだったわ。あたし、思わず聞き返しちゃった」

「マイヤー夫人は、なにを？」

「『非常に不本意ですがお嬢様はあの娘をお気に召めしたようです。年頃が近いこともあるのでしょう』みたいな感じ？　……そもそも、お嬢様があなたを気に入ったっていうのがあたしはすっごい怪奇現象に思えるけど」

　馴なれ初そめは？　と訊いてくるリンダを得意の曖あい昧まいな笑えみで受け流しながら、シャーロットは眼鏡めがねが似合うひっつめ頭の婦人を脳のう裏りに思い描えがいた。

（多分、リザは私のことをマイヤー夫人に報告したのよね。……マイヤー夫人、凄すごく吃驚したんじゃないかしら）

　さすがにエリザベスとは違い「いい気味！」と思う前に焦あせるだろう。だが同時に、シャーロットが「セネットの娘」であることを全否定された現場も彼女は目の前で見ている。

（エルやクラウスさん、それにミセスに庇かばわれている私をいきなり叩たたき出すのは難しい。なら、とりあえず弱みを握にぎって手元において……って感じ？）

　主人の目を避けて行動することが好まれる兼業メイドや家ハウスメイドとは違い、侍女は主人の傍そば近くに仕えることが求められる。自分たちの身を脅おびやかす者として常つねに目を光らせておきたいのなら、侍女に昇格させるという選択はそう奇き妙みようなものではなかった。

（それで、失敗をあげつらって辞めさせるか、さらに凄くなる嫉妬に耐たえかねて私が辞めるのを待つってとこね、きっと）

「──ごめんね」

　考え込んでいるシャーロットになにを思ったのか、リンダが顔を歪ゆがめた。

　いつも元気で潑はつ溂らつとした顔をしている彼女だ。時とき折おり真しん剣けんな面差しは見るが、ここまでなにかに耐えるような顔を見るのは初めてだった。

　エリザベスの侍女を務めることに対し、いつになく不安を感じているのは事実だ。その心情が面に出てしまったのだろうかと、シャーロットは無意識のうちに頰ほおに指を滑すべらせた。

「あなたを犠ぎ牲せいにするようで、本当に悪いなって思うんだけど」

「いえ、そんな。──大丈夫、です」

「そっか」

　呟つぶやいて俯うつむいて、そして頭を軽く振る。再び顔を上げたとき、そこにいるのはいつもどおりの明るい年齢不ふ詳しようのメイド長だった。

「まあ頑がん張ばりましょ。悪いことばかりじゃないのよ。なんたって侍女は侍女。お給金だって高いんだから！」

「はい」

　今までとは声こわ音ねをがらりと変えて肩をばんばんと叩く上司に、シャーロットも素直に頷いてみせる。「大変よろしい」と満足そうに顎あごを引いたリンダは、それでもぽつりと呟いた。

「……でも、ほんとに不思議だわ。お嬢様の世話にシャーロット？　単純そうなお嬢様だと思ってたのに、なかなか奥が深いわね」

　深読みしすぎです。立場の違いを見せつけたいだけなんです。

　……と、返せるわけもなく、唸うなるリンダにシャーロットは沈ちん黙もくで応えた。
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（……さすがに、ちょっと疲れたわ）

　三回のダメ出しを経て、エリザベスはお湯の温度に満足したらしい。ようやく顔を洗ってくれて、着替えに移ることができた。

（リザの嫌がらせとメイドたちの嫌がらせ。さすがにキツいわね）

　侍女は基本的に雑用をしない。しかしエリザベスはシャーロットの私物をちらつかせながら、本来の職務外のことも度たび々たび命じていた。そうなればシャーロットとしてはやるしかないが、他のメイドからしてみれば仕事をとられたことになる。──それに対し、「やってくれてありがとう！」という流れには、当然ならなかった。

　エリザベスが命じるだけあって、仕事はエリザベスの部屋のことであったり、給仕をすることであったり、彼女に関係することばかりだ。それらを通じてお嬢様と接点を持ちたいメイドたちからしてみれば、シャーロットがお嬢様を姑こ息そくに独どく占せんしているようにしか見えないらしい。

　エロールの一件から受けていた嫌がらせはますますひどいものとなり、先ほども足を引っ掛けられ、お湯をこぼして厨房にとんぼ返りする羽は目めになっていた。

「──手が止まっていましてよ」

「申し訳ございません」

　間かん髪はつをいれずに謝しや罪ざいをいれ、シャーロットは鏡越しに元級友を見やる。

　身長以上の大きな鏡に映る姿は二人分。

　両手を広げつんと顎を上げ愉ゆ悦えつを滲にじませながら鏡を覗のぞき込むエリザベスと、その横で背のリボンを結んだり裾すそを正したりとせこせこ動き回るシャーロットだ。

　きらきらと宝石がついた髪留どめ──白いメイドの頭飾り。

　フリルがふんだんにあしらわれた色鮮あざやかな絹のドレス──質しつ素そな黒い服と白いエプロン。

　磨みがき上げられ長く伸のばされた爪と白しら魚うおのような指先──冬場の水仕事でひび割れた指先。

　鏡一枚に両方が映り込むため、先日自覚した立場の違いが目に見える形ではっきりと浮き彫りになる。

（……まあ、リザのおさがりなんて着たくなかったから、それはそれでいいんだけど）

　制服を着なくてもいい侍女になっても、シャーロットはいわゆるメイド服を着用していた。兼業メイドの頃に比べれば、エプロンにフリルや刺し繡しゆうのついた見栄えのよいものに変わり、服の質も向上したものの、白と黒で構成されていることに変わりはない。

『なんですの。そのみすぼらしい格かつ好こうは』

　侍女となった初日。クリフォード院長に慈じ悲ひとばかりに渡されていた私服の一つに身を包んでエリザベスの部屋を訪れたシャーロットに、彼女はあからさまに眉をしかめた。

『そんな格好で隣となりに並ばれるなんて、寒気がしますわ。でもわたくしの古着は先日まで侍女だった彼女たちにすべて差し上げてしまいましたの。困りましたわねえ』

　着る気のない服など山ほど持っているくせに、エリザベスはしゃあしゃあと言う。

『そうだわ。メイドの制服に着替えていらして。──その冴さえない格好よりは随ずい分ぶんとマシですわ』

『でも、お嬢様』

『聞こえませんでしたの？』

　エリザベスは鬱うつ陶とうしそうに言うと、近くにあった水差しを手にとり、この真冬にあろうことかシャーロットに浴びせかけてきたのだ。

『着替えていらして』

　リンダに相談すると、重々しくため息をつきながらも上級メイドが身につける服を貸してくれた。──だが、それが侍女としてはひどく惨みじめな扱いであることは変わりない。

　表面上は淡々と気にしないふりをしている。

　内心では「私って、なにを着ても似合うわ」「あなたと二人並んだところで、私の飛びぬけた美び貌ぼうとあなたのブスとは言わないまでも普通の容姿。この差が歴然となるだけじゃない」と思い、溜りゆう飲いんを下げている。

　それでもエリザベスの容よう赦しやない仕打ちに、シャーロットの健けな気げなメイドとしての猫ねこは、何度も剝はがれそうになっていた。

「……できました」

　シャーロットが声をかけ一歩下がると、エリザベスは鏡の前で一度回転した。巻いた金きん髪ぱつがふわりと揺れる。身にまとうのは伯爵から贈られた赤いドレスだ。

　不備があればいびろうと思っていたのか、エリザベスは粗あらを探すようにじろじろと鏡の中の己おのれを見つめる。しかし見つからなかったらしい。一瞬不服そうな顔をした後、彼女はこちらを振り返った。

「さすがですのね、シャーロット。こんなことがおできになるなんて。練習なさいましたの？　それとも、女学院にいた頃からできたんですの？」

　訳やく。成り上がり者だけあってこういったこともできますのね。上流育ちのわたくしにはまったく縁がないことですので、感心してしまいますわ。

「あら、失礼。昔はこのような豪ごう華かなドレスを着る機会も触る機会もありませんでしたでしょう？　わたくしとしたことが、失念しておりましたわ」

「いえ……」

「きっと才能がありますのよ。今の職が天職なのではなくて？　優秀なあなたですもの。すぐに出世なさいますわ」

　女学院の頃と違い、シャーロットを擁よう護ごする者がいないので喋しやべっていて気持ちがいいのだろう。エリザベスはその後、丸々五分間、嫌いや味みを言い続けた。

「──さて。そろそろ朝食の時間ですわね。あ、イヤリングを取ってくださいまし。そこの机の上にありますわ」

　エリザベスは顎でしゃくって一方を示し、自身は鏡台の前に座って櫛くしを手に取った。

（その、自身を飾ろうとする努力だけは認めるわ……）

　女学院でイヤリングをしているところなど見たことがない。

　要するに、伯爵やエロールに対するアピールなのだろう。そんなふうに推すい測そくしながら、シャーロットは粛しゆく々しゆくと机の上、小物入れと思われる深い赤色の小箱に手を伸ばした。

　金と黒で彩いろどられた蓋ふたを開けると、幼い頃聞いたような旋せん律りつが溢あふれ出す。

（オルゴール……）

　懐かしく思いながらシャーロットは中に目を走らせる。艶つややかな絹の敷布の上にはイヤリングだけでなく、様々なアクセサリーが並べられていた。

（あら……？）

　宝石がついたごてごてしたそれらを何気なく端から端まで見やる。しかしイヤリングを選んでいるうちに、シャーロットは強きよう烈れつな違い和わ感かんを覚えた。

（……ない）

　知らず知らず、見知ったものを探している。けれどないのだ。──先日エリザベスが見につけていたはずの、母の指輪が。

　シャーロットはエリザベスに視線を転じる。櫛を片手に自じ慢まんの金髪の巻き具合を丹たん念ねんに確認している彼女の手に、今日は光るものはない。他にも小物入れはあるのだろうかと机の上を探しはじめると、音を聞きつけたエリザベスが不ふ審しんそうな顔で振り返った。

「どうかなさいまして？」

「……お嬢様。小物入れは、このオルゴールだけですか？」

「イヤリングと指輪が入っているのはそれだけですわ。困りますわね。宝飾品の管理やコーディネートも侍女の立りつ派ぱな仕事。早く覚えていただかなくては。──ああ、管理といえば、忘れていましたわ！」

　エリザベスがぽんと手を叩く。浮かべられた笑みに、シャーロットはもう、嫌な予感しかしなかった。

「実は指輪を落としてしまいましたの」

「それって──」

「おそらく庭ですわ。もちろん、探してきてくださるでしょう？　──管理は、侍女の仕事ですものね」

　高らかに言い放たれた言葉に、さあっと顔から血の気が引いていくのが分かる。

　時と場合によるが、紛ふん失しつや盗とう難なんの場合、侍女に責任がいくことは多い。それだけでも懸けん命めいに探す理由になるというのに、まして、彼女が「紛失」したものは──。

「あなたもご覧になったでしょう？　金の、あれですわ」

　悪びれた様子もなくエリザベスはなにも嵌はまっていない指をなでると、窓の外に視線を転じる。

「きっと、そちら側の庭に落ちているとは思いますの」

（ちょっと、窓から投げ捨てたわけ……!?）

　意い味み深しんな笑みに隠された真実を正確に把は握あくしたシャーロットは、さすがに怒りを露あらわにする。けれどなに一つ動じることのないエリザベスは、「今日中には見つけておいてくださいましね」と言い置いて、朝食を取るべく食堂に向かっていった。




（……ないわ）

　部屋の片付けも早々に、すぐに庭へ飛び出して一時間。一向に見つかる気配のない探し物に、シャーロットは焦りを感じはじめていた。

（まずい。そろそろ朝食がひと段落つくわ。一度部屋に戻って、リザの世話を焼かないと）

　とはいえ、大事な母の形かた見みだ。一刻も早く見つけたい。シャーロットは唇くちびるを嚙かみ締めながら、銀色に染まった周囲に頭を巡めぐらせた。

　この三日は雪が降っておらず、雪をかぶって姿が見えなくなる、ということはないはずだった。エリザベスが窓から投げたとしたら、範囲も限られてくる。なんとかなると思ったのに。

（そもそもこっちの庭にあるっていうのが噓うそだったとか？）

　城を取り囲む庭園は膨ぼう大だいな広さを誇ほこる。そのすべてに範囲を広げるとなると、それはもう凄すさまじいことになってしまう。

（それとも、窓から投げ捨てたわけだから、木に引っかかってるとか）

　恥はじも外がい聞ぶんも投げ捨てて、登ってみようかとスカートをたくし上げる。しかし近場の木に手をかけたところで、聞き覚えのある声が耳を打ち、シャーロットは反射的に振り返った。

「……あんた、なにやってるんだ？」

　エロールの呆あきれが混じった視線が、シャーロットのたくし上げられたスカートに向かっている。急に気き恥はずかしくなり、シャーロットは慌ててスカートを元に戻した。

「そっちこそ、なにしに来たのよ」

「防ぼう寒かん着ぎも着ずに真冬の庭をうろうろして、挙あげ句く木登りを始めようとする酔すい狂きようなメイドの見物をしに」

「あのねえ。心配した、とか気の利きいたこと言えないわけ？」

「心配したぜ？」

　半はん眼がんで睨にらみつけると、エロールは真剣な顔をしてこちらを覗き込む。一いつ気きに近づいた端たん整せいな顔に、シャーロットは思わず怯ひるんでしまった。

（なに、ほんとに？）

　そういえば、ほんの僅わずかだがエロールの呼吸が乱れているような気がする。コートも着ていないし、「窓から見かけて心配で飛び出してきた」と言われたら、つい信じてしまいそうな様子だ。

「エ──」

「──その木が折れて、庭師の仕事が増えるんじゃないかってな」

「…………分かったわよ。木には登らないことにするから、安心して部屋に戻るといいわ」

　軽く胸を突き飛ばし冷ややかな声で言うと、シャーロットはしっしと手を振ってエロールを追い払おうと試みる。

「悪いけど、今、あなたに構ってる暇ひまはないの。私、すっごく忙いそがしくて」

「そろそろ戻った方がいいと、俺おれは思うけどな」

「もうちょっと──」

「──着替える時間が必要だと思うぜ？　ひどい格好してるぞ、あんた。その格好で屋敷駆かけずり回って掃そう除じの手て間まを増やしたり、風か邪ぜをひきたいなら別にいいけど」

　自分に負けないくらい不ふ機き嫌げんそうなエロールの言葉に、シャーロットは改めて己の服を見下ろした。

　ただでさえ長いスカートの裾は、屈かがみこんでいたため雪に濡ぬれて悲ひ惨さんなことになっている。安っぽい靴くつも一歩踏ふみしめるたびに水がしみこみ──シャーロットはようやく、足にも手にも感覚がとうになくなっていることに気づいた。

「ついでに言うなら顔も青いぜ」

「いいから！　あとちょっと探させて。あれは、大事なママの形見で」

「ったく。だからさっさと解決しないとだめなんだよ」

「え？」

「別に。なんでも。とりあえず今は戻るぞ。──ほら」

　焦る気持ちや、情けないところを見られたことに対する照てれと苛いら立だち。様々な感情が綯ない交ぜになって湧わきあがり、気づけばシャーロットは、腕を摑もうと伸ばされた手を振り払っていた。

（あ、まずいわ）

「俺の行為を無む駄だにするとはいい度ど胸きようしてるな」とでも文もん句くを言われるかと思ったが、エロールは意外にもなにも言わなかった。ただ聞こえよがしにため息をついて、こめかみを揉もむ。

「マイヤー二号と他のメイド、どっちだ」

「……前者よ。落としたから、探してくれって。この辺りに落としたはずだからって」

「落としたから、ねえ。──詳くわしい状況は訊いたのかよ」

「訊いたところで、教えてくれるわけないでしょ」

　分かりませんわ、ごめんなさいね。でも早くなさって。そんなふうに言われるのがオチだ。

　そんな意味のない会話を繰くり広げる時間すら惜おしかったのだと漏らすと、エロールはもう一度ため息をついた。

「それにしたって、あんた一人で探すとか効率が悪いだけだろ。あんた、妙みようなところで馬ば鹿かだよな。上手く他の人に手伝いを頼むとか……」

「あなた、今友達が少ないをとおりこしていない私に、よくそんなことが言えるわね」

「……見返り次し第だいで、俺だって動いてやらないこともないぜ？」

「なに請せい求きゆうされるか分かったもんじゃないから遠えん慮りよしとくわ。──そうね。ボランティアに期待、かしら」

「この俺をただで使うつもりかよ」

「じゃあ言わせていただきますけどね。私がどれだけあなたのことで勤務外労働してると思ってるのよ」

　くだらない、いつものような応おう酬しゆうをしているうちに、指輪のことしか考えられなくなっていた頭が冷えてくる。そうして冷静になれば、足元から這はい上がってくる寒さも感知してしまい、シャーロットは一度くしゃみを漏らした。

　言わんこっちゃない、と雄ゆう弁べんに語るエロールの視線が痛い。

「わ、分かったわよ。戻るわよ。戻れば──」

　いいんでしょ、と続けるよりも先に、意地の悪さを隠そうともしない声が割り込んだ。

「シャーロット。こんなところにいましたの？」

「……お嬢、様」

「まあ、エロール様もご一緒でしたのね」

　今気づきましたわ、とこちらに近づく足を一度止めたエリザベスが白しら々じらしく言う。

（リザに、こんなに弱みを握られる日がくるなんて……！）

　二人がキスをしていました。そんなあることないこと彼女が口にするだけで、伯爵はシャーロットを問答無用で叩き出すだろう。エリザベスは一つ、とても効果的な脅おどし文句を手に入れたことになる。

　しかしシャーロットの予想に反し、彼女は「伯爵様にご報告しなければ」と瑞々しい唇に笑みをたたえることはなかった。代わりに静々とこちらに近づき、凍えた両手をそっと己の手で包み込む。

「まあ、こんなに冷えて。ごめんなさい、シャーロット」

　殊しゆ勝しような声が、ひどく気持ちが悪い。眩暈めまいがした。

「あの指輪。落としたと思いましたけれど、部屋にありましたの」

「部屋、に？」

「わたくしが、もっときちんと確認していればよかったんですわ。本当にごめんなさ──」

「──リザっ！」

　ぶちっと理性が切れる音がする。

　穢けがれたものに触れてしまったときのような勢いで、シャーロットはエリザベスから手を放した。

（よかったわ。よかったわよ。でも）

　指輪がなくなってはいなかった。

　そう聞いた瞬間、優しく笑う母の顔が脳裏に浮かぶと共に喩たとえようのない安あん堵どを覚えた。しかし次の瞬間、途方もない怒りが胸の奥から湧きあがり、安堵の感情を塗り替える。

　目の前が真っ赤に染まる感覚は、クリフォードに父親のことを馬ば鹿かにされたときのものによく似ていた。

「いい気になってるんじゃないわよ！」

　一歩踏み出し、瞋しん恚いに燃える目でエリザベスを睥へい睨げいする。

　エロールが肩を摑み咎とがめるような声を上げたが、彼の存在が逆にシャーロットに勇気を与え背を押した。

「あなたなんかに、私は負けないわ。覚えてなさいよ。絶対、後悔させてやるんだから……！」

　地を這うような低い声に、初めて立場もわきまえず漏れ出た本音。

　元級友の豹ひよう変へんを目の当たりにしたエリザベスは一瞬、シャーロットがクリフォードに連れ去られたときのような純粋な驚おどろきを示した。しかし、完かん璧ぺきなお嬢様であるはずのシャーロットらしからぬ発言に、綺き麗れいに隠されていた本性を引きずり出したことを確信したらしい。

（悔くやしいっ……！）

　エリザベスが仕掛けてきても、いつも余よ裕ゆうを持って受け流し、シャーロットはお嬢様像を貫つらぬいてきた。それが今はこんなに簡かん単たんに踊おどらされている。

　感情を乱せたことにこの上ない快感でも覚えたのか、すぐに意地悪い笑みが形作られ、彼女は驚きとは別の意味で、口くち許もとを手で覆った。

「主人が非を認めて謝っていますのに、こんなふうに言われてしまうなんて」

　エリザベスは悲しそうに瞳を伏ふせ、ゆっくりと背後を振り返る。

「──ねえ、ひどいと思いませんこと？」

　毛皮のコートを持ってエリザベスを追いかけてきたらしい彼女の元侍女は、「信じられない」と目をまん丸に見開き、こちらを見て呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。
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　シャーロットの暴ぼう言げんを目撃したメイドは、当然のごとくシャーロットに食ってかかってきた。それを止めたのが、他ならぬエリザベスだったのだ。




『いいんですの。わたくしが、悪いんですわ』

『でも、お嬢様！』

『すべてはわたくしの不注意が招いたこと。シャーロットが怒るのも当然ですわ。今回のことは不問にします。あなたも、なにも見なかった。よろしくて？』

『お嬢様、なんてお優しい……！』




　自分を置いて進んでいく会話に、シャーロットは愕がく然ぜんとした。いつの間にかエリザベスは、メイドとエロールを相手に「お優しいお嬢様」を演出していたのだ。

（リザと同レベルの発想をしてたなんて、不覚すぎるわ。──って、そうじゃなくて）

　事情を知るエロールは、表立って庇うことも叶かなわず、じっとなにかを考え込むような苦い顔をしていたが、メイドの方は確実にエリザベス信者に変化したと思う。

　あっさりと嵌められた自分が情けない。改めてエリザベスの優位性を見せつけられた気分だった。

（それにしても、これをネタにもっといびってきそうなのに、ここ数日は大人しいのよね）

　些さ細さいな嫌がらせは続いているが、指輪についてエリザベスは不自然なほど触れてこない。警戒して神経をすり減らしながら過ごして数日。──気づけば週末、夜会が開かれる日になっていた。

（……凄く、嫌な予感がするわ。早いうちに体勢を立て直さないと。ああ、夜会に弁護士さんとか来ないかしら。あとはセネット商会の元関係者とか。給仕してたらぶつかって、「あれ、君はセネット氏の……？」みたいな）

　考えながら、シャーロットは冷たくなった手をこすり合わせる。

　広く高い天井を有する玄関ホールは暖だんをとりにくい。準備のためにいつもより一時間は早く起きだした使用人たちは、互いに寄り添そうように立ちながら冷気が立ち込めるそこに集つどっていた。

「夜会は六時から。来客は五時くらいからと予想される。爵位のある方も多い大規模なものだ。分かっているとは思うが、心して臨のぞめ」

　階段の踊り場に立って配下たちを見下ろしているクラウスが、声と共に白い息を吐きながら手元の資料をめくる。やはりシャーロットたちの頭の上、執しつ事じの横に堂々と陣取るメイド長は横から首を伸ばして覗き込み、うんざりと吹き抜けの天井を仰ぎ見た。

「……分かってはいるけど、多いわねえ」

「今さらなにを言っている。今回はお坊ちゃまのお披ひ露ろ目め。旦那様も大層力を入れられているんだ。そんな気の抜けた様子では困る」

「お嬢様のお披露目も、ね」

　感情が見えない声でさらりとリンダは付け足すと、みんなを鼓こ舞ぶするように拳こぶしを突き上げた。

　リンダがなにを言うのか察さつしたらしいクラウスが顔をしかめる。しかし声を上げて止めなかったことから、二人の真実の上下関係が窺うかがえた。

「さあさあ、新たな出会いを求める若人たちよ！　ついにこの日がやってきたわよ。いいところのお坊ちゃまにお嬢様。侍女から執事まで思う存分物色するがいいわ！　あーあ、カッコいい執事でも来ないかしら」

「……リンダ」

　クラウスなんて眼中にないのよ。

　リンダがそう言外に宣せん言げんしたことによって、数人の男女が喜色を浮かべて拳を握る。だが大半の使用人は慣れきっているのか苦笑いをし、一人盛り上がっているリンダをただ見守った。

「なによ、クラウス」

「…………いや、いい」

　色々言いたいことがありすぎて結局言葉にならなかったのか、クラウスは長い長い沈黙の後に首を振った。不本意そうな顔をしているリンダを無視し、淡々と他の注意を述べる。

　クラウスとリンダがどれだけの付き合いなのかは分からないが、意外と彼の冷静さは、リンダがいたからこそ培つちかわれたものなのかもしれない。

　そして、「解散」の一言により、三十人余あまりの使用人が、一いつ斉せいにいつも以上に慌ただしく動きはじめた。

　シャーロットも午前中は家メイドたちを手伝い掃除や準備に徹てつし、短い昼の休きゆう憩けいを挟はさんでエリザベスを飾り立てるために部屋に向かう。今日だけは元侍女のメイドが──あの現場を見てしまった彼女が一人、補佐についた。

「このドレス、旦那様から贈られたんですよね、お嬢様！」

　信奉者となったメイドの目があるためか、エリザベスの激しい嫌味はなく、よってシャーロットとエリザベスの間に会話が成立しない。その代わりに、メイドが侍女に返り咲ざこうと懸命に主へと話しかけていた。

「黒いドレスなんて、と思いましたが、お嬢様がお召しになると美しい金髪がよく映えますわ」

「──シャーロット？　どう思って？」

「……ええ、そう思います」

（ああ、「なんでこの子に振るわけ？」って視線をびしびしと……）

　色だけでなく、大きく胸元が開いていたりとなかなか大人っぽいドレスだが、非常に不本意なことながらシャーロットに比べ発育がいいエリザベスには確かに似合っている。

「これで完成です」

　首にリボンを巻き真しん紅くの薔ば薇らの造花を飾りつけ、シャーロットは一歩下がって平へい坦たんな声で告げた。「私だってこの間までは……」という顔を作って瞳を揺らすと、エリザベスはまんざらでもなさそうに笑う。

「素す晴ばらしいですわ！　お嬢様はなにを着てもお似合いになりますけれど、本日は特に！　おいでになる貴族のお坊ちゃま方の目が釘くぎ付づけになること間違いなしです！」

（ドレスと胸にね）

　押せ押せと言わんばかりにメイドが饒じよう舌ぜつに褒ほめ称たたえる横で、シャーロットは心の中で毒どくづいた。

「なにかお気に召さない点はございますか？」

「そうね……」

「指輪はどうされますか？　手袋はされるでしょうが、お食事のときは外されることになりましょうし」

　メイドが畳たたみ掛ける。指輪、という言葉に、エリザベスは大きな反応を示し、シャーロットもまた、ぴくりと肩を動かした。

「金の、指輪を」

（リザ……？）

　ちらり、とシャーロットを横目で見て、さらには口の端を上げながら彼女は言う。

「シンプルな金の指輪がそこに入っていますの。石がついたものでは邪じや魔まになってしまいますし、それを」

「かしこまりました」

　顎を引いてからメイドはこちらに一いち瞥べつをくれた。私がやる。目がそう如によ実じつに物語っていたのでシャーロットは黙だまって任せ、自身はエリザベスの脱いだ服を片付ける作業に入る。

（今、このときに、あの指輪……？）

　決して変な選択ではない。けれども妙に胸がざわつき、不思議なほどシャーロットは緊きん張ちようを覚えていた。掌てのひらがじわりと汗をかいていたので、エプロンでぬぐう。

（待って。落ち着いて）

　傍はた目めには分からないように、シャーロットは深呼吸をした。

（ここで大きく反応したら思うつぼだわ。私はメイド、メイド、メイド……！）

　さすがに数日間世話をしていただけはあり、メイドは指輪の形状を把握しているようだった。特に問い返すこともなくまっすぐにオルゴールの蓋を開け中を覗き込む。

　そんな彼女に背を向ける形でシャーロットは大きなクローゼットと向かいあっていたが、いつまでたってもオルゴールの音が鳴り止まない。不審に思いながら振り返ると、動揺に揺れる瞳と目が合った。

「どうか？」

「ないわ」

「──はい？」

「とにかく、こっち来て……！」

　エリザベスに気づかれないよう声こそ控ひかえているが、かなり慌てた様子の彼女はシャーロットの腕をぐいと引っ張ってくる。

「ほら！」

（……なんで）

　メイドが差し出すオルゴールの中を覗き込んだシャーロットは、ひゅっと息を飲み込んだ。

　エリザベスにいつなにを言われてもいいように、シャーロットは彼女が持つ宝飾品をすべて覚えこみ、毎日数の確認をしていた。その中でも、母の指輪にはいつも注意を払っている。昨夜だって、確かにあるのを確認して蓋を閉じた。

　シャーロットが昨日蓋を閉じたあと、これを開けられる人物。そんなの、一人しかいない。

（……夜会の最中、給仕に出ずに庭で這いずり回って探せとでも言うつもり？）

　咄とつ嗟さに振り返ると、エリザベスが口許を押さえながらこちらを見ていた。指輪がなくなったことを察し、ショックを受けているわけではない。──緩ゆるんでしまう口許を、必死に押さえているのだろう。

（ち、がう）

　ほんの一瞬、視線が絡からみ合った瞬間、エリザベスはわずかに目を細めた。それにより彼女の意図が見えてきて、シャーロットは自分の顔からさっと血の気が引くのを感じた。

（リザは指輪を指定した。でもなかった。リザは、指輪はちゃんとオルゴールの中にあると思ってた……ってことになる。──じゃあ、「なくした」とされるのは、）

「……ないん、ですの？」

　オルゴールの音が止まる。

　それを待っていましたとばかりに、エリザベスが震える声で問いかけてきた。

「お嬢様、ちょっとお待ちください。きっと、どこかに！」

「ないんですのね。そんな、あれはお母様の大切な形見ですのに！」

「お嬢様！」

「見せ方」を研究してきたシャーロットとは異なり、わざとらしいことこの上ない大げさな言い回しと嘆なげき方ではあったが、メイドには感じるものがあったらしい。青くなった彼女は、キッとシャーロットを睨みつけてきた。

「なにぼーっとしてんのよ。あなたの仕事でしょう!?」

　大きくなった声に、異変を感じて部屋を覗きにきた別のメイドが、状況を察して慌てて誰かを呼びに行く。

（ちょっと、待ってよ。でも、だって、思わないでしょ）

　怒るよりも、焦るよりも驚きが先行し、思考が上手く纏まとまらない。

（こんな三流小説みたいな低俗な手、ほんとにされるなんて……）

「シャーロットの偽にせ者もの」と断じられたときの経験からして、まともにシャーロットの意見が容れられるとは思えない。けれども無実を訴えるしかない状況にとてつもない絶望感を感じながら、シャーロットはせめてもの抵抗に怯おびえたような表情を作り、必死に首を横に振った。

「昨日は、ちゃんとありました」

「じゃあ、なに？」

　やはり苦しい言い訳にしか聞こえないのだろう。メイドは眉をひそめて、シャーロットが最も向けられたくないと感じる、なにか汚いものでも見るような視線を送って言い放つ。

「あんたが確認したあと、お嬢様がご自分でどうにかしたって言うの？」

「……それは、」

「お嬢様の寛かん大だいなお心で許されたくせに！　覚えてなさいとか言ってたわね。もしかして、これのこと？　無む駄だ骨ぼね折らされたから、今度はお嬢様を困らせてやろうってことなの!?」

「ちがっ」

「まあまあまあまあ！」

　言いかけた先を甲かん高だかい声が制する。最悪な人物の最悪なタイミングでの乱入に、シャーロットは思い切り唇を引き結んだ。

（さいっあく!!）

　今日は授業もないから時間を持て余していたのだろう。マイヤーは誰よりも早く部屋に入ってくると、一瞬エリザベスと視線を交わし合う。

（マイヤー夫人も承知済みなんて、どうしろっていうのよ！）

　もしかしたらエリザベスは先日の成功に気をよくし、「それでも許すお優しいお嬢様計画」を発動してさらなる信奉者を増やしたいのかもしれない。が、おそらくマイヤーは違うだろう。シャーロットがシャーロットであると知ったらしい彼女の眼は鋭するどく、本気だった。

「シャーロットが、お嬢様の指輪に手をつけたということですか？　まあ、なんということでしょう!!」

　大げさなほど驚きを示す彼女に、遅れて入ってきて、まだ状況を飲み込めていないリンダが思わず足を止める。

「シャーロットが、手をつけた？」

「指輪が、なくなりましたの」

「それは……」

　リンダが複雑そうな顔でシャーロットを見やる。

（分かってるわよ。手をつけたかどうか以前に、どんな理由でも紛失したら侍女の、私の責任になる。──でもっ！）

　シャーロットが拳を握っているそばから、話を聞きつけた使用人たちが男女を問わず集まってドアの外から中を窺っている。

「シャーロットが」

「またあの子？」

　外からはひそひそとそんな声が聞こえ、中ではマイヤーが今が好こう機きと言わんばかりに様々なことをまくし立てている。

（どうする？　泣くべき？　いや、でも……）

「お嬢様の部屋よ！　勝手に覗かないの！　見物料取るわよ!!」

　このままでは落ち着いて話も聞けないと、リンダはとにかく野や次じ馬うまを散らそうと躍やつ起きになっていたが、あまり功を奏さなかった。一連のことでシャーロットは使用人たちにそれだけ注目されていたのだ。

　そして普段は怖いマイヤーが煽あおるようにしながら場の中心にいるのも、大きな原因の一つだった。

（ああもう！　私がされたいのはそういう注目じゃないんだってば！　覚えてなさいよ!!）

　状況はなに一つ好転しない。クリフォード院長に雪の中放り出されたとき以来の危機感をシャーロットは覚えていた。

（……信じてもらうことが、こんなに難しいなんて）

　真実が、あっという間に歪められていく。それに飲み込まれていくしかない自分の力のなさが、涙が滲むほど悔しい。

（情けないったらないわ）

　私が、自分で、あの化けの皮を剝はいでやるのよ。

　エロールに向かって、高らかに宣言したというのに。今にも「あの無駄な自信はなんだったんだよ」とため息まじりの声が聞こえてきそうだ。

（こんなこともあるかもって分かってたから、エルは「俺は俺で勝手に動く」とか言ったのかしら）

　そういえばあのときは、シャーロットのために積極的に動こうとしているエロールが少し意外で──。

（──っていうか、ああもう！　なにかしてくれる気があるなら、こういうときなにかしてよ。助けなさいよね！　折せつ角かく王子様みたいな外見なんだから、中身も王子様らしく、カッコよく現れてみなさいよねっ!!）

「──なんの騒ぎだよ、これは」

　聞き覚えのある声がシャーロットの耳に届いたのは、シャーロットが胸の内で、自や棄けになって絶ぜつ叫きようしたときだった。咄嗟に声の主を探すが、野次馬根性丸出しの使用人たちの姿しかない。

（……なに期待してるのよ。馬鹿じゃないの、私）

　とうとう都合のいい幻げん聴ちようまで聞こえてきたとシャーロットは自じ嘲ちようする。

　しかし──。

「シャーロットがまた問題を起こしたらしいわ」

「シャーロットが？」

「そうよ。また？　って感じよね……って、お坊ちゃま!?」

　誰がなにを喋っているのかもよく分からない中、メイドの素すっ頓とん狂きような声はよく響いた。誰もがぴたりと喋るのをやめ、声の主を探す。すぐさまドア付近に溢れた人が身体からだをずらし、一人が通れるだけの道が生まれた。

（うそっ、エル!?）

「エロール様っ!!」

　ひょっこりと顔を出した盛装の青年に、エリザベスが駆け寄る。ご丁てい寧ねいに、その瞳には薄く水の膜が張っていた。

「聞いてくださいまし！　あのメイドが、この間の仕返しと、わたくしの大切な指輪を！　母の形見ですのにっ!!」

　エロールの視線が向けられ、その姿を凝ぎよう視ししていたシャーロットは慌てて首を横に振る。だよな、という顔をした彼の目は、またすぐにエリザベスに向けられた。

「またあんたがなくしたとかいうオチじゃ」

「──おまえは、よほどそのメイドがお気に入りのようだな」

　不機嫌さを隠しもしないエロールの声に、あまり聞き覚えのない低くかすれた声が重なり、誰もがいっせいに振り返る。使用人たちは驚きを、シャーロットは焦りを、そしてエリザベスとマイヤーは喜色を浮かべて城の頂点に立つ老人を迎えた。

「じーさん、とクラウス……」

　伯爵の傍そばに控ひかえるクラウスは、相変わらずの無表情でなにを考えているのかよく分からない。けれど彼はシャーロットではなくまっすぐにエロールを見ていて、しかも彼に向けて微かに首を左右に振った。

（今回は庇かばえない、とかそういうこと？）

　ぼんやり浮かんだ疑問は、明確な形になる前に霧む散さんする。メイドが二人、息せき切って部屋に駆け込んできたからだ。

「お嬢様、ありましたよ！　ご安心ください!!」

「シャーロットの部屋の抽ひき斗だしの中に！」

「なっ……」

　いつの間に、と思うが、シャーロットは一人部屋だし、部屋にいない時間の方が圧倒的に長い。誰にも見つからないように忍び込み、抽斗に指輪を転がすことなど造作もないことだろう。

　絶句し、唇を嚙み締めている間にも、指輪はメイドの手を離れ、エリザベスのもとへと渡る。何物にも変えがたい宝物を手にするような所作でそれを受け取った彼女を見て、伯爵が鳶色の目を細めた。

「決まりのようだな。──その娘をどこかに閉じ込めておけ。夜会が終わり次第、じっくり話を聞かせてもらわなければならん」

　命じ終わると同時に進み出た従僕フツトマン二人によって、シャーロットは瞬く間に後ろ手に拘束される。腕を捻られて反射的に声を上げると、エロールが咎とがめるような声を上げた。

「じーさん！」

「なんだエロール」

　責めるようなエロールの目にも、伯爵が怯むことはない。

「この期ごに及んでまだなにかあるのか？」

「……あるぜ。たくさん」

　エロールは部屋の隅に置いてある立派な柱時計に目をやり、一瞬だけ顔をしかめると、すぐに祖父へと向き直った。

「たとえば、そうだな」

　エロールが短く言葉を切る。はじめ、有効な言葉を捜しているのかとも思ったが、そうではなくて、できるだけ場を引き伸ばそうとしているような、不思議な印象を受けるようになった。

「結局指輪はシャーロットの──メイドの部屋から出てきたんだよな？」

「そうだ。だから、」

「──じゃあ、メイドの私物って可能性だってあるんじゃないのか」

（……エル？）

　エロールの発言に、誰もが眉根を寄せた。シャーロットを庇うための悪あがきにしか聞こえないからだろう。正直、シャーロット自身もそう思ったのだが、エロールは余裕の笑みさえ浮かべ、しゃあしゃあと続けてのけた。

「だって見つかったの、その指輪なんだろ？」

「え、ええ。そうですわ」

「そんなシンプルなもの、見分けがつかないだろ。それにメイドが持ってたって不思議じゃないくらいの品だろ、それ。──現に持ってたぜ？　メイドだった俺の母さんは、そのくらいの指輪をさ」

「ひどいですわ、エロール様！　わたくしを疑っていらっしゃいますの!?」

　ほろり、と涙が一粒エリザベスの頰を伝う。だがその姿を、エロールは頭をかきながら嫌そうに見下ろした。

「悪いけど、泣いても無駄だぜ？　俺、女の涙は信用しないことにしたから」

「エロール！　いい加減に」

　そんな言い争う声を遠くに聞きながら、シャーロットは先ほどエロールが言ったことを考え込んでいた。

（確かにどこにでもある、なんの変哲もない指輪だわ。物凄い高価なものってわけでもないし）

　もちろん、派手好きのエリザベスの趣味でもない。──そんな指輪が売り払われもせずなぜ今彼女の手元にあるのかと言えば、クリフォードが「証拠品」の一つとして持ってきたからだ。

（そう。だって、あれは内側にパパとママのイニシャルと、日付と、あと──）

　暗澹としていたシャーロットは、一筋の希望を見た気がした。

「この指輪で私は汝なんじを娶めとる」

　ぽろりと口から出てきた声は、けっして大きなものではなかった。けれど思いの他よく響き、ざわめきに包まれていた部屋は水を打ったように静かになる。

「それが私の指輪なら、そう彫ってあります。──お嬢様、どうぞ、ご確認なさってください」

「あなた、なにを……？」

　自や棄けでも起こしたのかしら、とエリザベスの顔が告げていた。ちなみに、エロールの表情もたいして変わらない。
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（まあ、そう思うわよね。一見、私にメリットがないし。──でもね）

　おそらく「わたくしの指輪にもこの文字が彫られていますの」と言ってすまそうとしていたエリザベスは、指輪の裏側を覗き込み、激しい困惑を露わにした。

「……書いて、ありませんわ」

「それは残念です」

　シャーロットはしおらしく目を伏せた後、それなら、と首を傾ける。

「なんて書いてあるのですか？」

「──っ」

　エリザベスがたどたどしく短い文章を読み上げる。やや発音がおかしいそれに大きく反応したのは、マイヤーと伯爵だった。

「それはっ」

「お嬢様……！」

「え……？」

　エリザベスを含め、この場にいるほとんどの者が伯爵たちの驚きよう愕がくの意味を分かっていない。蒼そう白はくになった母親をきょとんと見ているエリザベスに、シャーロットは殊ことさら穏やかな声で笑いかけた。

「あら、やっぱり私のですね」

「え──？」

「書いてあったでしょう？　──お嬢様が十歳までお育ちになった、フランスの言語で」

「…………！」

　母親がフランス人で、自身も小さい頃はフランスで過ごした。そのごく基本的なプロフィールは、使用人の誰もが知っている。

「どういう、こと？」

　使用人たちの訝いぶかしげな視線が、容よう赦しやなくエリザベスに突き刺さった。

「読めない、のか？」

「その、住んでいたのは幼少の頃でしたから、文字はあまり書く機会がなく、文法は苦手で、その……」

　必死に伯爵に弁解をしているエリザベスに、シャーロットはとどめをさすべく息を吸い込んだ。

『文法も、の間違いでしょう？』

「え……？」

『あなたはどの教科も大体できたけれど、フランス語だけは超がつくほど苦手だったものね。──そう、喋ることも、聞き取ることも』

　シャーロットの口から飛び出した流りゆう暢ちようなフランス語と、なにを言っているか把は握あくしきれていないエリザベスの様子に、伯爵の目が極限まで見開かれる。

「まさ、か」

　驚愕のまま凍りついた伯爵の顔がこちらに向けられ、拘こう束そくされていた手の力が弱まる。──メイドの一人が顔を出し、声をかけてきたのは、丁度その時だった。

「お取り込み中、申し訳ありません」

　彼女は一斉に向いた視線にいかにも気まずそうにしながら、上うわ目め遣づかいでクラウスを見上げる。

「アート夫人とおっしゃる方がお見えです。招待のリストにございませんからお引き取り願おうと思ったのですが、クラウスさんの署しよ名めいの入ったお手紙をお持ちで……」

「ああ、ようやく来られたか。少し遅かったな」

（先生!?）

　シャーロットが咄とつ嗟さにエロールに顔を向けると、彼は涼すずしい顔をしながら肩をすくめた。クラウスを味方につけ、なんとか手紙を出したのだろう。時間を気にしていたのはこれだったのか、とシャーロットは妙に納得した。

「な、に……？」

　しかしエロールの横では、伯爵が今にも憤ふん死ししそうなほど身体を震わせている。思わぬ名前を耳にし、意識がシャーロットやエリザベスから完全に逸れてしまったようだ。

「どういうことだ、クラウス！」

　執事につめよった伯爵の怒ど号ごうに、場にいた誰もが身をすくませた。それほどの怒りが伯爵から噴出している。

　若いながらも有能な執事として誰もに一目置かれていた彼が、このようにどやされる場を見るのは初めてだった。──古参の使用人も驚いているから、きっと今までもなかったのだろう。

「説明しろ、クラウス。そんな名前、目を通したリストにはなかったぞ！」

　同じく目を通したらしいリンダが、信じられないという目でクラウスを凝視している。しかし彼は怒声などどこ吹く風で、いつもどおり、驚くほど淡々と告げた。

「申し訳ございません。急きゆう遽きよ決まったお客様でしたので、リストに間に合わなかったようです。確かに招待状はお出しいたしました」

「なぜだ！　あの平民女を城に近づけるなと言ってあっただろう。よりにもよって、この大切な夜会に……！」

「最近旦那様の援助のおかげで体調も芳かんばしいご様子でしたし、なによりお坊ちゃまのお披露目。お気になるかと思い、過去を語らぬという条件つきで、最初で最後というつもりで招待いたしました。お嬢様捜索にご助力いただいたお礼もありますし、個人的に確認したいこともありました。──そしてなにより、お坊ちゃまが強くご希望されたので」

「いえ、お引き取りいただくべきですわ！」

　びくりと身体を揺らしたマイヤーが声高に意見を挟む。

「そのような方を客人として招かれては、お坊ちゃまの権威を──」

「──マイヤー夫人。あなたが気にされることではない」

　クラウスの声は、いつにも増して冷ややかだった。

「そんなに追い返したいと？」

「わ、わたくしはお坊ちゃまのためを思って……！」

「お坊ちゃまのため、と」

　ふっと笑ったクラウスは、次いでエリザベスに視線を向けた。

　静かな目だった。それなのに、ぐっと彼女は気け圧おされる。

「お嬢様はアート夫人にピアノを習っておいででしたね。女学院に行かれてからお会いしていないとか。久々にお会いしては？　積もる話もあるでしょう」

「わたくし、は……」

　エリザベスとマイヤーが共に返答に窮きゆうする。先ほどのフランス語の件もあり、周囲の視線が疑惑に満ちたものへと完全に変わったことを確認したエロールは、一瞬の隙すきをついてすっと使用人たちの間をすり抜けると、部屋の外に出て行った。

「ま、待ちなさいエロール。許さんぞ！」

　我に返った伯爵が追いかけるが、エロールは止まらないようだ。クラウスも無言のまま、駆け足で後に続く。

「え、ちょ、なんなの？」

「わ、分かんないけどとりあえずあっちに行ってみましょ！」

　野次馬たちの関心も、可か哀わい想そうなほど真っ青な顔をしたエリザベスや恐怖に震えるマイヤーから、若き跡取りの思い切った行動へと早速移り変わったようだ。一室に集っていた彼らは、あっという間に集団で玄関ホールへの移動を決める。

「命令は解けていないが……」

「ありがとうございます！」

　エリザベスたちを拘束するために解き放ってくれた従僕たちに礼を言い、シャーロットも使用人たちの集団を追いかける。玄関ホールへと続く階段手前でたまっていた彼らは、シャーロットの姿に気づくと、なにも言わずに階下が見やすい位置を譲ってくれた。

「あれが、アート夫人？」

「若いわね」

　使用人たちがシャーロットと同様、手すりごしに階下を覗き込み、大きなドアの前で、まだコートを脱ぐこともできずに待ちぼうけを食らっている女の姿に口々に感想を漏らす。

（先生……）

　一年近く時を経たというのになにも変わっているようには見えない。優しい、まるで砂糖菓子のような雰ふん囲い気きのまま、彼女はそこに立っていた。

「──奥様！」

「まあ！」

　アート夫人ことメロディ・アートは、階段から転がるように降りてくるエロールの姿に、リンダ以上に年齢不詳な顔を綻ほころばせた。寒いはずの場が一気に春の訪れを受けたかのように華やぐ。

「エル！　エロール！」

　ふわふわと波打つ透き通った銀の髪を揺らしながらメロディが駆け寄る。

（……うわ。引き裂さかれた恋人同士の再会にしか見えないわ。これは確かに伯爵、先生を近づけたくないかも）
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　雇やとい主と使用人──いや、当人たちにとっては親子にも似た感情をもっての再会劇は、メロディのあまりに若く可か愛わいらしい容姿のせいで、大変に誤ご解かいを招くものとなっている。

　しかし事情をあまり知らない使用人たちが驚いているなど夢にも思っていないメロディは、いつの間にか己の顔よりも高くなってしまったエロールの頰に、美しい音を生み出す長い指を滑らせた。

「──いいえ、エロール様とお呼びするべきね」

「そんな、俺は」

「立派になって。見違えたわ。素す敵てきね」

「奥様、」

「アート夫人と呼んで。今のあなたにそんなふうに呼ばれたら、なんだかとっても偉えらい人になっちゃったみたいで恥ずかしいじゃない」

　ぽっと頰を染め両手で頰を挟む。変わらない初う心ぶな少女のような反応に、エロールが苦笑した。

「最近とても調子がいいの。伯爵様のおかげね。──ああ伯爵様、ご挨あい拶さつが遅れまして。とっても素敵な場所を紹介してくださって本当にありがとうございます。クラウスさんもお久しぶりです」

「ええ、お久しぶりです。申し訳ありません。不ふ手て際ぎわがあって、このようにお待たせすることになり」

　渋面を作る伯爵と変わらない表情で対応するクラウス以外、ふんわりと少女のように笑う夫人にみんなが絶ぜつ句くしている。しかし当人は自分がそんな目で見られていることなどまったく気づかず、きょろきょろと小動物のように周囲を見回した。

「どうかなさいましたか？」

「シャーロットも、こちらに引き取られたのですよね？」

「はい。──お坊ちゃまと、とても親しくしておいでです」

　クラウスが答えると、メロディは嬉しそうに笑い、両手を合わせる。

「シャーロット、驚いたのではなくて？　なにしろ去年は使用人だった子が貴公子になってるんですもの」

「──あの、今、なんて？」

　階下に駆けつけ、クラウスの後ろに控えていたリンダが青い目を見開いた。

「え、ですから」

「その……お坊ちゃまと、シャーロット、様は、ご面識が？」

「あら？　なにも聞いていらっしゃいませんか？　去年、シャーロットの誕生日をうちで祝ったんです。ですからそのときに」

「じゃあ、『シャーロット』って、やっぱり……」

　誰かがぽつりと呟いたのを皮切りに、驚きが波紋のように広がっていく。

　伯爵が、ぽかんと口を開けた。

「早く会いたいわ。クラウスさん、シャーロットはどこに？　夜会の準備で忙しいのかしら？」

　最初にこちらを向いたのは誰だっただろう。階上にいる者も階下にいる者も、一人また一人と視線を走らせ、シャーロットの姿を見つけて止まる。

　みんなの視線に釣られるようにメロディも上を見る。──目が、合った。

「まあ、シャーロット！」

　喜びの声を上げたメロディはしかし、すぐに首をかしげ、白い頰に指を滑らせる。

「どうしてメイドの格好をしているの？　あなたはなにを着ても似合うけれど、さすがにその格好で夜会に出るのはまずいのではないかしら？」

　心底不思議そうな声が、玄関ホールに嫌というほどよく響いた。
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　Side B




「お坊ちゃま。シャーロット──いや、お嬢じよう様ね。お嬢様、ほんとに凄すごいですよ？」

　前置いたリンダの言どおり、目の前に現れた着き飾かざった少女は美少女ぶりを遺い憾かんなく発揮していた。

　メロディの爆弾発言の後、当然だが城は上を下への大騒さわぎとなった。警察が呼ばれ、マイヤーとエリザベスはどこかに連れて行かれたし、「クリフォード」という名前も漏もれ聞いたので、女学院の方にも誰かが向かったのだろう。

　そんな慌ただしい中で、シャーロットはいち早くリンダに手を引かれ、部屋の一室にこもらされていた。跡あと取とりの大切なお披ひ露ろ目めで、「いやー、知人の娘を引き取ったんだけど、見事に騙だまされてて」と恥はじを晒さらすわけにはいかないため、急きゆう遽きよシャーロットをきちんとシャーロットとして着飾らせる必要があったからだ。

　とはいえ、エリザベスの着ていたドレスはサイズが合わず（別に胸のサイズだけが合わなかったわけではない）、シャーロットのサイズに合うドレスを城中から探し出す羽は目めになったらしい。──そしてようやく、準備が終わってエロールの前に現れたというわけだ。

（やっぱ、凄い美少女だよな）

　シャーロットが身にまとっているのは、白いフリルとリボンがふんだんにあしらわれた清せい楚そな水色のドレスだった。少し古いが流行に左右されない正統なデザインがとてもよく似合っている。

　白い絹の手袋の下には、件くだんの指輪が光っているのだろう。──返された時のシャーロットの嬉しそうな顔は、とても印象的だった。

（──しっかし、よくもまあ、これだけがらりと変わるもんだぜ）

　気き恥はずかしい、というお得意の演技なのかそうじゃないのかは分からないが、紫むらさきの瞳を伏ふせてじっと黙だまっているシャーロットは、なんというか近寄りがたい「お嬢様」としてのオーラを発していた。

　エロールの出しゆつ自じは使用人だ。だから、メイド服姿に少し親しみを感じていた部分があったのだと思う。けれど今のシャーロットは、かつての自分が「お嬢様」と題して剝はく製せいにして飾っておきたいと評した、エロールのお嬢様像を具現化したシャーロットだ。少し──いや、かなり遠くに感じ、

「ふふふ。これであのメイドたちは一生私に逆らえないわ。あの真っ青な顔ったらなかったわ！」

　……た気がしたが、まったくそんなことはなかった。










　Side A




『お嬢様、どうかお許しください』

『本当に申し訳ございませんでした。なんでもいたしますから、あのっ……！』

　着替えて部屋を出るなり青い顔をしたメイドたちにつめよられ、シャーロットは眉まゆ尻じりを下げて困った顔を作った。

『別に、そんなこと』

『でもっ……！』

『それなら』

　本気で逡しゆん巡じゆんしていたシャーロットは、ふと天てん啓けいでもくだったように顔を上げ、ふんわりと柔やわらかく笑う。ここのさじ加減は難しい。いきなり「頑がん張ばるメイドのシャーロット」を捨てて「完かん璧ぺきなお嬢様のシャーロット」に戻ってしまうのは不自然だからだ。

『これからも、どうぞ仲良くしてください。折せつ角かく親しくなれたのに、急に疎そ遠えんになってしまったら寂しいですし、先輩方には本当にお世話になったので』

（色々な意味で）

　シャーロットの含ふくみなど知る由よしもないメイドたちは、覚悟していた罰がないことを知り、一様に顔を歪ゆがませた。




「これで『お優しいお嬢様。一生ついていきます』の出来上がりよ。ちょろいわね。……って、なによ、その、微び妙みような顔は」

「いや、まあ、よかったな」

「そうね。よかったわ。色々と」

　無事にこうして「シャーロット・セネット」として認められた。それ以外にも、よかったと思うことはある。

　最初からお嬢様としてこの城に現れていたとしても、エリザベスとは違い、使用人たちの信望を集めることはできただろう。──それでも、今回のように「信者」まで作れるかというと微妙なところだ。

（その点ではよかったと言えなくはないし、他にも得たものはたくさんあったわ。……まあ、ちょっと、素直に「メイドをやってよかった」とは言いたくない気もするけど）

　複雑な心境でいるシャーロットに対し、エロールはにやりと笑ってみせた。

「とりあえず、俺に一生感謝するんだな」

「なんでそうなるのよ」

「決定打はどう考えても奥様の登場だったし、そもそも指輪に彫られた文字のことだって、俺が話を振ったから思いついたんだろ？　俺の絶妙なサポートのお陰じゃないか」

　胸を張るエロールの言うとおりなのだが、どうも素直に頷きたくはない。シャーロットは視線を逸らし、言い訳がましく漏らした。

「……先生、呼ばなくていいって私は言ったわ」

「俺は俺で勝手にやるっていっただろ。あの後、クラウスに協力してもらえることになって、意外とすんなりいったんだよ。──まあ、到着が予定よりちょっと遅れて焦ったけどな」

「時間、気にしてたものね。無理矢理、話を引き伸ばそうとしたり」

「なんだ、ばれてたのかよ」

　カッコ悪いな、と金の髪をかき上げるエロールに、シャーロットは深く頷いた。

「ばればれよ。あれは無ぶ様ざまな引き伸ばしだったわ」

「あんたな……。その無様な引き伸ばしのお陰で助かったんだから文句言うなよな」

「そうね」

　今度は軽く頷いて、まっすぐエロールの目を見上げる。煌きらめくエメラルドの瞳の中に、着飾った黒髪の美少女の姿がしっかり映り込んだのを確認してから、シャーロットはそっと声帯を振るわせた。

「──ありがとう」

　万感の想いを載せた一言に、エロールの目がこの上なく見開かれた。

「……あんたの礼は不気味だって、前に言っただろ」

「素直に『どういたしまして』って言えないわけ？　とにかく、さっきの一連のこともそうだけど……、それだけじゃなくて、すべてのことにおいて。あなたがいてくれて、よかったと思ってるわ」

　少し照れくさくて口早になる。もう、エロールの顔など見ていらなくて、シャーロットの視線は部屋の中を彷徨さまよった。

「特にイジメね。イジメに遭うなんて経験、あなたに会わなければ一生縁がなかったと思うし。すっごくいい人生経験になったわ。やっぱりあれは、やられてみないと分からないものがあるわよね」

「…………」

「だ、だから！　とにかく、ありがとう。これだけは、きちんと言っておきたかったの」

「……それを言うなら、俺だって」

　基本的に上から目線でいつも偉そうにしているエロールから緊張した気配が伝わってきて、シャーロットは首を傾ける。彼は視線を泳がせて、必死に言葉を探しているように見受けられた。

「エル？」

「俺だって──！」

「──お坊ちゃま、お嬢様」

　ようやく言いたい言葉を探し当てたらしいエロールが話し出すのと、ドアが丁てい重ちようにノックされ執事の声が聞こえてきたのは、あらかじめタイミングでも計ったのかと思うほど、見事なまでに同時だった。

「準備はよろしいですか？　そろそろ会場の方へいらしていただきたいのですが」

「はい、ただいま」

　淡々とした声に返事を返せば、すぐにこつこつと規則的な足音がしてクラウスは去っていった。相当忙しいようだ。

「えっと、それで、なにか言いかけてたみたいだけど」

「もういい。気が削そがれた。──クラウスの野郎、覚えてろよ」

「いいの？」

「いいんだよ。それより、時間押してるみたいだし行くぞ」

　エロールがすっと手を差し出してくる。ダンスなど、社交に関することはかなり重点的に、みっちり仕込まれたらしい。ごく自然な動作で、彼はシャーロットをエスコートしようとしていた。

「ほら。お手をどうぞ、お姫様」
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「……お姫様、ね」

　腕を絡からませながら呟くと、エロールが怪け訝げんそうな顔をする。

「城で傅かしずかれて過ごせるなら十分お姫様だろ。なんだよ、不満なのか？」

「ううん。こういうの、ずっと夢に見ていたわ。貴族で、傅かれて、とにかく豪ごう華かな生活をして……。これが私の憧あこがれで、目標で、ゴールだった」

「なら──」

「──でも、ゴールじゃなかったのね」

「へ？」

　感かん慨がい深く漏らすと、エロールの困こん惑わくが混じった声が頭上から降ってくる。シャーロットは遥か昔に抱いた純粋な憧れの気持ちを思い出しながらそっと目を閉じ、次に言うべき言葉を吟ぎん味みした。

「みんな地位に傅くのであって、人に傅くわけじゃないでしょ？」

「おい、それはお坊ちゃまの癖くせになんの力もなかった俺へのあてつけか」

「そんなつもりはないけど、あなたとリザの様子と、私のメイド経験から思ったの。どんなに役立たずでも、どんなに内心『滅びろ』って思われてても、貴族ってだけでいい扱いになるのよね」

「……そりゃ、まあ」

「そんなの、つまらないわ」

　開眼し、エロールの緑の瞳をじっと見つめながら放った言葉は、思いの他語尾の強いものとなる。けれどそれだけ、シャーロットの中の漠然とした「憧れのお姫様像」は、くっきりと輪りん郭かくを帯おびていった。

「今日、多分これから、私がこれまで目指していた扱いはされるわ。でも、違うの。やっぱり私は、私だから頭を下げてもらいたい。ちやほやされたい。凄いって言ってもらいたい。それにはもっともっと努力が必要で、ここで満足してちゃだめで。──再認識できたわ」

「疲れること考えてるな。まあ、安心しろ。とりあえず今夜、あんたは確実に一つ、凄いって言ってもらえるから」

「え？」

「『あの素敵な貴公子の隣を許されるなんて、あの子は凄いわね！』ってな」

「なによそれ。『こんな完璧な美少女と一緒にいるなんて、彼もやるわね！』でしょ!?」

　告げられて五秒。本気で憤ふん慨がいしながら、シャーロットが思い切り腕を振りほどこうとしたのは言うまでもない。











おわり









[image: ]




　お久しぶりですの方もはじめましての方もこんにちは。ヒロインにメイド服を着せるために（もっと正確に言うならば、表紙にクラシカルなメイド服を着たヒロインを登場させたい一心で）この話を書いた文ふみ月づきです。「え、このメイドさんがヒロインなんだよね……？」と戸と惑まどわれた方もいらっしゃるのではないかと思いますが、このたびは本書をお手に取って頂き、誠まことにありがとうございます。

　きっかけがなんだったのかはもう覚えていませんが、メイド服ヒロインに対する野や望ぼうを抱きはじめたのは高校生のときでした。その後、メイドものを書くためだけに（投とう稿こう作としていつか必ずやろうと思っていた）、大学でイギリス文学やイギリス文化論の授業を履り修しゆうしてしまうくらいには本気で書きたかったので、今回、こうして形にできてとても嬉しく思います。

　ところで、本作は小しよう公こう女じよがベースとなって話が成り立っています。小公女、というとアニメのイメージで「健けな気げないい子」を想像される方が多いのかもしれませんが、本作ではあえて真ま逆ぎやくの方向に突き抜けてみました。名づけて、自己中心的・自画自賛型ヒロインです！　そんな「俺様」ならぬ「私様」なヒロインを、一人でも多くの方に楽しんでいただければいいな、と思ったり願ったり念じたりしております。

　さて、本当ならばメイドについて熱く語りたいところなのですが、ページが足りないので、このあたりでお世話になった方々にお礼を。

　担当様。今回もご迷惑をおかけいたしました。「表紙はメイド服でお願いします」とか、相当言っていた気がします。折せつ角かくのメイドものなので、今度、メイド喫きつ茶さか執しつ事じ喫茶で打ち合わせがしてみたいです。

　増ます田だメグミ先生。素敵なイラストをありがとうございました！　ラフを見たとき、クラシカルなメイド服とイケメンすぎるエロールとエリザベスの美しい縦たてロールに大変感激いたしました。また、表紙でシャーロットのメイド服姿を頭からつま先まで全身描いてくださったことも、とても嬉しかったです！

　その他、メイドの資料を読んでいた私に「そういう趣味だったの!?」と疑惑の眼まな差ざしを向けてくれた友人たち。本書を出すにあたって関わってくださったすべての方々。そしてなにより、ここまで読んでくださったあなたへ、心より御礼申し上げます。

　それではまた、ご縁があることを祈いのりつつ、失礼させていただきます。


文月　更さら





















猫ねこかぶり嬢じようとにわか貴き公こう子し




～箱はこ入いりメイドへ華か麗れいな転てん落らく～
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